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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　ｃｏｎｔｅｎｔｓ







序章　まだ見ぬ相棒

一章　犬と王女と《漆黒の狂犬》

二章　仮初めの主従

三章　近づく距離

四章　あなたとなら

終章　私があなたのご主人様……？

あとがき

電子書籍特典　書き下ろし短編「小さな忠犬ナイト」

プロフィール






























[image: ]




《護り犬ガーデイアン・ドツグ》──ケインスタリア王国において、成人した王族のみが従えることのできる使し役えき犬けん。契けい約やくを結ぶことで《聖せい犬けん》から特別な力を授さずけられた《護り犬》は、時に武器、時に盾たてとなって主人を護る。その契約は絶対であり、《護り犬》は決して裏切らない相棒となる。




　初めて《護り犬》の存在を意識し始めたのは、八歳さいを迎むかえた年の夏のことだった。

　王家が所有する北の領地に、父と二人の異母兄と避ひ暑しよに訪れたあの日、リーザレットは木こ陰かげで一人膝ひざを抱かかえていた。

　少し離はなれた湖のほとりには、水遊びをする異母兄たちの姿がある。その様子を眺ながめる父の眼まな差ざしは柔やわらかく、普ふ段だん城で見せている王としての顔はすっかり消えていた。今は、しばらくぶりの休きゆう暇かを息むす子こたちと楽しむ父親の顔だ。

　太陽の光に踊おどる水しぶきと、兄たちの無む邪じや気きな歓かん声せい。夏の午後を彩いろどる、家族の団だん欒らん風景──それを羨うらやましいと思うものの、どうすれば彼らの中に入っていけるのかがまったくわからない。

　半分だけ血の繫つながった二人の兄とはほとんど話したことがないし、いつも忙いそがしい父と顔を合わせるのも数日ぶりだ。一体どんなふうに声をかけて、どんなふうに会話をすればいいのだろう。

　一人考え込んでいると、ふいに長ちよう兄けいのアランと目が合った。驚おどろいたようにリーザレットを見つめるアランに気づいたのか、次じ兄けいグレアムもまたこちらを見る。

「あ……」

　思わず声を上げた時、アランが不快そうに眉まゆをひそめた。そのまま視線を逸そらし、リーザレットに背を向ける。それを見たグレアムが肩かたをすくめ、同じように目を背そむけた。

　開きかけた唇くちびるを嚙かみしめ、リーザレットは下を向く。一体自分は、何を期待していたのだろう。たとえ上う手まく話せたとしても、自分が彼らの仲間になれるはずがないのに。

　何な故ぜなら自分は、『本当の家族』ではないのだから。

　肩を落としたまま、ゆっくりと立ち上がる。ここにいても、自分は何の役にも立たない。ならばせめて、兄たちの邪じや魔まにならないよう屋や敷しきに戻もどっていよう。

　木陰に沿って歩き出そうとした時、背後で犬の吠ほえる声がした。振り返ると、父のそばにいた黒い犬──父の《護り犬》バルトが、こちらに向かって激しく吠えたてている。その視線を追った父が、リーザレットに気づいて目を瞠みはった。

「リーザレット！」

　途と端たんに、鋭するどい声が飛んでくる。逃げ帰ろうとしたことを咎とがめられたのだと思い身をすくめた時、頭上でガサガサと音がした。ハッと顔を上げれば、木の上で何かが蠢うごめいている。

「バルト、行け！」

　父が命じるなり、黒い犬が飛び出してきた。あっという間に距きよ離りを詰つめられ、驚いた拍ひよう子しに地面に尻しり餅もちをつく。そんなリーザレットの前で、バルトが大きく跳ちよう躍やくした。

　直後、木の上で「シャアアッ」と耳みみ障ざわりな音がする。続いて獰どう猛もうな獣けものの唸うなり声ごえが聞こえてきたかと思えば、不自然に枝が揺ゆれた。

　降り注ぐ木の葉から頭を庇かばいながら地面にうずくまり、ぎゅっと目を瞑つぶる。頭上の騒さわぎはしばらく続いていたが、やがてそれも静かになった。

　おそるおそる目を開けた直後、ぼとっと重い音を立てて何かが落ちてきた。

「きゃっ……」

　小さく悲鳴を上げ、尻餅をついたまま後ずさる。目の前の地面に横たわっていたのは、大きな蛇へびだった。茶ちや褐かつ色しよくに黒のまだら模様が入った身体からだは驚くほど長く、胴どう回まわりはリーザレットの腰こしほども太さがある。

　そして、その巨きよ大だいな蛇の首元には、黒い犬が食らいついていた。喉のどの奥おくで低く唸りながら、決して離すまいというようにがっちりと牙きばを突き立てている。

「リーザレット」

　呆ぼう然ぜんと座すわり込んでいると、静かな声が降ってきた。ゆっくりと顔を上げ、リーザレットは息を吞のむ。いつの間にか、父が近くに来ていた。こちらを見下ろすその表情は、逆光になっていてわからない。

「怪け我がはないか」

　身を硬かたくするリーザレットに、父が問いかけてきた。怒おこられるのではないかと思っていたリーザレットは、「え？」と目を丸くする。

「……はい。大だい丈じよう夫ぶです、お父様」

　か細い声で答えると、父は「そうか」と頷うなずいてバルトを見た。

「よくやった、バルト。おまえのおかげで、娘むすめは喰くわれずにすんだ」

　地面に膝をついた父が、《護り犬》の首筋を撫なでる。ようやく大だい蛇じやを離したバルトが、誇ほこらしそうに胸を張った。

「バルトが、私を助けてくれた……？」

　驚いて、リーザレットはまじまじとその犬を見つめる。《護り犬》は、契約を結んだ主人を護るのが役目だ。それなのに、何故父ではなく自分を助けてくれたのだろう。

「《護り犬》の力は、何も自身を護るためだけに使うわけではない。時に武器、時に盾として扱あつかうことで、自分の護りたいものを護ることもできる──今のようにな」

　そう言って、父がこちらに向き直った。バルトの首筋を撫でていた手がリーザレットの頭に置かれ、同じように髪かみを撫でられる。

「おまえもいずれ、《護り犬》を持つ時が来る。決して主人を裏切らず、おまえだけに忠誠を誓ちかう唯ゆい一いつ無む二にの存在をな」

　父の言葉に、リーザレットは目を見開いた。自分もいつか《護り犬》を手に入れることができる──そう思うと、少しドキドキする。

　主人を護るために《聖犬》から力を与あたえられ、主人だけに忠誠を誓う唯一無二の存在。そんな相手がいたら、どんなに心強いだろう。そうなれば、きっと寂さびしい思いをしなくてすむ。

　数年後に訪おとずれるその時が、今から待ち遠しくなってきた。まだ見ぬ《護り犬》への期待と憧あこがれ──それを抱いだくきっかけとなったあの夏の日は、今も鮮せん明めいに覚えている。
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　ああ、またやってしまった。

　植木の陰かげに身を潜ひそめ、リーザレットはため息をついた。膝ひざの上では、愛犬のノワが鼻先を飛び回る蝶ちようを捕つかまえようと、必死に首を伸のばしている。今にも飛び出していきそうなノワを必死に押おさえていると、茂しげみの向こうでバタバタと足音がした。思わず息を止め、身を縮こまらせる。

「見つかった？」

「いえ、それがまだ……」

「一体どこへ行ってしまわれたのかしら、リーザレット様は」

　聞こえてきたのは、困こん惑わくと焦しよう燥そうが混じったメイドたちの声。自分の名が出てきたことに、びくりと肩かたをすくませる。

　だが、リーザレットは出て行くどころか、ますます息をひそめた。自分は空気、自分は空気──ひたすらそう言い聞かせて、周囲に溶とけ込もうと気配を消す。

「とにかく、もう一度捜さがしてみましょう」

「では、私は向こうを見てきます」

「私はこっちを」

　メイドたちが言葉を交かわし合い、慌あわただしく去っていった。その足音が完全に聞こえなくなってから、リーザレットはようやく止めていた息を吐はき出す。膝の上のノワも、同じように身体からだの力を抜ぬいた。

　漆しつ黒こくの毛並みを撫なでながら、そっと目を伏ふせる。いつもの癖くせでつい身を潜めてしまったが、これでは何も変わらないではないか。わかっているのに、どうしても一歩前に踏ふみ出すことができない。

（でも、このまま儀ぎ式しきに臨のぞむよりは……）

　もう少し、気持ちの整理をしてからの方がいいのではないだろうか。中ちゆう途と半はん端ぱな気持ちで神しん殿でんへ向かっても、余計に迷めい惑わくをかけてしまうかもしれない。それに、《聖せい犬けん》だってこんな自分に《護り犬ガーデイアン・ドツグ》を与えていいものかどうか判断に困るだろうし。

　そうだ、きっとその方がいい──必死にそう言い聞かせ、リーザレットは膝の上の愛犬を抱だきしめた。
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　長い冬が終わり、ようやく春の気配がし始める頃ころ。

　ケインスタリア王国の第一王女、リーザレット・ディアハウンドは十六回目の誕生日を迎むかえた。

「え……契けい約やく、ですか？　私が？」

　思わず目を瞬しばたたかせ、リーザレットは驚きよう愕がくの声を上げる。足元に座すわっていたノワが、それを聞いて不思議そうに首を傾かしげた。

「そうだ。リーザレット、おまえもついに十六歳さいの誕生日を迎えた。もう立派な大人だ」

　答えたのは、リーザレットの正面に座る壮そう年ねんの男──父であり、この国の王であるランドルフ・ディアハウンドだ。金銀の装そう飾しよくを施ほどこした豪ごう奢しやな椅い子すに腰こしを下ろし、威い厳げんに満ちた目でこちらを見下ろしている。

「成人した王族が、まず何をしなければならないかはわかっているな？」

「ええと、はい……速すみやかに《誓せい約やくの儀ぎ》を受け、《護り犬》の契約を結ぶ──ですよね？」

　リーザレットの答えに、父が満足そうに頷うなずいた。それから、ちらりと隣となりに目を向ける。

　そこには、大きな黒い犬が座っていた。ノワとよく似た姿をしているが、その体たい軀くは小こ柄がらなノワより二回りも三回りも大きい。さらに、背筋を伸ばして主人の脇わきに控ひかえる様は凜り々りしく、堂々として貫かん禄ろくがある。

　父の《護り犬》、バルトだ。その首には、契約の証あかしである銀の鎖くさりが輝かがやいていた。

　ケインスタリアにおいて、成人した王族のみが従えられる《護り犬》。国を守護する《聖犬》から特別な力を与えられたそれは、時に武器、時に盾たてとなり主人を護る『力』となる。

　十六歳になった王族は《聖犬》の前で誓ちかいを立て、自分の愛犬と《護り犬》の契約を結ぶ。それを手に入れることで大人の仲間入りをし、正式に王おう位い継けい承しよう権けんを認められるのだ。

「でも、いいんでしょうか？　私は……」

　ぽつりと呟つぶやいて、リーザレットは目を伏せる。王の実子とはいえ、自分は側室の娘むすめで王位継承順位も第四位。気弱で心しん配ぱい性しよう、王族としての威厳もなく、それらしい振ふる舞まいもできない『落ちこぼれ』──そんな自分が、王族の象しよう徴ちようである《護り犬》を手にしてもいいのだろうか。

「リーザレット」

　ふいに名前を呼ばれ、びくりと肩が跳はねた。怖こわ々ごわと顔を上げると、ジッとこちらを見下ろす父の姿がある。

「おまえは私の娘だ。これから、王女として人前に立つ機会も増えるだろう。その時は、王族にふさわしい立ち居振る舞いをしてもらわなければならんからな」

　ハッとリーザレットは息を吞のんだ。王の血を引く者であることを自覚し、もっと王族らしくしてもらわないと困る──きっと、父はそう言いたいのだろう。

　俯うつむいて、小さく唇くちびるを嚙かみしめる。ただでさえ『落ちこぼれ』と言われている自分は、王家の恥はじなのだ。

　ならばせめて、体てい裁さいだけでも整えなくては。たとえ王女らしい振る舞いができずとも、儀式さえ終わらせれば一応格好はつく──はずだ。

「わ、わかりました。儀式をお受けします」

「うむ。では、すぐに神殿へ向かえ。準備は整えてある」

「い、今すぐ……ですか？」

　父の言葉に、リーザレットは困惑する。いくら準備を整えてあると言われても、リーザレットにはまだ何の心構えもできていない。叶かなうなら、もう少し時間がほしいところだ。

「あの、でも、他にもいろいろと準備することが……」

「心配ない。護衛もこちらで決めておいた」

「ご、護衛？」

　思わず、目を瞬いた。儀式が行われるのは、王城の敷しき地ち内ないにある《聖犬》の神殿だ。そこへ向かうのに護衛をつけるなんて、少々大げさではなかろうか。

「何があるかわからんからな。念のためだ」

　言われて、リーザレットはそっと肩を落とした。もしかしたら、自分は信用されていないのかもしれない。落ちこぼれの王女を一人で神殿へ行かせて、何か問題を起こしては大変だ。だから父は、護衛という名の監かん視しをつけようとしているのではないだろうか。

「オルバ」

　父が声をかけると、背後に控えていた男が前に進み出てきた。

　がっしりとした長身を、ケインスタリア王国軍の制服に包んだ若い男だ。腰にはサーベルと銃じゆうを携けい帯たいし、胸には大たい佐さの階級を表す徽き章しようがついている。

　軍人らしく精せい悍かんな顔つきに、夜よ闇やみを溶とかし込んだかのような漆黒の髪かみ。少し伸びた前髪の隙すき間まから覗のぞくのは、不思議な色合いをした灰色の瞳ひとみ。

「何か、御ご用ようでしょうか？」

　低く、静かな声で男が父に問いかけた。父王がそれに頷き、おもむろに口を開く。

「おまえには、今からリーザレットの護衛についてもらう」

「護衛……俺が？」

　男があからさまに眉まゆをひそめ、探さぐるような眼まな差ざしでランドルフを見る。

「……それは、王命ですか」

「そうだ。オルバ・ドーベルマン、リーザレットと共に神殿へ向かい、儀式が終わるまで娘を護衛せよ」

　厳おごそかに、父が告げた。オルバと呼ばれた男は、眉を寄せたまま口を噤つぐむ。その双そう眸ぼうが、ちらりとリーザレットを見た。途と端たんに、鋭するどい視線に射い抜ぬかれる。野生の狼おおかみに睨にらまれたような錯さつ覚かくに襲おそわれ、「ひっ」と息を吞んだ。怖い。

　ひたすら身を縮こまらせていると、オルバがふと目を逸そらした。無言の重圧から解放され、ようやく息をつく。そんなリーザレットを横目に、オルバが父に向き直った。

「わかりました。拝命します」

　抑よく揚ようのない声で答えたオルバに、父が満足そうな顔をする。わずかに緩ゆるんだ空気にホッと胸を撫で下ろしかけ──はた、と気づいた。

「オルバ・ドーベルマンって……もしかして、あの有名な《漆黒の狂きよう犬けん》、ですか？」

　以前、メイドたちが話しているのを聞いたことがある。オルバ・ドーベルマン──代々王に仕える公こう爵しやく家の息むす子こで、ひと月ほど前に父の『専属護衛』に任命されたエリート軍人だ。二十五歳にして大佐の地位を与えられ、その実力も十二分に認められている。

　だが、彼かれには物ぶつ騒そうな噂うわさがつきまとっていた。何でも、給きゆう仕じのふりをして王に近づこうとした刺し客かくを瞬しゆん時じに見破り斬きり捨すてたとか、王の寝しん室しつに忍しのび込こんだ暗殺者をベッドもろとも叩たたき斬きろうとしたとか、市街視察の際に王に詰つめ寄よってきた過激派の一いつ般ぱん人じんを迷うことなく撃うち殺ころそうとしたとか──。

　そうして、ついた呼び名が《漆黒の狂犬》──王に危害を加えようとする人間には容よう赦しやなく嚙みつく凶きよう暴ぼうな番犬、それがオルバ・ドーベルマンだと言われている。

「だから何だ。文句でもあるのか」

「い、いえ……そういうわけではっ」

　低く唸うなるような口調で問われ、リーザレットは慌てて首を振った。文句があるというわけではない。ただ、この男が自分の護衛だと思うと言い難がたい恐きよう怖ふを感じる。

　軍服の上からでもわかる屈くつ強きような体軀、鋭い眼光、全身にまとうピリピリとした空気──噂だけでなく、見た目からして恐おそろしそうな印象を受ける。もし何か彼の気に障さわることをしてしまったら、途端に嚙かみ殺ころされてしまうのではなかろうか。

　そんなことを考えて真っ青になっていると、オルバがこちらに足を踏み出した。

「本来これは、俺の仕事じゃないんだが……王命なら仕方がない」

　めんどくさそうに言いながら、オルバが近づいてくる。まっすぐにリーザレットを見み据すえてゆっくりと距きよ離りを縮めてくる様は、獲え物ものを捕ほ食しよくしようとする狼そのものだ。

「まあいい。さっさと任務を終わらせて、王の警護に戻もどればいいだけの話だ」

　そう言って、オルバがリーザレットの前に立った。感情の読めない灰色の瞳と、全身から立ちのぼる威い圧あつの気配に、リーザレットは思わず後ずさる。

「行くぞ。少しでも時間が惜おしいからな」

「えっ……いえ、でも……」

「何だ。何か問題でもあるのか」

「も、問題というか……」

　じりじりと後退しながら、リーザレットは言いい淀よどむ。問題も何も、あまりにも急すぎて、まだ心の準備ができていない。儀式を行わなければならないことはわかっているが、それを受ければリーザレットは大人の王族として王位継承権を認められるのだ。

　落ちこぼれの自分が、そんなものを手にしていいのだろうか──そう思うと、急に不安になってくる。

「まったく、埒らちがあかんな。なら、俺にも考えがある」

「え？」

　突とつ然ぜん、オルバがリーザレットの腕うでを摑つかんだ。そのままぐいと引き寄せられ、リーザレットは小さく悲鳴を上げる。
















「怪け我がをしたくなかったら、おとなしくしてろ」

　低い声でささやかれ、ますます身がすくんだ。怪我をしたくなければって──一体、この人は何をするつもりなの!?

「い……」

「い？」

「い、いやああああああああああっ！」

　叫ぶと同時にオルバの手を振ふり払はらい、くるりと踵きびすを返した。

「おい、どこへ行く！」

　背後からオルバの声が飛んできたが、足を止めることなくリーザレットは部屋を飛び出す。そのまま後を追ってきたノワを従え、無む我が夢む中ちゆうで廊ろう下かを駆かけ抜ぬけた。
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（きっと、お父様は呆あきれていらっしゃるでしょうね……）

　ここに至るまでの経けい緯いを思い出し、リーザレットはため息をついた。思わず飛び出してきてしまったことを、今さら後こう悔かいする。いくら混乱していたとはいえ、父の命令を無視して逃にげ出すなんて王女失格だ。これでは、王族らしい振る舞いを身につけるどころか、ますます『落ちこぼれ』の烙らく印いんを押されてしまう。

（だったら、いっそ儀式を辞退した方が……）

　ふと、そんな考えが脳のう裏りに浮うかぶ。

　こんな自分が《護り犬》を手に入れても、恥の上うわ塗ぬりをするだけではなかろうか。ならば、王女としての地位も王位継承権も《護り犬》もすべて放ほう棄きしてしまった方が、他の王族にも迷惑がかからないのでは？

　そう気づいた時、膝の上のノワがピクリと身を震ふるわせた。直後、茂みの向こうで誰だれかが立ち止まる気配がする。

　ぎくりと身を強こわ張ばらせ、リーザレットは息をひそめた。さっきのメイドたちが戻ってきたのだろうか。再び息を止め、自分の存在を空気に溶け込ませるように気配を消す。

　どうか、気づかれませんように──そう祈いのった瞬しゆん間かん、空を切る音と共に茂みが揺ゆれた。同時に頰ほおのすぐ横にサーベルの刀身が生え、陽光を反射した刃はがギラリと輝く。

「──────っ！」

　飛び出しかけた悲鳴を、すんでのところで吞み込んだ。膝の上で硬こう直ちよくしている愛犬と顔を見合わせて頷き、必死に声を押し殺す。

「いるのはわかっている。出て来い」

　殺気に満ちた声に、リーザレットは震え上がった。間ま違ちがいない、この声は──《漆黒の狂犬》ことオルバ・ドーベルマンだ。

（な、何で……どうしてわかったの!?）

　幼い頃からの癖で、身を隠かくすのは得意だ。息をひそめて完全に気配を消していたのに、何な故ぜ彼はここにリーザレットがいるとわかったのだろう。

「なるほど。出てくる気はないということか」

　驚おどろいていると、ふいにサーベルが抜き取られた。ハッと、リーザレットは息を吞む。いけない、このままでは……！

「ごめんなさい！　出て行きますから殺さないで、せめてノワだけでも！」

　ひたすら謝あやまりながら、リーザレットは茂みから転がり出た。一いつ緒しよに出てきたノワの首元にしがみつき、必死に懇こん願がんする。

「……何をやってるんだ、あんたは」

　しばしの間を置いて、そんな言葉が降ってきた。その声こわ音ねに先ほど感じた殺気はなく、かすかな戸と惑まどいと呆れの色が混じっている。

　おそるおそる視線を上げると、珍ちん妙みような生き物でも見るかのような顔をしたオルバと目が合った。

「え……ええと、その、隠れて……ました」

「見ればわかる。俺が聞きたいのは、何でこんなところに隠れてるんだということだ」

「そ、それは……」

　リーザレットが隠れていたのは、王城に数ある庭園の一つで『秋の庭』と呼ばれる場所だった。その季節にだけ花をつける木々を集めてあるため、シーズンが終われば閑かん散さんとする。そろそろ春を迎えようとしている今、ここを訪おとずれる人はほとんどいない。

「ここなら、誰も来ないと思ったので……」

「甘あまいな。人が来ないと思われる場所にこそ、誰かが隠れているものだと相場が決まっている」

　オルバに言われて、リーザレットは言葉に詰まる。彼の意見ももっともだ。

「まあ、気配の消し方は暗殺者並みだったがな」

「あ、暗殺者って……」

　思わず、リーザレットは絶句する。まさか彼は、リーザレットを暗殺者か何かだと思っていたのだろうか。それなら、あんなにも殺気満々で攻こう撃げきしてきたのも頷ける──が、気配の消し方が暗殺者並みだと言われても、あまり嬉うれしくはない。

「まあいい。あんたと問答している場合じゃないからな……行くぞ」

「へっ？」

　どこへ？　と問い返す間もなく、リーザレットの身体がふわりと宙に浮いた。大きな腕が腰に回され、みる間に地面が遠くなる。

「な、何を……っ」

「また逃げられたら面めん倒どうだ」

　言って、オルバが歩き出した。リーザレットを小こ脇わきに抱かかえ、そのままずかずかと庭を進んでいく。いきなり主人を連れ去られたノワが文句を言うように吠ほえたてるが、オルバに睨まれ慌てて尻しつ尾ぽを巻いた。

「あ、あのっ……どこへ……」

「神殿へ行くんだろう。儀式が終わるまであんたを護衛する。それが王の命令だ」

　淡たん々たんと答えたオルバに、リーザレットは目を丸くする。どうやら彼は、父が出した「リーザレットの護衛をせよ」という命令に従おうとしているらしい。《狂犬》と言われている割には、律りち儀ぎで忠実な面もあるようだ。

（で、でもこれは……無理、かもしれません……）

　まるで荷物でも運ぶかのような扱あつかいに、心の中で悲鳴を上げる。妙みような体勢で抱え込まれている上に、オルバの歩ほ幅はばは広く若じやつ干かん急ぎ足になっているため揺れがひどい。このままでは酔よいそうだ。

「お、下ろしてください！　私、自分で歩きますから──」

「いいから黙だまってろ。怪我をしたくなければな」

　気力を振ふり絞しぼって声を上げたものの、苛いら立だち混じりに返され口を噤む。怒おこらせたら、怪我ではすまないかもしれない。

（な、何で私がこんな目に……）

　狼に捕ほ獲かくされた子こ兎うさぎのように震えながら、リーザレットは目を潤うるませた。
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　大小様々な国がひしめく大陸の、ほぼ三分の一を治める大国・ケインスタリア。この国には、一つの伝承がある。

　はるか昔、まだこの大陸に明確な国の境がなかった頃。人々は土地を巡めぐって争い合い、たくさんの血を流してきた。幾いく度どとなく戦いくさが行われ、土地も人々も次し第だいに疲ひ弊へいしていった。

　そんな中、一人の男が争いを止めようと立ち上がった。男はとある小さな部隊を率いる若い兵士だったが、戦場へ出るたびに傷ついた仲間や巻き込まれた人々の姿に心を痛め、何とかしなくてはと思うようになった。そのためには、早く戦いを終わらせるしかない。

　人々を助けたい一心で男は戦場に赴おもむいた。しかし状じよう況きようは厳しく、男が率いる軍勢はみるみる押されていく。次第に兵力をそがれ、しまいには敵に囲まれてしまった。

　もはやこれまでか、と覚かく悟ごを決めた時、一いつ匹ぴきの犬が男の前に現れた。

　ピンと尖とがった耳と、漆黒の毛並み、狼のごとき立派な体軀。そして、全身に淡あわく光をまとっていた。

　あれは、ただの犬ではない。警けい戒かいする男に、漆黒の犬は人の言葉でこう告げた。

　──力を貸そうか？

　驚く男を見つめて、黒い犬はさらに続ける。度たび重かさなる戦争で傷つく人々を、自分の仲間を、遠く離はなれた故郷にいる家族を護りたいのであれば、自分が力を貸そう。その代わり、必ずこの争いを終わらせよ、と。

　男は、その申し出を断ろうとした。突とつ如じよ現れたこの犬が何者で、目的が何かもわからない。もしかしたら、悪あく魔まや魔ま物ものの類かもしれないのだ。

　だが、目の前で倒たおれかけている仲間を見て、男は思いとどまった。今ここで何もしなければ、彼らに待っているのは確実な死。さらに争いが続けば、傷つく人々も増える一方だ。そしてそれは、故郷の家族にも及およぶかもしれない。

　だが、今ここでそれを止められるのならば──。

　たとえこの犬が魔の類であろうと、大切な人々を護れるなら自分の身などどうなってもいい。男は、そう覚悟を決めた。

　おまえの力を貸してほしい。男が告げると、黒い犬は「いいだろう」と頷いた。そしてくるりと身を翻ひるがえし、勢いよく敵てき陣じんに突っ込んでいく。

　予期せぬ襲しゆう撃げきに、相手に動どう揺ようが走った。突如飛び込んできた一匹の犬が、何やら不可思議な力を使って兵士たちを攪かく乱らんしていく。それを機に、敵の包囲が大きく崩くずれた。

　その隙すきを逃のがさず、男は疲弊した自軍を奮い立たせて反はん撃げきに出る。勝利の確率は限りなく低かったが、窮きゆう地ちに陥おちいるたびに黒い犬が弾だん丸がんのように現れて男を救った。そうして何度も助けられ、ついには敵を打ち破った。

　戦いが終わった後、男は犬に尋たずねた。おまえは一体何者だ、何が目的で俺を助けた、と。

　すると、犬はこう答えた。少々変わってはいるが自分はあくまで普ふ通つうの犬であり、力を貸したのは大切な人を護りたいという想おもいに応えただけだ、と。

　それを聞いた男は、黒い犬にこれからも力を貸してほしいと頼たのんだ。すべての争いを終わらせ、世界を平和に導くために。

　その後も男は黒い犬と共に戦い続けた。不思議な力を持った黒い犬は、時には勇ゆう猛もう果か敢かんに敵と戦い、時には身を挺ていして男を護った。

　やがて争いは終結し、男は一国を治める王となる。それがケインスタリアの初代国王、レイモンド・ディアハウンドだ。

　黒い犬──レイモンドから『ヴィロン』という名を与えられたその犬は、彼のそばでずっと主人を護り続けた。その命が、尽つきる時まで──。
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　ケインスタリアの守しゆ護ご獣じゆうである《聖犬》を祀まつる神殿は、厳かな雰ふん囲い気きに包まれていた。普ふ段だんから神聖な場所であることは確かだが、今日はことさら神しん妙みような空気が漂ただよっている。

　神殿の奥おくにある『契約の間』では、儀式のために祭さい壇だんが設しつらえられていた。その向こうには《聖犬》を模した巨きよ大だいな銅像が佇たたずんでいる。

（や、やっと解放された……）

　ぐったりと床ゆかに座り込んで、リーザレットは盛せい大だいにため息をついた。まだ目がぐるぐるしているし、胃の辺りには何とも言えない不快感がある。

　オルバに抱えられ、広大な城の敷地を横切って《聖犬》の神殿に辿たどり着ついたのがつい先ほど。王女を小脇に抱えた《漆黒の狂犬》の姿にギョッとする神官たちには目もくれず、ずかずかと内部に踏み込んだオルバは、儀式が行われる『契約の間』でようやくリーザレットを下ろした。

　慣れない運ばれ方と、ここまで来る間に出会った人々の好こう奇きの視線に晒さらされ、リーザレットは疲つかれ果はてていた。いろんな意味で、生きた心ここ地ちがしない。

　その元げん凶きようとなったオルバは、今は部屋の隅すみに控えている。自分の仕事は終わったとでも言いたげに素知らぬ顔で腕を組んでいるが、視線は時折こちらに向けられていた。もしかして、またリーザレットが逃げ出すとでも思っているのだろうか。

「そろそろ儀式を始めたいのですが……よろしいですかな？」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているリーザレットを見かねたのか、白い法ほう衣えをまとった老ろう齢れいの男──神官長が声をかけてきた。見れば、祭壇の前に集まっていた他の神官たちも、困惑した様子でこちらを窺うかがっている。

「すみません……お願いします」

　慌てて立ち上がり、リーザレットは頭を下げた。ここまで来てしまったら、もう覚悟を決めるしかない。

「ノワ」

　愛犬の名を呼んで、足元に視線を落とす。が、そこに見慣れた黒い毛並みはない。きょろきょろと辺りを見回すと、少し離れた場所に座り込んでいる愛犬の姿を見つけた。オルバの存在に怯おびえながらも、ちゃんと後をついてきてくれていたようだ。

「ノワ、おいで」

　そっと呼び寄せれば、オルバの方を気にしながらもノワがこちらに駆かけ寄よってくる。そんな愛犬の頭を撫で、リーザレットは足元に座らせた。それを見届けた神官長が、頷いて周囲に目配せをする。

「今より、《誓約の儀》を行う」

　しんと静まった室内に、神官長の声が響ひびき渡わたった。背筋を伸ばし、リーザレットも祭壇の前に立つ。その向こうにある《聖犬》の銅像を見据え、唇を引き結んだ。

　ケインスタリアの初代国王レイモンドが連れていた黒い犬は、天てん寿じゆを全うした後、国を護る《聖犬》してこの神殿に祀られた。その子孫犬たちは王族によって保護され、血を途と絶だえさせぬよう繁はん殖しよくされている。リーザレットの愛犬であるノワもまた、《聖犬》の血を引く犬なのだ。

「次は《任命の儀》です、リーザレット殿でん下か。愛犬の名を呼び、これを首に嵌はめることで契約が成立します」

　こちらを振り返った神官長が、銀盆トレーに載のせられた鎖を差し出してきた。《聖犬》によって特別な力が込められたそれは、契約の証だ。この首輪を嵌めた瞬間から、ノワはリーザレットの《護り犬》になる。

　絶対的な忠誠を誓い、主人のために戦う唯ゆい一いつ無む二にの相棒──八年前、初めて父の《護り犬》に助けられてからずっと憧あこがれてきた存在。それを、ようやく手にすることができる。

　鎖を手に取り、リーザレットは愛犬の前に膝をついた。不思議そうに見つめ返してくるノワの首筋に手を伸ばし、鎖を嵌めようとして──ふと、思いとどまる。

　初代国王レイモンドと、彼を護り導いた《聖犬》──彼らと同じように、リーザレットもノワとの絆きずなを結ぼうとしている。《聖犬》より力を与えられて《護り犬》となったノワは、命をかけて主人を護るという役目を負う。

　だけど──本当に、このまま契約を結んでもいいのだろうか。

　リーザレットにとって、ノワは家族同然の存在だ。だが、ひとたび主人の身に危険が迫せまれば、ノワは命を懸かけてリーザレットを護らなければならなくなる。それでもし、ノワの身に何かあったら？

　最悪の事態を想像しぎゅっと鎖を握りしめた時、ぐいとドレスを引かれた。見れば、ノワが裾すそを咥くわえて引っ張っている。

「だめ、離してっ」

　慌てて止めようとしたが、ノワは「嫌いやだ」と言いたげに首を振った。もう一度宥なだめようとしても、愛犬はまったく言うことを聞いてくれない。それどころか、ドレスの裾を咥えたまま後ろに下がろうとする。

「リーザレット殿下、早く契約を」

　そんなリーザレットとノワを見て、神官長が眉をひそめた。他の神官たちも、呆れた様子で苦く笑しようを浮かべている。「すみません」と謝って、リーザレットはノワに向き直った。

「お願い、いい子だから言うことを聞いて──」

　泣きそうになりながら愛犬に言い聞かせようとしたその時、部屋の扉とびらが乱暴に開かれた。ハッと振り返ると、覆ふく面めんをした男たちがなだれ込んでくる。

「何だ、おまえたちは！　ここは、神聖な儀式の場だぞ！」

　神官の一人が声を上げるが、男たちは構わず無言で視線を交わし合った。それから、手にした銃を一いつ斉せいに構える。ざわめいていた神官たちが、慌てて口を噤んだ。

　自分に向けられたいくつもの銃じゆう口こうを前に、リーザレットは呆ぼう然ぜんと立たち尽つくす。逃げなくてはと思うものの、悲鳴を上げることはおろか、恐怖で足が凍こおりついて動かない。

　と、それまでドレスの裾を咥えて離さなかったノワが、リーザレットの前に飛び出した。

（ノワ!?）

　目を瞠みはるリーザレットの足元で、ノワが男たちに吠え始める。それを見た襲撃者の一人が、銃口をわずかに下へずらした。

「だめっ！」

　叫さけぶと同時に、愛犬の首にしがみつく。護らなければ──無我夢中でノワを抱きしめ、リーザレットはその場にうずくまった。

「何をしている、下がってろ！」

　ふいに、耳元で怒ど号ごうが響いた。それから乱暴に肩を摑まれ、ぐいと背後に押しやられる。驚いて顔を上げると、目の前に漆黒の背中があった。堂々と立ちはだかるその姿に、リーザレットは瞠どう目もくする。

「あ、あの……」

　リーザレットの呼びかけには答えず、オルバはぐるりと男たちを見回した。その鋭い視線に、襲撃者たちが一いつ瞬しゆん怯ひるんだ様子を見せる。

「手加減は、しない」

　男たちが銃を構え直すよりも早く、オルバが床を蹴けった。一息に間合いを詰めると、サーベルを一いつ閃せんさせて男たちに斬りかかる。

　あまりの速さに、男たちの反応が遅おくれた。その隙を逃さず、オルバが目の前にいた男の手から銃を叩たたき落おとす。

　かと思えば、また別の男に向き直り、鳩尾みぞおちに拳こぶしを打ち込んだ。重い一いち撃げきに、男の身体が部屋の端はしまで吹ふっ飛とんでいく。

　誰もが息を吞んで見守る中、オルバは次々と襲撃者を倒していった。的確に相手の急所を狙ねらい、絶ぜつ妙みような力加減と圧あつ倒とう的てきな技術で戦意をそいでいく。

「な、何て速さだ」

「化け物か、彼は」

　あっという間に襲撃者たちを床に沈しずめたオルバを見て、神官たちがひそひそと言葉を交わし合った。それを気に留めたふうもなく、オルバは男たちを見下ろす。

「何が狙いだ。誰に頼まれて襲撃した」

　低く、オルバが問いかけた。だが、それに答えようとする者は誰もいない。

「話すつもりはない、か。ならば、仕方がないな」

　そう言って、オルバがサーベルを構え直す。抜き身の刃が、部屋の灯ひを反射して妖あやしく煌きらめいた。それを見た男たちが、「ひっ」と悲鳴を上げる。

「ま、待ってください！　私は大だい丈じよう夫ぶですから、何も命まではっ！」

　とっさに、リーザレットはオルバの腕にすがりついた。手のひらからこぼれ落ちた鎖がじゃらりと音を立てて床に落ち、灰色の瞳が一瞬そちらに逸れる。

「て、撤てつ退たいだ！」

　その隙をついて、男の一人が叫んだ。それを合図に、襲撃者たちが傷ついた身体を引きずって逃げていく。

「何故止めた」

　内心ほっと息をついた時、低い声が降ってきた。ぎくりと身を強張らせて顔を上げ、リーザレットは息を吞む。

　眉み間けんに深いしわを寄せたオルバが、鋭くリーザレットを見下ろしていた。その全身からは、すさまじい怒ど気きが立ちのぼっている。

「すっ……すみません、オルバ・ドーベルマン大佐！」

　反射的に頭を下げた時、まばゆい光が目に飛び込んできた。何事かと視線を落とすと、床に落ちた契約の鎖がキラキラと輝いている。

「な、何っ？」

　驚くリーザレットの前で、鎖がふわりと宙に浮いた。かと思えば、そのままオルバの首にするりと巻きつき、一ひと際きわ強く光を放つ。
















「っ！」

　あまりの眩まぶしさに、リーザレットはきつく目を瞑つぶった。部屋を埋うめ尽つくすほどの閃せん光こうに、瞼まぶたの裏が白く染まる。何が起きているのかわからぬまま、ひたすら時が過ぎるのを待つ。

　しばらくして、徐じよ々じよに光が弱くなった。まばゆさが完全に消えてからおそるおそる目を開け、飛び込んできた光景に絶句する。

「なっ……」

　呆然と佇むオルバの首に嵌はまっているのは、かすかな輝きを放つ銀の鎖。わずかに残った光の粒りゆう子しが、一つ、また一つと消えていく。

「な、何が……起きたの？」

　オルバの首に掛かる鎖を見て、リーザレットは呆然と呟いた。あの鎖は、《護り犬》との契約の証だ。それが何故、オルバの首に嵌っているのだ!?

「どうやら、彼との契約が結ばれてしまったようです」

　リーザレットの問いに答えたのは、神官長だった。しわに埋もれた双眸が、驚いたようにリーザレットとオルバを見つめている。

「ど、どういうことですか？」

「おそらく、彼の名を呼んだことで中断された儀式が成立してしまったのでしょう……いやしかし、こんなことが起こり得るのか？」

　信じられないといった様子で、神官長が呟いた。それを聞いた他の神官たちも、驚愕を浮かべて顔を見合わせている。

「契約が成立したって──」

「つまり俺は、あんたの犬になったということか」

　リーザレットの言葉に、低い声が重なった。「ひっ」と身をすくめて顔を上げると、険しい表情のオルバと目が合う。

　こちらを見下ろす灰色の瞳の奥で、激しい怒いかりが揺らめいた。こめかみには青筋が浮かび、引き結ばれた唇の端が小さくわなないている。全身からあふれ出るすさまじい怒気に、周囲を囲んでいた神官たちが一斉に身を引いた。

「ご……ごめんなさい！　すぐ外しますから！」

　手を伸ばしかけ、リーザレットはふとあることに気づく。オルバの首に嵌った鎖には、継つぎ目めなどは見当たらない。かといって、金属の鎖が伸びるとも思えない。となると、これを外す方法は……？

「あの、これを外すにはどうすればいいのでしょう？」

　おずおずと神官長に尋ねてみるが、彼は渋しぶい顔をしたまま首を振った。

「実は、人間と《護り犬》の契約が結ばれたのは初めてでして……それを解除する方法は、我々にもわからないのです」

「わ、わからないって……本当に、何もわからないんですか？」

　問いかけると、神官長は無言で頷いた。すがるような気持ちで他の神官にも目を向けるが、誰もが慌てて顔を背そむける。

「そ、そんな……」

　ふいに足から力が抜け、その場に崩くずれ落ちそうになった。オルバとの契約を解除する方法がわからないなんて──しかも相手は、《漆黒の狂犬》と呼ばれる男だ。

　たった一人で襲撃者を撃げき退たいし、王に危害を加える者には容赦なく斬りかかるという噂の狂犬が、リーザレットの《護り犬》？

「う、噓うそでしょ……」

「そう思いたいのは俺の方だ」

　ぽつりと呟けば、オルバに睨まれる。思わず身をすくめて「すみません！」と謝ったものの、それですむ問題ではない。

（ど、どうしましょう……私、これからどうしたら……）

　人間であるオルバと《護り犬》の契約を結ぶなんて前ぜん代だい未み聞もんのこと──そんな事態を引き起こしてしまった自分は、これからどうすればいいのだろう。
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　急いで城に戻ったリーザレットは、オルバと連れ立って父の元を訪ねた。

「人間と《護り犬》の契約を結んだ、だと？」

　神殿で起こったことをすべて話し終えると、父王ランドルフが目を瞠った。それから、信じられないといった顔でリーザレットの隣を見る。そこには、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れるオルバの姿があった。黒の軍服を着込んだ首元には、銀の鎖がしっかりと嵌っている。

「そんな話は初めて聞いたぞ……過去に何か事例は？」

　そう言って、父が部屋の隅に控えていた老齢の神官長に問いかけた。王に報告するにあたって、同行してもらったのだ。

「いえ、このようなことはケインスタリア建国以来、初めての事態です。人間と《護り犬》の契約を結んだという報告は、今までに一度もありません」

　困惑と驚愕が入り混じった顔で、神官長が答える。それを聞いて、父が眉間にしわを寄せた。

「あの……何か、契約を解く方法はないのでしょうか？」

　一いち縷るの望みをかけ、リーザレットは父に問いかける。神官長は「一度結んだ契約を解く方法はわからない」と言っていたが、この国の王である父なら──実際に《護り犬》を従えている父なら、何か知っているかもしれない。

　だが、父は静かに首を振った。がっくりと、リーザレットは肩を落とす。唯一の希望すらあっさりと打うち砕くだかれ、状況はいよいよ絶望的だ。

「リーザレット」

　父に呼ばれ、リーザレットは背筋を伸ばした。おそるおそる様子を窺うと、かすかに眉を寄せた父がこちらを見下ろしている。

「これは由々しき事態だ。もし人間と《護り犬》の契約を結んだことが公おおやけになれば、大変なことになる」

　父の言葉に、リーザレットはハッとする。人間と《護り犬》の契約を結ぶのは、今までに例のない未み曾ぞ有うの事態。そんなことが人々に知られたら、大おお騒さわぎになるのは間違いない。

「特に、貴族たちは黙っていないだろうな。このままでは、おまえの王位継承権を認めないと言い出すかもしれん」

「そんな……」

　眉をひそめた父を見て、リーザレットは愕がく然ぜんとする。《誓約の儀》は、ケインスタリアの王族が大人として認められるための重要な儀式だ。契約を結んで《護り犬》を手にして初めて、正式に王位継承権を得られる。

　だが、その儀式に失敗したとなれば、王族として認めてもらえなくなるかもしれない。そうなったら、自分だけでなく父の顔にも泥どろを塗ぬることになってしまう。

「一番の問題は、二週間後に開かれるおまえの誕生日パーティだ。そこで《護り犬》を披ひ露ろうするのは知っているだろう」

　思わず、「あっ」と息を吞んだ。父の言う通り、二週間後にリーザレットの誕生日を祝うパーティが開かれる。そして、その場では《護り犬》を披露するという決まりがあるのだ。

　このままでは、オルバを《護り犬》として貴族たちの前に晒さなくてはならなくなる。そうなれば、彼と契約を結んだことが知られてしまうのはもちろん、オルバの名めい誉よにも傷をつけてしまいかねない。

「ひとまず、この件は私が預かろう。今後どうするかは、追って決める。それまでは、オルバと契約を結んだことは誰にも知られるでないぞ」

「は、はい……気をつけます」

　表情を引ひき締しめて答えると、父は一つ頷いた。

「神殿で起きたことは、絶対に口外しないよう神官たちにも伝えてくれ」

「かしこまりました」

　父に命じられ、神官長が一礼して部屋を出て行く。

「ランドルフ王」

　老神官の姿が扉の向こうに消えると同時に、ずっと黙っていたオルバが声を上げた。

「彼女の護衛をしろという命は果たしました。ならば、俺はもうあなたのそばに戻ってもいいでしょう？」

　ゆっくりと顔を上げ、オルバがまっすぐに王を見つめる。正面からそれを受け止め、父が小さく首を振った。

「いや、オルバ・ドーベルマン。おまえは引き続き、リーザレットのそばにいろ」

「……は？」

　父の言葉に、オルバが目を瞠る。驚いた様子で王を仰あおぎ、それから怪け訝げんそうに眉をひそめた。

「……今、何とおっしゃいましたか？」

「おまえには、しばらくの間リーザレットの護衛をしてもらう。もちろん、契約のことは伏せたままでな」

「待ってください！」

　父の言葉が終わるか終わらないかのうちに、オルバが叫んだ。その瞳が、すがるように父を見つめている。

「俺は、王であるあなたの専属護衛です！　他の人間に仕えるつもりはありません！」

　声を張り上げて、オルバが主張した。必死に訴うつたえるその姿は、まるで主人に捨てられまいとする犬のようで、何だかいたたまれなくなってくる。

「しかし、異例とはいえ、おまえはリーザレットの《護り犬》となったのだ。この契約によって、どんな影えい響きようがあるかもわからん。ならば、そばを離れない方がいいだろう」

「ですがっ」

「これは王命だ、オルバ・ドーベルマン」

　反論しようとしたオルバを遮さえぎって、厳かな声が響いた。オルバが息を吞み、灰色の瞳を大きく見開く。

「……っ！」

　何かを言いかけたが、オルバは結局何も言わずに口を噤んだ。悔くやしそうに表情を歪ゆがめ、ゆっくりと顔を俯ける。その唇は、白くなるほど強く嚙みしめられていた。

「わかったら下がれ」

「は、はい。失礼します」

　退出を命じられ、リーザレットは慌てて頭を下げる。そっと隣を窺うと、オルバは片膝をついた姿勢のままジッと床を睨んでいた。その横顔は、怒っているようにも、悲しんでいるようにも見える。

「あ、あの……ひっ」

　声をかけようとした途端にギロリと睨まれ、小さく悲鳴を上げた。そんなリーザレットを威圧するかように、オルバが立ち上がる。

「言っておくが、俺はあんたの犬になる気はない」

　低く重い声音でそう告げて、オルバは身を翻した。そのまま大おお股またで歩き出し、振り返ることなく出て行ってしまう。やや遅れて、重じゆう厚こうな扉がバタンと閉じた。

　思わず身をすくめて、ぎゅっと両手を握りしめる。まるで自分とオルバを隔へだてるかのように立たち塞ふさがるその扉を、リーザレットはただ見つめることしかできなかった。




「ああリジー、心配したのよぉっ！」

　自室の扉を開けると同時に、馴な染じみのある声が耳を打った。先に部屋へ戻らせていたノワに続いて中から出てきたのは、リーザレットもよく見知った人物だ。

　すれ違えば誰もが振り返るほどの美び貌ぼうと、腰まで伸びた緩ゆるく波打つ紫し紺こんの髪。女性用の黒い軍服に包まれた肢し体たいはすらりとしているが、胸回りだけははち切れんばかりに膨ふくらんでいる。華はなやかでありながら、妖よう艶えんな雰囲気を持ち合わせた麗れい人じんだ。

「リュシアン兄さ──」

　その名を口にしようとした途端、たおやかな指がリーザレットの唇に当てられた。

「いいこと、リジー。アタシの名前はルーシー。ルー・シー、よ」

　髪と同じ紫紺の瞳を細め、麗人がリーザレットを覗き込んでくる。紅を引いた唇は緩く弧こを描えがいているが、その顔はまったく笑っていない。

「ご、ごめんなさい、ルーシー姉様」

「わかればよろしい」

　慌てて謝ると、ルーシーは満足げに頷いた。リーザレットも、ホッと胸を撫で下ろす。

　リュシアン──もといルーシーは、正しよう真しん正しよう銘めいの男だ。リーザレットの母方のイトコに当たるのだが、常に女性として振る舞っている。

「じゃ、改めて──誕生日おめでとう、リジー」

　そう言って、ルーシーがリーザレットを抱きしめた。背中に回された腕から感じるぬくもりに、胸がほわりと温かくなる。強張っていた心がようやくほぐれた気がして、リーザレットは小さく笑みを浮かべた。

「……来てくれたんですね」

　ケインスタリア王国軍で軍人として働くルーシーは、城の警備や市街巡じゆん回かいなどの職務で多た忙ぼうな日々を送っている。なのに、こうして会いに来てくれたことが嬉しい。

「当たり前でしょ。あんたはアタシの大事な義妹いもうとなんだから」

　耳元でささやかれた言葉が、胸に沁しみ込んでいく。幼い頃からリーザレットを本当の妹のように可か愛わいがってくれたルーシーは、母亡なき後も何かと気にかけ、時々顔を見せに来る。リーザレットが心を許せる数少ない相手であり、頼たよりになる兄のような存在だ。

「だから、あんたがオルバに拉ら致ちされたって聞いた時は肝きもが冷えたわ！」

「ら、拉致？」

　何やら物騒な言葉に、リーザレットは目を瞬く。拉致とは、一体何の話だろう。

「街の巡回から戻ってきたら、城中大騒ぎになってるんだもの！　何でも、《漆黒の狂犬》がリーザレット王女を連れ去ったって話じゃない……もう、気が気じゃなかったわよ！」

　リーザレットを解放し、ルーシーが額を押さえる。それを聞いて、リーザレットは愕然とした。

　確かに神殿へ向かう途と中ちゆうで出会った人々の視線をひしひしと感じていたが……まさか、そんな噂が出来上がっていたなんて知らなかった。《漆黒の狂犬》に抱えられて城内を運ばれていくリーザレットを、彼らはどう思っただろう。想像するだけで恥はずかしい。

「とにかく、無事でよかったわ。でも、一体どうしてそういうことになったのよ？」

「それは……話すと長くなりますので、お茶の用意をしてもらいましょう」

　部屋の隅に控えていたメイドに紅茶と菓か子しを持ってくるよう頼み、ルーシーに席を勧すすめる。向かい合ってソファに腰こし掛かけると、リーザレットは事の経緯を話し始めた。もちろん、オルバと《護り犬》の契約を結んだことは伏せて、だ。

「なるほど、事情はわかったわ。でも、何で国王様はあいつを護衛につけたのかしら？」

　話を聞き終えたルーシーが首を傾げた。それを見て、リーザレットは曖あい昧まいに笑みを浮かべる。

　父がオルバを護衛につけたのは、リーザレットが粗そ相そうをしないよう監視させるため──だけど、自分は彼と契約を結ぶという失態を犯おかしてしまった。その事実を思い出すと、情けなさで泣きたくなってくる。

「どうしたの、リジー？　もしかして、あいつに何かされた？」

　急に黙り込んでしまったリーザレットに、ルーシーが心配そうに尋ねてきた。

「い、いえ、何でもないんです……ところで、ルーシー姉様はドーベルマン大佐をご存じなんですか？」

　慌てて首を振り、話題を変える。すると、ルーシーが「ああ」と頷いた。同じ軍に属しているのだから、やはり顔見知りなのだろうか。

「オルバはね、士官学校の同期だったの」

「同期、ですか？」

「そ。その頃から、あいつは何かと目立っててね……しょっちゅうトラブルに巻き込まれてたの。それで仕方なくアタシが面倒を見るようになったんだけど、気づいたらいつの間にかあいつのお世話係になってたってわけ」

　肩をすくめて、ルーシーが苦笑する。彼の面倒見のよさは、リーザレット以外の相手に対しても同様のようだ。

「オルバは、入学当初から異い彩さいを放っていたわ。アタシと同じ十一歳だったにもかかわらず、天才的な戦せん闘とうセンスを持っていて、戦いにおいては右に出る者はいなかった。教官でさえ、あいつには勝てないくらいだったのよ」

「そんな子供の頃から……」

　ルーシーの話を聞きながら、リーザレットは昼間のことを思い出す。神殿を襲撃してきた男たちと対たい峙じした時の彼は、確かに強かった。相手に反撃の隙を与えず、的確に急所を狙って戦闘不能にしていく。そうして、あっという間に襲撃者たちを倒してしまった。

　あの時のオルバは、見る者を圧あつ倒とうするほどのすさまじい気き迫はくをまとっていた。その姿を思い出し、リーザレットは小さく身を震わせる。

「オルバが、ドーベルマン家の人間だってことは知ってるわね？」

「はい。代々王に仕えてきた公爵家のご子息ですよね」

　ドーベルマン公爵家は、古くから王に仕えてきた名門貴族だ。長い歴史の中で、宰さい相しようや大臣などの文官、王専属の護衛などの重役を数多く輩はい出しゆつしてきた。その名前と功績は、リーザレットも耳にしたことがある。

「ドーベルマン家の肩かた書がきと、類たぐい稀まれなる才能──その二つを認められて、オルバは国王様の専属護衛になったの」

「そう、だったんですね……」

　そっと、リーザレットは目を伏せた。先ほどのオルバの言葉が、耳の奥に甦よみがえる。

「俺は、王以外の人間に仕える気はない」と、彼は言っていた──それはきっと、彼の矜きよう持じだったのだろう。王に仕えることこそが、彼にとって何よりの誇ほこりなのだ。

（でも、私がそれを奪うばってしまった……）

《護り犬》の契約を結んだことで、オルバはリーザレットの護衛をする羽目になってしまった。何事もなく無事に儀式を終えていれば、彼は父の元へ戻り、自身の望む職務についていたはずなのに。

　そっと唇を嚙んで、膝の上の両手を握りしめた。自分のせいで彼に迷惑をかけてしまっている──そう思うと、申し訳なくて胸が痛くなる。

「でも儀式は終わったことだし、これで一件落着でしょ？」

　そんなリーザレットの様子には気づかず、ルーシーが言った。のろのろと顔を上げ、リーザレットは小さく口を開く。

「そ、それが……実は、お父様から引き続き彼を護衛としてそばに置くように、と言われてまして」

「彼って、オルバのこと!?　何であいつがあんたの護衛に!?」

　リーザレットの言葉に、ルーシーが目を瞠った。彼が驚くのも無理はない。王の専属護衛を務めるほど優ゆう秀しゆうな軍人であるオルバが落ちこぼれ王女の護衛につくなんて、普通なら考えられない事態だ。

「オルバがあんたの護衛、ねぇ……」

　ぼそりと呟いて、ルーシーが腕を組んだ。何やら真しん剣けんな様子で考え込んでいるイトコを見て、リーザレットは不安になる。

「あの、何か不都合でもあるんですか？」

「ああ、そういうわけじゃないのよ。ただ、国王様にしか忠誠を誓わないあいつが、はたしてあんたと上う手まくやれるかしら、と思って」

「それは……」

　目を伏せて、リーザレットは唇を嚙みしめた。「俺は、あんたの犬になるつもりはない」──先ほど、オルバにそう言われたばかりだ。そんな彼と、上手くやっていけるとは到とう底てい思えない。

（やっぱり、このままではだめ……ですよね）

　ただでさえ、迷惑をかけているのだ。これ以上、オルバを巻き込むわけにはいかない。何とかして、この事態を解決しなくては。

（もし、契約を解除する方法が見つかれば……）

　ふとそんな考えが浮かんできて、リーザレットは目を瞠る。オルバと結んだ契約を白紙に戻すことができれば、すべて解決するのではないだろうか。

　そう気づいた途端、視界が明るくなったような気がした。鬱うつ屈くつとしていた心も、少しだけ軽くなる。

　父は自分が預かると言っていたが、多忙な王にあまり負担をかけるわけにもいかない。契約を解く方法を探すくらいなら、リーザレットにもできるはずだ。とにかく、これ以上誰かに迷惑をかけるのだけは絶対に避さけたい。

　そのためにも、自分にできることをやろう──ひそかに、リーザレットは心を決めた。




　王城の地下には、膨ぼう大だいな量の本を収納した書庫がある。国内で出版されているものはもちろん、近きん隣りんの諸国から仕入れたものまで納めてあり、その数は数億冊にもなるという。

　書庫を管理している司書に目的の場所を尋ね、リーザレットは中へ踏み込んだ。天てん井じようまで届く本ほん棚だなの間を、ランプの明かりを頼りに歩く。地下というだけあって辺りは薄うす暗ぐらく、空気も少しひんやりとしていた。

　足元を歩くノワが、心細そうにすり寄ってくる。そっとその頭を撫でてやりながら、リーザレットはさらに奥へと進んでいく。

「ええと、ここですね」

　誰にともなく呟いて、リーザレットは足を止めた。先ほど司書に教えてもらった番号と、目の前の書棚の番号が一いつ致ちしていることを確かく認にんして安あん堵どする──が。

「もしかして……これ、全部？」

　高くそびえる棚にはびっしりと本が詰め込まれ、それが通路の先までずっと続いている。そこに並んだ書物の背表紙には、《護り犬》の文字がずらりと並んでいた。

　このすべてを調べなければならないのかと思うと、気が遠くなってくる。だが、オルバとの契約を解く方法を探そうと決めたのだ。その手がかりを得るためにここへ来たのだから、怯んでいる場合じゃない。

　意を決して、手近にある本棚から数冊の書物を引き出した。両手いっぱいにそれを抱え、元来た通路を引き返す。書庫の中には、蔵書を閲えつ覧らんできるところがあったはずだ。

　書棚の間を抜けていくと、少し開けた場所に出た。壁かべ際ぎわに小さなテーブルと椅子を見つけ、急いでそこへ歩み寄る。

　抱えていた本をテーブルに置いて、椅子に腰を落ち着けた。一番上に積まれていた本を手に取って表紙をめくると、埃ほこりとカビの匂においが鼻を突つく。

　足元にいたノワが、退たい屈くつそうに欠伸あくびをして丸くなった。そんな愛犬を横目に、リーザレットはページをめくっていく。

　その本には、《護り犬》の歴史が記されていた。初代国王レイモンドと《聖犬》の出会いに始まり、その不思議な力によって幾度となく《聖犬》が彼を助け導いてきたという史実が、淡々と綴つづられている。

　最後まで目を通し、リーザレットは本を閉じた。書かれていたのは一般的にも広く知れ渡っている知識ばかりで、契約を解く手がかりにはなりそうにない。

　気を取り直して、次の本に手を伸ばす。今度は、レイモンドと《聖犬》にまつわる逸いつ話わを中心に、犬と人間の絆や信しん頼らい関係に対する考察が書かれていた。だが、こちらにもやはり手がかりになりそうな情報はない。

　それでもあきらめず、次々と目を通す。積み上げた本を読み終えると、書棚に引き返して別の本を持ち出してくる。一冊一冊を慎しん重ちように読み進め、契約解除の方法を探す。

　どれくらい、それを繰くり返かえしただろう。持ち出してきた本を返そうと立ち上がった時、足元で寝ね息いきを立てていたノワが突然頭をもたげた。

　同時に、書棚の陰から中年の男が顔を出す。先ほど、《護り犬》の資料がある場所を教えてくれた司書だ。

「王女殿下。そろそろ書庫を閉めたいのですが」

「あ……ごめんなさい、すぐ片づけます」

　熱中している間に、ずいぶん時間が経たっていたようだ。慌ててテーブルに積み上げた本をまとめ、元の場所へ戻しに行く。ついでに何冊か見み繕つくろい、腕に抱えて書庫を出た。

　地上へ戻ると、辺りはすっかり暗くなっていた。石造りの廊下の窓から見える夜空には、弓のように細い月と小さな星々が瞬いている。急いで部屋に戻ろうとして、リーザレットは足を止めた。同時に、背筋がぞくりと粟あわ立だつ。

（見られてる……？）

　どこからともなく視線を感じ、思わず辺りを見回した。が、近くに人がいる様子はない。

　気のせいかと思い再び歩き出そうとした時、背後で何かが動く気配がした。ぎくりとして立ち止まり、おそるおそる振り返る。

　今度は注意深く周囲を探ってみたが、暗い石造りの廊下には、やはり誰の姿も見当たらない。だけど、視線だけはしっかりと感じる。闇に潜む獰どう猛もうな獣けものが、獲物を捕食しようと狙いを定めている。そんな錯覚に囚とらわれて、リーザレットは身を震わせた。

　じわじわと恐怖が込み上げてきて、慌てて踵を返す。足早に廊下を進みつつ背後の様子を窺うと、視界の隅に黒い影かげを捉とらえた。

（やっぱり、誰かにつけられてる……!?）

　涙なみだ目めになって、リーザレットは腕の中の本をギュッと抱きしめる。一体誰が、落ちこぼれの王女をつけ狙っているんだろう──そこまで考えて、ハッと息を吞んだ。

（まさか……昼間の襲撃者!?）

　神殿で《誓約の儀》に臨むリーザレットの元に現れた、覆面の男たち。オルバが撃退したものの、その犯人はまだ捕まっていないはずだ。彼らが何の目的で神殿を襲撃してきたのかはわからないが、もし本当に自分が狙われているのだとしたら──。

（このまま部屋に戻るのは、危ない）

　リーザレットの自室には、身の回りの世話をしてくれるメイドたちがいる。そして、その自室がある居住区には、他の王族──父や、異母兄きよう妹だいたちも暮らしているのだ。そんな場所に、襲撃者を招き入れるわけにはいかない。

「ノワ。部屋へ戻ってて」

　落ち着かない様子で足元をうろうろしていた愛犬に声をかけると、ノワはきょとんと首を傾げた。しかし一向にリーザレットのそばを離れようとしない。それどころか、ドレスの裾を咥えて引っ張り始める。

「お願い、言うことを聞いて？」

　必死に宥めようとしても、ノワは「嫌だ」と言うように首を振った。頑かたくなに動こうとしない愛犬に、リーザレットは困り果てる。

　だが、あまりのんびりもしていられない。背後にいる何者かは、今もジッとリーザレットの様子を窺っている。そんな相手が、いつ襲いかかってくるかもわからないのだ。

「ノワ。絶対に、私から離れないで」

　そう言って頭を撫でてやると、ノワがようやくドレスを離した。それから、答えるように「わん！」と鳴き声を上げる。

　もし何かあったら、この身に代えてでもノワを護ろう──そう決意し、リーザレットは自室とは別の方角へ走り出した。




　長い廊下を抜け、月明かりに照らされた庭へ出る。すでに夜も更ふけているため、辺りに人ひと影かげはない。夜闇に閉ざされた庭園を、リーザレットはひたすら駆け抜けた。

　時折背後を確認すると、明らかに誰かがついてきている気配があった。足音もなく姿も見えないが、こちらに向けられた視線だけははっきりと感じる。

　追いついてくるわけでもなく、離れるわけでもない。一定の距離を置いたままずっと後をつけてくるのは、はっきり言ってかなり不気味だ。

（どうしよう、どこへ行けば……）

　どこまで逃げても、きっと相手は追ってくるだろう。かといって、足を止めるわけにもいかない。腕に抱えた本を抱きしめ、リーザレットは前に進み続ける。

　やがて、庭を抜けて城を取り囲む城じよう壁へきの前までやってきた。外へと続く城門はすでに閉ざされていて、いよいよ逃げ場がなくなる。

　眼前にそびえる石いし垣がきを見上げて途と方ほうに暮れた時、足元のノワが吠えた。同時に、すぐ後ろに誰かの気配を感じる。ずっと一定の距離を保っていたのに、いつの間にか間合いを詰められた!?

「ノワ！」

　とっさにその場にしゃがみ込み、愛犬を抱き寄せた。抱えていた本が、バラバラと地面に落ちる。威い嚇かくするように吠え続けるノワにしがみついたまま、ぎゅっと目を瞑った。そんなリーザレットの肩を、誰かが摑む。

「いやああ──っ！」

　上げかけた悲鳴は、リーザレットの口を塞ぐ大きな手によって遮られた。思わず見開いた瞳に、黒い影が映る。

　リーザレットの腕から抜け出したノワが、勢いよく吠え始めた。いけない、あまり相手を刺し激げきしては──愛犬を止めようと、リーザレットは必死に手を伸ばす。

「まったく、チビのくせに血気盛さかんな番犬だな」

　ふと響いた言葉に、リーザレットは目を丸くした。この声は、まさか……。

（お……オルバ・ドーベルマン大佐？）

　おそるおそる振り返り、そこに立つ人物を呆然と見つめる。闇に紛まぎれそうな黒の軍服をまとった男──漆黒の前髪の隙間から覗く灰色の瞳が、鋭くこちらを見下ろしてきた。

　昼間、父の部屋で別れたきり姿を見せていなかった彼が、どうしてこんなところにいるのだろう。

　驚いていると、オルバがリーザレットの口元から手を離した。一つ息をついてから、ゆっくりと目の前の相手を見上げる。

「な、何でここに……」

「契約というのは厄やつ介かいだな。どうやら、一定以上の距離は離れられないらしい」

「えっ？」

「あまり遠くへ行こうとすると、嫌でもあんたの元に連れ戻される。まるで見えない何かに引っ張られるように──まったく、迷惑な話だ」

　不ふ機き嫌げんそうに呟くオルバを見て、リーザレットは「あ」と声を上げる。《護り犬》は常に主人のそばに控えているものだ。いつ何時も離れることはないと言われているが、まさかそんな制約があるなんて知らなかった。

「……ごめんなさい。私がうっかり名前を呼んでしまったばかりに」

「そう思うなら、勝手な行動は控えてくれ」

「ご、ごめんなさ──」

「そもそも、何だって一人で城を出ようとしたんだ」

　謝ろうとしたリーザレットを遮り、オルバが言った。城を出る？　と不思議に思ったが、今自分がいる場所が城外へ通じる門の前であることを思い出し、慌てて首を振る。

「ち、違います！　私は、城を出ようとしたわけじゃなくて……」

「なら、何故ここへ来たんだ」

「それは……他の人を巻き込んではいけないと思って。私が部屋へ戻れば、みんなが危険に晒されますから」

「危険？」

　ぼそぼそと説明すると、オルバが眉まゆ根ねを寄せた。

「あ、その……後をつけてくる人物が、もし暗殺者だったらと思って──」

「暗殺者だと思った、だと？」

　突如、オルバの声が低くなった。その灰色の瞳に、剣けん吞のんな光が宿る。

「えっ……あっ」

　自分の失言に気づき、慌てて口を噤む。オルバが怒るのも当然だ。暗殺者と間違われて、いい気分になる人間はいない。昼間、身をもってそれを知ったばかりではないか。

　状況的に仕方がなかったとはいえ、後をつけられているというだけで暗殺者だと思い込んでしまった──自分の短たん慮りよを、心から反省する。

「疑ってごめんなさい！　でも、決して悪気があったわけでは──」

「バカか、あんたは……狙われているとわかっていながら、何故一人で行動するんだ」

「え？」

　続いた言葉に、リーザレットは目を瞬いた。怖々と顔を上げると、相変わらず険しい表情でオルバがこちらを見下ろしている。てっきり、暗殺者と間違われたことに怒っているのだと思っていたのだが……違うのだろうか。

「あんた、一応王族だろ。自覚はないのか」

「はぁ……でも私は落ちこぼれですし、今まで狙われたこともないですし」

　今日に至るまで、暗殺とも襲撃とも一いつ切さい無む縁えんだったのだ。他の兄妹ならともかく、自分は側室の娘であり、王位継承順位も第四位と最下位。そんな自分が狙われるなんて思ってもみなかったし、実際そんな状況に陥っても、どう対処すればいいのかわからない。

「落ちこぼれだろうが何だろうが、手を差し伸べてくれる人間くらいいるだろう」

「そう、でしょうか……」

　首を傾げて考えてみるものの、浮かんでくるのはイトコのルーシーの顔くらいだ。彼なら間違いなくリーザレットを助けてくれるだろうが、軍人として激務をこなしている彼にこれ以上負担をかけることはできない。

　そう考えて、リーザレットはそっとため息をついた。

「……いいんです。私なんかのために、誰かの手を煩わずらわせたくないですから……人様の迷惑になるくらいなら、私はどうなっても構いません。むしろ、私がいない方が──」

「わかった。もういい」

　リーザレットを遮り、オルバが短く呟いた。ため息混じりの声音に、リーザレットはそっと目を伏せる。

　呆れられてしまっただろうか。気弱で心配性で、王族としての自覚もない。こんな人間が王女だなんて、笑い話にもほどがある。

「すみません……私なんかと話しても、不快になるだけですよね」

　いたたまれなくなって、リーザレットは頭を下げた。とにかく、これ以上オルバに迷惑をかけるわけにはいかない。

「あの、これからは不快な気分にさせないよう、なるべく息をひそめていますので！　だからどうか、私のことはお気になさらず、今まで通りの生活を送ってください！」

　決意と共に顔を上げると、オルバが目を瞬いた。

「あんた、何言ってるんだ？」

「えっ……あ、そうですよね。息をひそめるといっても、そばを離れることができなければ嫌でも視界に入りますよね……ええと、でしたら私は空気になります！　これからは、私のことは無視してくださって結構ですので！」

「は？」

　慌てて弁明すると、オルバが怪訝そうな顔をした。まるで珍ちん獣じゆうでも見るかのように、眉をひそめてリーザレットを見下ろしてくる。

　契約がある限り離れられないのであれば、できるだけ彼の負担にならないようにするしかない。幸い、気配を消して自分の存在を隠いん蔽ぺいするのは得意だ。完全に通常通りとはいかないが、それならあまりオルバの負担にならないのではなかろうか。

　オルバはしばらく黙り込んでいたが、やがて小さく息をついた。納なつ得とくしてもらえたのか、それともさらに呆れられたのか──一体どっちなんだろうと不安になる。

「この鎖、どうせ外すことはできないんだろう」

「え？」

　突然契約のことを持ち出され、リーザレットは目を丸くした。見れば、オルバがシャツの襟えり元もとをはだけている。その首には、月明かりに輝く銀の鎖が嵌っていた。

　話の流れがまったく摑めず困惑していると、オルバが再び口を開いた。

「だったら、今だけあんたの犬になってやる」

「へっ？」

　思わず、耳を疑った。今、彼は何と言った？

「あの……聞き間違いだと思いますが、今、私の犬になるとおっしゃいましたか？」

「そうだ。それが王命だからな」

　半信半疑に問いかけるが、あっさりと認められてしまう。こちらを見下ろすオルバの顔は真剣そのもので、冗じよう談だんを言っているようには見えない。

「ええと……でも、あなたは父以外の人間に仕える気はないと──」

「あんたのそばを離れられない以上、仕方ないだろう。それとも、俺が護衛では不満か」

「い、いえ！　決してそういうわけではなく……」

　ジロリと睨まれ、慌てて首を振る。不満というわけではないが、本当にいいのだろうか。

　だけど、現時点で契約を解除する方法はわかっていない。そして、それがある以上、オルバがリーザレットのそばを離れられないのも事実だ。

　ならば、ひとまず彼の提案を受け入れ、その間に契約を解く方法を探すしかない。

「でも、本当にいいんですか？」

　もう一度確認すると、オルバは「あんたもしつこいな」とため息をついた。

「また一人で勝手な真ま似ねをされても困るからな……護衛を命じられた以上、あんたの身に何かあったら王に顔向けできない」

　少し不本意そうに言って、オルバが目を逸らす。

「それに、その匂い……放っておけなくなるだろう」

「匂い？」

　目を瞬いて問い返すが、オルバはもう何も言わなかった。彼の言葉が気になったものの、それ以上追つい究きゆうするのも憚はばかられる。

「あの……では、改めてよろしくお願いします」

「……ああ」

　気を取り直して頭を下げると、オルバは短く頷いた。
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　翌朝、リーザレットは頰ほおに生暖かいものが当たる感かん触しよくで目を覚ました。

「……ノワ？」

　重い瞼まぶたを開ければ、ぺろぺろと顔を舐なめている愛犬の姿がある。ゆっくりと身を起こすと、ノワはリーザレットの上から退どけた。それから、いつの間にか持ってきていた餌えさ皿ざらを咥くわえて「くぅん」と鼻を鳴らす。

　その首には、《護り犬ガーデイアン・ドツグ》の証あかしである契けい約やくの首輪とよく似た銀の鎖くさりが嵌はまっていた。オルバと契約を結んだことがバレないよう、「しばらくはノワを代役に」と父が急きゆう遽きよ用意してくれたものだ。

　そっと愛犬の頭を撫なで、リーザレットは部屋の中を見回す。窓の外は、すでに明るくなっている。ずいぶん遅おそくまで眠ねむっていたらしい。

「ごめんね、すぐ用意するから」

　ノワから餌皿を受け取り、ベッドから抜け出した。その際に、枕まくら元もとに積んであった本の山を崩くずしてしまう。昨日、書庫から借りてきた《護り犬》に関する資料だ。丁てい寧ねいに積み直してから、リーザレットは寝しん室しつを後にする。

「おはようございます、リーザレット様」

　隣となりの部屋に顔を出すと、朝の支し度たくをしていたメイドたちが一いつ斉せいにこちらを振ふり返かえった。

「お、おはようございます……あの、どうかしましたか？」

　その顔に浮うかぶ驚おどろきと困こん惑わくの表情に気づき、リーザレットは首を傾かしげる。するとメイドたちは互たがいに視線を交わし合った後、何かを決意した様子で口を開いた。

「リーザレット様。我々は、あなたが誰だれを選んだとしても、一生ついて行きますので」

「は？」

「たとえ相手が狂きよう犬けんだろうと、私たちがリーザレット様にお仕えしたいと思う気持ちに変わりはありません！」

「むしろ、狂犬の毒どく牙がから姫ひめ様をお護りする所存です！」

　意い気き揚よう々ようと身を乗り出され、リーザレットは面めん食くらう。一体、彼女たちは何の話をしているのだろう？

「ええと……あ、ありがとうございます」

　戸と惑まどいながらも礼を言うと、メイドたちがパッと顔を輝かがやかせた。

「では、さっそく支度を始めましょう」

「今日は、いつもと趣しゆ向こうを変えてみるのはどうかしら？」

「それはいいわ。何しろ、リーザレット様の新たな門かど出での日ですもの」

　門出？　と目を瞬しばたたくリーザレットをよそに、メイドたちはきゃいきゃいと言葉を交わしながらドレスや靴くつを選び始める。

（何があったのかしら？）

　不思議に思っていると、ぐいと寝ね間ま着きの裾すそを引かれた。視線を落とすと、ノワが何かを訴うつたえるような目でリーザレットを見上げている。

　そんなノワの頭を撫で、リーザレットは愛犬の食しよく餌じの準備を始めた。




　メイドたちに手伝ってもらい、支度を終えて部屋を出て──リーザレットは悲鳴を上げた。腕うでに抱かかえていた本が音を立てて床ゆかに落ち、足元にいたノワが慌あわてて飛びのく。

「何をそんなに驚いているんだ」

　扉とびらの前に立っていた男が、そう言って眉まゆをひそめた。黒の軍服に身を包んだ長身の男──オルバ・ドーベルマンだ。わずかに細められた灰色の瞳ひとみが、怪け訝げんそうにリーザレットを見つめている。

「ド、ドーベルマン大たい佐さ……どうしてここに？」

　まだドキドキしている胸を押さえつつ問いかけると、オルバは小さく鼻を鳴らした。

「俺は、あんたから離はなれられないと言っただろう。忘れたのか」

　そう言って、オルバが自身の首元に触ふれる。シャツの下に隠かくれて見えないが、そこには《護り犬》の証あかしである契約の鎖があるはずだ。

「忘れてはいませんけど……」

　まさか、部屋の前で待ち構えられているとは思わなかった。いくらそばを離れられないと言っても、せめて隣りん室しつにでも控ひかえていてほしいところだ。

　そっとため息をついた時、背後で何やら気配がした。振り返ると、部屋にいたメイドたちが揃そろってこちらを窺うかがっている。その視線が、リーザレットからオルバ、オルバからリーザレットへとせわしなく交こう互ごに移動する。

「……どうかしら？」

「今日のは結構自信作なんだけど……」

「でもあの男、まったく反応を示さないわよ？」

　ひそひそと話すメイドたちの声が、リーザレットにも聞こえてきた。あの男、というのがオルバを示しているのはわかるが、反応とは何に対する反応のことだろう。

　と、オルバが小さく舌打ちをした。思わずびくりと身をすくめて振り返ると、苛いら立だたしそうな様子のオルバと目が合う。

（怒おこらせてしまった……でしょうか）

　メイドたちの言葉は、きっとオルバにも聞こえているだろう。自分を話題にされて、気分を害してしまったのかもしれない。ならば、急いでここを離れた方がよさそうだ。

　慌てて床に散らばった本をかき集めると、リーザレットはオルバに向き直った。

「あ、あの……とりあえず、行きませんか？」

「どこへ行くんだ？」

「ええと、書庫……とか」

　元々、昨日借りてきた本を返そうと思って出てきたのだ。彼を付き合わせるのは申し訳ないが、ひとまずこの場を離れる口実にはなる。

　オルバは黙だまったままこちらを見下ろしていたが、やがてゆっくりと口を開いた。

「それは、命令か」

「え？　いえ、命令というわけでは──」

「なら、いい」

　言うなり、オルバが歩き出す。ポカンとして、リーザレットはその背中を見送った。

（あくまで、私の命令には従わない──ということでしょうか）

　小さく唇くちびるを嚙かんで、抱えた本を握にぎりしめる。昨日は「あんたの犬になる」と言ってくれたが、それは「契約のせいでやむを得ず」なのだろう。

　やはり、一刻も早く契約を解除する方法を見つけ出さなくては。そう決意して、リーザレットは遠くなった背中を追いかけた。
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　書庫には、先客がいた。

　オルバと共に中に入った途と端たん、リーザレットは「あっ」と声を上げる。同時にくるりと身を翻ひるがえし、壁かべにへばりついた。

「……何をやってるんだ」

　それを見たオルバが、怪訝そうに呟つぶやく。

「ええと、壁の染しみになろうかと……」

「は？」

　ますますオルバが顔をしかめるが、構わずリーザレットは壁に身を押おしつけ気配を消した。とにかく今は、体てい裁さいを気にしている場合じゃない。どうにかして、この場をやり過ごさなくては──。

「何をしている」

　ふと、オルバのものとは違ちがう声が響ひびいた。ぎくりとして視線を巡めぐらせると、オルバの背後に立つ青年の姿が見える。

「ア、アラン兄様……」

　複数の従者を従えて奥おくから出てきたのは、見み目め麗うるわしい青年だった。色素の薄うすい金きん髪ぱつを長く伸のばして後ろで一つにまとめ、王族が身につける宮きゆう廷てい衣い装しようをきっちりと着こなしている。

　その姿は絵画から抜け出したかのように美しいが、どこか他人を寄せつけない雰ふん囲い気きをまとっていた。そこに佇たたずんでいるだけで周りの空気が冷ひえ込こみそうな、氷のごとく研とぎ澄すまされた美び貌ぼうの男──五つ年上の異母兄であり、ケインスタリアの第一王子であるアラン・ディアハウンドだ。

「気安く」

　引き結ばれた唇が薄く開き、硬かたい声が響く。冬の夜空に浮かぶ月を思わせる淡金色の瞳が、ひたとリーザレットを見つめた。

「兄と呼ばないでくれるか」

　言われて、リーザレットは慌てて口を噤つぐむ。アランの足元に控えていた黒い犬──彼の《護り犬》であるシャーリーが、小馬鹿にするように鼻を鳴らした。主人によく似た理知的な瞳が、非難がましい視線を向けてくる。

「す、すみません……」

　か細い声で謝罪を口にすると、アランは何も言わずに目を細めた。邪じや魔まだと言わんばかりに睨にらまれ、リーザレットは慌てて端はしに避よける。

　ゆっくりとした足取りで、アランがこちらに向かってきた。リーザレットの前を通る瞬しゆん間かん、淡金色の瞳がちらりとオルバを一いち瞥べつする。

　だがそれもつかの間で、何事もなかったようにアランは再び前を向いた。足元のノワが彼の《護り犬》を見て「わん！」と吠ほえるが、シャーリーは澄ました顔でノワの前を通り過ぎていく。

　従者を従えて書庫を出た異母兄の姿が完全に見えなくなってから、リーザレットは止めていた息を吐はき出した。一気に全身から力が抜け、その場に座り込みそうになる。

「何だ、今のは」

　そんな声が降ってきて、リーザレットはのろのろと顔を上げた。見れば、怪訝な顔をしたオルバがアランが出て行った書庫の入口を見つめている。

「アラン兄さ──アラン・ディアハウンド様です。第一王子の……」

「顔と名前くらいは知っている。聞きたいのは、あれが妹に対する兄の態度なのかということだ」

　再び、リーザレットは閉口した。腕の中の書物を、ぎゅっと握りしめる。

「……私は、アラン様の本当の妹ではないですから」

　小さく呟くと、オルバがかすかに眉を寄せた。

「母親が違うだけで、半分は血が繫つながっているだろう」

「それは、そうなんですが……」

　リーザレットは側室の娘むすめで、アランは正せい妃ひの長男。確かに血は半分だけ繫がっているが、兄きよう妹だいの間には大きくて深い溝みぞがある。

　リーザレットの母アイリーンと、アランの母ミランダは非常に仲が悪く、事あるごとに対立していた。当然、彼女たちは自分の子供を相手の子供に近づけたがらず、お互たがい交流がないまま幼少時を過ごした。

　リーザレットが初めて異母兄たちに会ったのは、母が亡なくなってしばらく経たってからのことだ。一人塞ふさぎ込んでいる娘を案じたのか、父はリーザレットを王家が所有する避ひ暑しよ地に連れ出した。もちろん、二人の異母兄も一いつ緒しよに。

　だが、元々内気だった性格が災わざわいし、リーザレットは兄たちと一緒に遊ぶことはおろか、話をすることさえできなかった。兄たちは、そんな異母妹に失望したようだった。

「アラン様はとても優ゆう秀しゆうで人望もありますし、次期国王の最有力候補だと言われています。だから……」

「落ちこぼれの自分は妹として認められない、とでも？」

　先回りされた言葉に、リーザレットは目を丸くする。見れば、呆あきれたような顔をしたオルバと目が合った。

「あんた、ずいぶんと自分を卑ひ下げするが……それで、いいのか」

「いいのか、と言われましても……私が落ちこぼれであることは事実ですし」

「そういうことを言ってるんじゃない。あんたは自分を落ちこぼれだと自覚ながら、何の努力もしないのかと聞いてるんだ」

　少々強い口調で言われ、リーザレットは口ごもる。彼の言葉はもっともだ──だけど。

「……ど、努力はしてます、一応」

　せめてもの意地で小さく反論すると、オルバは「ほう」と目を丸くした。

「どんな努力をしているんだ？」

「それは、その……空気になること、です」

「……は？」

「落ちこぼれの妹がいては、兄様たちの迷めい惑わくになりますから……ですから、私は息をひそめてひっそりと、空気のように生きているんです！」

　意い気き込ごんで答えると、オルバが思いきり眉をひそめた。その下にある灰色の瞳が、スッと細められる。

「あんた──」

　言いかけて、オルバは口を噤んだ。それ以上は何も言わず、ただ小さく息を漏もらす。

　一体彼は、何を言いかけたのだろう。気になってその顔を見つめるが、灰色の瞳は空を覆おおう雲のようで、そこから彼の感情や考えを読み取ることはできなかった。




　昨日と同じように《護り犬》の資料が収納してある書しよ棚だなから数冊を引き出し、室内に設けられた閲えつ覧らんスペースでそれに目を通す。

　本を読むのは元々好きだし、長時間机についたまま代かわり映ばえのしない作業を繰くり返かえすのも苦ではない。

　だけど今日は、勝手が違った。

　文字の列を目で追っていたリーザレットは、視線を感じてふと顔を上げる。途端に、少し離れた壁かべ際ぎわで仁に王おう立だちしているオルバと目が合い、慌てて顔を俯うつむけた。

（お、落ち着かない……）

　再び手元の書物に集中しようとするが、目は文字をなぞっているものの、内容はまったく頭に入ってこない。その代わり、壁際にいるオルバのことがやたらと気になる。

　ずっと立ちっぱなしで、疲つかれないだろうか。もう一いつ脚きやくある椅い子すを勧すすめるべき？　でも、目の前に座すわられたら余計に気になってしまうかもしれない。だいたい、王以外の人間に命令されることを嫌きらう彼が、素す直なおに従ってくれるだろうか。いやいや、そんな問題以前に、こんなことに付き合わせてしまって、彼は退たい屈くつしていないだろうか──。

　様々な疑問が、頭の中をぐるぐると巡る。だが何一つ答えは出てこないし、何一つ行動に移すこともできない。

　助けを求めるように足元を見るが、唯ゆい一いつ心の拠より所どころとなるはずの愛犬は、床の上で丸くなって寝ね息いきを立てていた。こんな状じよう況きようでも眠りにつけるノワの気楽さが羨うらやましい。

「おい」

「は、はぃい!?」

　いきなり声をかけられ、リーザレットは飛び上がるほど驚いた。ひっくり返った自分の声が、静かな書庫に響ひびき渡わたる。

「何をそんなに驚いているんだ」

　今朝顔を合わせた時と同じセリフを繰り返し、オルバが眉をひそめた。反射的に「すみません」と謝あやまって、リーザレットは身をすくめる。

「俺の存在が邪魔なら出て行くが」

「えっ？　いえ、邪魔だなんてそんな……」

　どうしてそんな話になるのかと、リーザレットは目を瞬く。それほど、邪じや険けんな視線を送っているように見えただろうか。

「ごめんなさい。不快にさせてしまったのなら謝ります」

「あんた、謝ってばかりだな」

　返ってきた言葉に、リーザレットは口を噤む。再び出かかった謝罪の言葉を、何とか喉のどの奥まで押し込んだ。

　オルバは、それ以上何も言わない。その視線と無言の重圧が、ひしひしとリーザレットの肩かたにのしかかる。

「……別の本を持ってきます」

　今にも消えそうな声でそう言って、机に広げていた本をかき集めた。まだ読み終えていない最後の一冊だけを残し、その場を離れる。気配を感じたノワがピクリと耳を動かし気だるそうに目を開けたが、主人が遠くへ行くわけではないと悟さとったのか再び瞼を下ろした。

　逃にげるように書棚の間を抜けて、《護り犬》の資料がある棚まで辿たどり着く。読み終えた本を元の場所に戻もどしながら、リーザレットはため息をついた。

　あまりにも、あからさますぎただろうか。あの場の空気に耐たえ切れなくなって席を立ったが、冷静になって思い返してみるとかなり不自然だった気がする。あれでは、オルバの言葉を肯こう定ていしているようなものだ。

（やっぱりだめですね、私は……）

　誰かと一緒にいても、上う手まく会話を繫げない。余計な気を回しては相手を不快にさせるばかりで、挙句の果てにはこうして逃げ出す始末。情けないにもほどがある。

　じわりと目め頭がしらが熱くなったが、慌てて込み上げてきたものを吞のみ込んだ。今は、泣いている場合じゃない。

　軽く頭を振って、抱えていた本を棚に戻す。代わりにその上にある別の本に手を伸ばしたが、小こ柄がらなリーザレットではわずかに手が届かない。あと少し、と必死に背せ伸のびをしたものの、指先がかすかに触れるだけだ。

　何か踏ふみ台だいになるものはないかと辺りを探してみたが、それらしきものは見当たらない。

　一つ息をついて、リーザレットはもう書棚に向き直った。踵かかとを上げて爪つま先さき立だちになり、精せい一いつ杯ぱい手を伸ばす。

「何をしているんだ」

「ひゃあっ!?」

　ふいに響いた声に、リーザレットは跳とび上がるほど驚いた。その拍ひよう子しにバランスを崩し、ぐらりと視界が揺ゆれる。

　あっと思ったその時、何かが背に触れた。同時に、大きくて温かいものに包つつみ込こまれる。おそるおそる視線を巡らせ、リーザレットは息を吞んだ。すぐ間近に、オルバの顔がある。

「どっ……な、何でっ……何してっ……」

「あんたが倒たおれそうだったから支えた。それだけだ」

　予想外の事態にパニックになるリーザレットに、淡たん々たんとオルバが答える。いや、それは見ればわかるのだが──驚いているのは、まさか彼が自分を助けてくれるとは思わなかったからで。

　というよりも、一体いつの間にやってきたのだろう。まるで気配を感じなかったし、そもそも彼は何な故ぜリーザレットを追って──。

「何だ、その顔は。俺がここにいるのが、そんなに不満か」

「えっ!?　い、いえ、不満だなんてっ」

　不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せたオルバに、リーザレットは慌てて首を振る。だが、オルバはますます顔をしかめた。

「言っておくが、俺だって好きであんたをつけ回してるんじゃない。離れられないんだから、仕方ないだろう」

「あ、はい、それはわかっています、もちろん！」

「だったら、何であんたはそれほど〝不安〟を匂におわせてるんだ」

「えっ？」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を丸くする。自分はそれほど、心こころ許もとない様子を醸かもし出していたのだろうか。

「ごめんなさい。その、少し慣れなかっただけで……私、これほど誰かと一緒にいたことがなかったですから」

　俯いて、リーザレットは静かに言葉を吐き出した。今までは、ずっと独りだった。部屋には身の回りの世話をしてくれるメイドたちがいるが、彼女たちも仕事があるゆえ、その手を止めさせるわけにはいかない。イトコのルーシーが訪ねてきてくれるのもそう頻ひん繁ぱんではないし、誰かと共にいる時間より、一人でいる時間の方が圧あつ倒とう的てきに多かったのは事実だ。

「だから、その……別に、あなたに文句があるわけではないんです！」

　必死になって言いい募つのると、オルバがわずかに目を丸くした。それから、そっと表情を和やわらげる。

「……そうか。なら、いい」

　ぽつりと呟いて、オルバがリーザレットを解放した。ホッと息をついて、視線を泳がせる。この微び妙みような間を、どうやって持たせればいいのかわからない。

（そうだ、本を──）

　ふと思い出し、リーザレットは目の前の棚を見上げた。先ほどから取ろうとしている書物は、いまだリーザレットの頭上にある。

　再び手を伸ばそうとした時、視界を黒いものが横切った。顔を上げると、黒の革かわ手て袋ぶくろを嵌はめた手がリーザレットの頭を余よ裕ゆうで追おい越こし、目当ての本を引き出す。

「これでいいのか」

　リーザレットの前に本を差し出し、オルバが言った。その本とオルバの顔を交互に見やり、リーザレットは目を瞬く。

「あ、ありがとう……ございます」

「別に、感謝されるほどのことじゃない」

　オルバの返答はそっけない。だが、こうして本を取ってくれたのは事実だ。その好意には、きちんと感謝しなければならない。

「ありがとうございます、ドーベルマン大佐」

　改めて礼を言うと、オルバが驚いた顔をした。灰色の瞳が、何かを探さぐるようにジッと見つめてくる。が、しばらくしてふっと視線を逸そらされた。

「で、あんたは一体何を調べてるんだ。さっきから同じような本ばかり読んでいるが」

「え、あ……《護り犬》について、です。あなたと結んだ契約を解除する方法を探そうと思って。これ以上、あなたに迷惑をかけるわけにもいきませんし」

「だが、その方法はわからないと王も神官たちも言っていただろう」

「でも、方法がないとは言い切れないと思うんです。今までに前例がなかったから知られていないだけで、探せばきっと……」

　父や神官たちは「わからない」と言っていたが、「方法がない」とは言わなかった。ならば、まだ可能性はある。現時点では何の手がかりも得られていないが、何とかしてその方法を探し出したい──オルバのためにも。

「少し時間はかかるかもしれませんが、必ずその方法を見つけて──」

「待ってられんな」

　一言で切り捨てられ、リーザレットは続けようとしていた言葉を見失った。高まっていた気分が、一気にしぼんでいく。

（もしかして、迷惑……だったでしょうか）

　頼たのまれてもいないのに、また勝手な行動をしてしまった──昨日反省したばかりなのに、あまりにも学習能力がなさすぎる。

　しゅんと肩を落としていると、オルバが小さくため息をついた。それから、無造作に腕を伸ばしてくる。

　とっさに身を縮こまらせたリーザレットの脇わきを抜け、オルバの手が背後にあった本を引き出した。「え？」と目を丸くするリーザレットの前で、オルバが手にした本をパラパラとめくる。

「あの……」

「あんた一人に任せておいたら、いつになるかわからないだろう。二人でやった方が効率がいい」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を丸くした。もしかして、手伝ってくれる──ということだろうか。

「ですが、あなたの手を煩わずらわせるわけには……」

「当事者でありながら、他ひ人と任まかせにするほど無責任じゃない」

　少々ムッとした口調でそう言って、オルバが他にも何冊か引き出していく。その様子をしばらく眺ながめていたが、すぐさま我に返ってリーザレットも本を選び始めた。




「これもハズレ、か」

　静寂の中に響いた声に、ふいに意識が引き戻された。顔を上げると、向かいに座るオルバが静かに本を閉じるところだった。

　持てるだけの書物を抱えて閲覧スペースに戻り、二人で契約を解除する方法を探し始めて数刻後。初めはオルバの存在が気になって仕方がなかったものの、いつしか夢中になって本を読んでいた。

　だが、いまだに何の成果も得られていない。読み終えた本がすでに山のごとく積み上げられているが、《護り犬》の契約を解除する手がかりは見つけられないままだ。

　本を置いたオルバが、軽く目頭を押さえて目を閉じた。軍人である彼には慣れない作業なのか、ずいぶん疲れている様子だ。

　ポケットに入れてきた懐かい中ちゆう時ど計けいを取り出すと、とっくに昼を過ぎていた。ずっと書庫に籠こもっていたため、食事すら取っていない。

「あの……少し休きゆう憩けいしませんか？」

　おずおずと声をかけると、眉間にしわを寄せたままオルバがこちらを見た。

「あ、その、ノワにも少し外の空気を吸わせてあげたいので」

　突とつ如じよ名前を呼ばれたノワが、ぴょこんと顔を上げた。嬉うれしそうに尻しつ尾ぽを振る愛犬を撫でつつ目の前の相手の様子を窺っていると、やがてオルバが小さく息をつく。

「あんたが、そうしたいなら」

　拒きよ絶ぜつされなかったことにホッとして、リーザレットは立ち上がった。つられるようにしてノワが跳はね起おき、先に立って歩き出す。近くにいた司書に事情を話し、また後で戻ってくることを伝えて、テーブルの上はそのままにしておくよう頼んでおく。

　書庫を出て地上に戻ると、柔やわらかな光が目に飛び込んできた。長い冬が終わり、春の気配をまとい始めた日差しは温かく心ここ地ちがいい。

　色とりどりの花を咲さかせ始めた庭を横目に廊ろう下かを抜け、王族が利用する食堂へとやってきた。昼食の時間には少々遅いため、中には誰もいない──と思ったのだが。

「おや、予想外の人間が来たね」

　響いた声に、リーザレットの肩がびくりと跳ねた。ぎこちなく巡らせた視線の先に見えたのは、一人の青年の姿だった。

「おまえがここに来るなんて珍めずらしいな、リーザレット」

「グレアム兄様……」

　にこやかな笑え顔がおを向けてきた青年──二つ年上の異母兄の名を口にして、「しまった」と後こう悔かいする。先ほどアランから「気安く兄と呼ぶな」と注意されたばかりなのに。

　だがグレアムはまったくに気にした様子もなく、リーザレットを手招きした。

「せっかくだから、一緒にお茶でもどう？　たまには、兄妹水入らずで話をするのもいいだろう？」

「え……でも、私は……」

　誘さそわれたものの、リーザレットは躊ちゆう躇ちよする。アランと違って、グレアムは友好的な態度で接してくれる。明るく朗ほがらかな性格の彼は、長ちよう兄けいに比べると物もの腰ごしも柔らかく人当たりもいい。

　緩ゆるく巻いた金茶の髪かみと同じ色の瞳、甘あまい顔立ちは貴族の子女たちにも人気がある。その容姿や人柄から、時に太陽のようだと称たたえられる彼は、まさに貴公子といった青年だ。

「遠えん慮りよすることはないよ。俺は兄さんと違って、おまえに優しくしたいんだ。母親が違うといっても、妹であることに変わりはないからね」

　そう言って、グレアムがふわりと笑った。その陽だまりのような微び笑しようは、強こわ張ばっていたリーザレットの心を少しだけほぐしてくれる。

（せっかく誘ってくださっているのですし……これ以上断るのも悪い、ですよね）

　そんなことを考え、兄の誘いを受けようと口を開きかけた時、グレアムが「おや」と声を上げた。その視線は、リーザレットの背後に向けられている。

「ああ、今日は一人じゃないんだね。おまえが《漆しつ黒こくの狂犬》を従えたっていう噂うわさは本当だったんだ？」

「えっ？」

　グレアムの言葉に、リーザレットは目を丸くした。そんな噂、初めて聞いた。

「知らないの？　今や城中で噂になってるよ。〝落ちこぼれ王女が王から番犬を下か賜しされた〟ってね」

「そんな……」

　それほど話が広まっていたのか、とリーザレットは愕がく然ぜんとする。確かにオルバは、代々王に仕える者を輩はい出しゆつしてきたドーベルマン家の人間だ。『王の番犬』とも呼ばれるように、彼は父であるランドルフ王にだけ忠誠を誓ちかっている。そんな相手を従えて歩いていたのだから、グレアムの言うような噂が流れてもおかしくはない。

（そういえば、今日は朝からやたら注目されていたような……）

　部屋を出て書庫へ向かう途と中ちゆうでも、ここへ来る道のりでも、出会った人々がこぞってリーザレットに目を向けていた。あれは、『王の番犬を従えた落ちこぼれの王女』への好こう奇きの眼まな差ざしだったのか──今さらながらそれを知り、リーザレットは気き恥はずかしくなる。

「《漆黒の狂犬》ことオルバ・ドーベルマンは、父さんの専属護衛だったと思うんだけど。何でそんな相手をおまえが連れ歩いているんだい？」

　細められたグレアムの瞳が、ひたとリーザレットを見つめる。ただの好奇心なのか、それとも探りを入れているのかを図はかりかねて返答に窮きゆうしていると、それまで黙っていたオルバが一歩前に出た。

「俺は、王の命令で彼女の護衛をしている。それだけだ」

「護衛、ねぇ」

　グレアムが、ますます目を細める。オルバの姿をまじまじと眺めた後、ゆっくりとこちらに向き直った。

「落ちこぼれの王女に、護衛をつける意味なんてないと思うけど」

　そう言って肩をすくめ、グレアムが立ち上がった。同時に、クロスに隠れたテーブルの下から黒い犬が顔を出す。彼の《護り犬》、ロルフだ。

「やっぱり俺は先に失礼するよ、リーザレット。誰かさんのせいで、お茶を楽しむ気分じゃなくなってしまったからね」

「……ごめんなさい」

　彼を不快にさせてしまったのだと気づいて、慌てて謝った。グレアムはこちらを一瞥することもなく、脇を通り抜ける。主人に寄り添うように歩いていたロルフが、すれ違いざまに小さくノワを威い嚇かくした。それを受け、ノワが面食らった顔をする。

「今のは、謝る必要があったとは思えないが」

　グレアムの足音が完全に遠ざかってから、オルバが静かに口を開いた。

「でも、私のせいで兄様を不快にさせてしまいましたし……」

「何でもかんでも自分のせいにして一人で抱え込んで──あんた、それでよく疲れないな」

　呆れた様子で呟くオルバの瞳から逃げるように、リーザレットは目を逸らす。

「人の上に立つ人間は、多くの人の想おもいを受け止めなければならない。そのすべてを一人で背せ負おい込んでいたら、いつか必ず潰つぶされる。そんな調子で、王女としての役目を果たせるのか？」

　オルバの言葉に、リーザレットは反論することができない。そっと唇を嚙みしめ、両手を握りしめた。

　言われるまでもなく、そんなことはわかっている。十六歳さいの誕生日を迎むかえ、大人として認められた以上は、その責務を背負っていかなければならない。国民の想いを受け止め、彼らの未来を護っていくのが、王女として生まれたリーザレットの役目だ。わかっている──わかってはいるけれど。

「……私には、無理です」

　ぼそりとこぼすと、オルバがかすかに息を吞んだ。彼のまとう空気に、ほのかな苛立ちが混じる。

　だけど、一度あふれた言葉は止まらなかった。

「この国の民たみを、その想いを、未来を背負うなんて、私にはできません。私は、自分のことさえ何一つ満足にできなくて、いつも誰かを失望させてばかりで──そんな私が、国を護るという重大な責任を請うけ負おっていいはずがありません！」

　一息にそう叫さけぶと、リーザレットはさらに強く両手を握りしめた。荒あらくなった自分の呼吸が、妙みように耳に障さわる。

　食堂に沈ちん黙もくが下りた。オルバは何も言わない。二人の間に流れる気まずい空気を感じ取ったのか、ノワが困ったように鼻を鳴らした。

「あんたは、わかってるじゃないか」

「え？」

　ふと、オルバが沈黙を破った。のろのろと顔を上げると、灰色の瞳に射い抜ぬかれる。

「国民の未来を背負うことが重責であると、ちゃんと理解している。その上で、自分には荷が重いと言っているんだろう」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を瞠みはった。そんなふうに言われるとは思わず、その意味を吞み込むのに少々時間を要する。

「だが今は、それでいいんじゃないか？　まだ成人したばかりなんだ。覚かく悟ごなんて、この先ゆっくり決めていけばいい」

「い、いいんですか？」

　思わず問い返すと、オルバが小さく肩をすくめた。

「覚悟を決めなきゃならない場面なんて、これから嫌いやというほど出くわすだろう。それに俺は、無責任に請け負うような連中の方が信用できないからな」

　そう言うと、オルバはふいと顔を背そむけた。話は終わりだと言わんばかりに、それきり口を閉ざす。あまりにもそっけない態度に、リーザレットは拍ひよう子し抜ぬけする。

　だけど、心なしか気分が軽くなっていた。今まで一人で抱え込んできたものを吐き出したからだろうか。それとも──。

（あれ？　そういえば、今のって……）

　ついでのように加えられた一言をうっかり流してしまいそうになり、リーザレットは慌ててそれを胸にとどめる。

　無責任に請け負うような連中は信用できない、と彼は言った。だがそれは、裏を返せばリーザレットのことは信用できる……ということ？

　そこまで考えて、いやまさか、そんなことはないと首を振る。さっきの言葉に、深い意味はないはずだ。たぶん。

「ええと……あの、遅くなってしまいましたが、お昼にしませんか？」

　グレアムとの対面ですっかり忘れてしまっていたが、本来は休憩をしようと思ってここへ来たのだ。空腹のままでは、これからの作業にも支障が出かねない。

「少し休んで、それからまた契約を──むぐっ」

　言いかけたリーザレットの口を、オルバの大きな手が塞ふさいだ。驚いていると、「それ以上言うな」と耳元でささやかれる。

　一体どうしたのかと目を瞬いていると、オルバが腰こしに下げたサーベルを抜き放った。

「な、何をっ」

　声を上げると同時に、オルバがサーベルを一いつ閃せんさせる。目にも止まらぬ速さで振るわれた剣けんが、テーブルにかけられていたクロスを切きり裂さいた。細切れになった布が床に落ち、その下の光景があらわになる。

「えっ……」

　それを見て、リーザレットは絶句した。クロスが取とり払はらわれたテーブルの下には、腰を抜かしたように座り込む少女の姿がある。

「ロ、ロザリー？　こんなところで何を……」

　緩やかに波打つプラチナブロンドと、人形のように可か愛わいらしい顔立ち。その姿は妖よう精せいと見み紛まがうほどだが、はっきり言って今彼女が置かれている状況にはまったくふさわしくない。

　無残に引き裂かれたクロスの残ざん骸がいが垂れ下がるテーブルの下で、琥こ珀はく色いろの瞳を見開いて震ふるえていた少女──九つ年下の異母妹・ロザリエッタが、ハッと我に返った。

「べ、別に盗ぬすみ聞きなんてしてないわよっ！」

　鈴すずの音を思わせる声でそう言って、ロザリエッタがぷいとそっぼを向いた。

「どこからどう見ても盗み聞きだろうが」

　呆れ混じりに呟いたオルバに、ロザリエッタが「うるさいわね！」と返してテーブルの下から這はい出してくる。

「私は、グレアム兄様のお茶に付き合ってただけよ」

「テーブルの下でか？」

「ロルフと遊んでたら、あんたたちが入ってきて出るに出られなくなったんじゃない！」

　ふっくらとした頰をさらに膨ふくらませて、ロザリエッタが反論した。オルバはそんな少女を疑いに満ちた眼差しで見つめていたが、やがて小さく鼻を鳴らして肩をすくめる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　いまだ床に膝ひざをついている異母妹が心配になって声をかけると、ロザリエッタは「ひっ」と小さく悲鳴を上げた。

「ごめんなさい、驚かせてしまいました？」

　いきなり声をかけたものだから、びっくりさせてしまったのかもしれない。そう思ったリーザレットは自身も床に膝をつき、ロザリエッタと視線を合わせる。が、小さな妹はさらに驚いたように身を引いた。

「あの──どこか怪け我がは？」

「へ、平気よ！　怪我なんてしてないわ！」

「よかった……では、手を」

「──っ！」

　そっと異母妹の手を取ると、ロザリエッタが声にならない悲鳴を上げた。それから顔中を真っ赤にして、口をぱくぱくと開閉する。

「どうかしました？　もしかして、具合が悪いのでは──」

「だっ、大丈夫！　大丈夫だから離して！」

「でも……」

「これ以上触れられたら、本当に倒れちゃうからっ！」

　その言葉を聞いて、慌ててリーザレットは手を離した。どうやら、自分が触れたせいで余計に彼女の気分を害してしまったらしい。

「ごめんなさい、私……」

　俯いて、唇を嚙みしめる。その隙すきに、ロザリエッタが猫ねこのような素す早ばやさで跳ね起きた。そのままリーザレットの脇をすり抜け、食堂を出て行こうとする。が、ふと足を止めてこちらを振り返った。

「人の心配よりも、自分の心配をした方がいいわよ、お姉様！」

　思い出したように言い残して、今度こそロザリエッタが食堂を飛び出す。遠ざかっていく異母妹の背中を呆ぼう然ぜんと見送っていると、オルバがため息をついた。

「めんどくさい兄妹だな」

　独り言のように呟かれた言葉は、虚こ空くうに溶とけて消えた。
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　リーザレットがオルバと《護り犬》の契約を結んで、三日が過ぎた。

　その間も毎日書庫に通い、二人で資料を読み解いていたが、それでも目を通せたのは対象となっている書物の四分の一ほど。しかも契約解除の方法はおろか、それに繫がる手がかりすら見つかっていない。

（でも、まだ可能性はある……はず）

　読み終えた本を書棚に戻しながら、リーザレットは自分に言い聞かせる。ずらりと並ぶ本の背表紙を眺めていると心が折れそうになるが、この中にきっと契約を解く鍵かぎがある──と信じたい。




　いったん作業を中断して、昼食を取るために地上に戻った。真上に昇のぼった太陽から降り注ぐ光は暖かく、窓から入ってきた春の風がするりと頰を撫でていく。

　食堂に向かって歩いていると、貴族の集団とすれ違った。顔ぶれを見るに、国政を担になう議会に名を連ねる名家の者ばかりだ。

　と、その中にいた年配の男がリーザレットとオルバに気づき、目を丸くする。

「おい、あれ……」

「落ちこぼれ王女と狂犬だ」

「やはり、あの噂は本当なのか？」

　声をひそめてはいるが、彼らの会話はしっかりと聞こえていた。噂というのは、グレアムが言っていた「落ちこぼれ王女が《漆黒の狂犬》を下賜された」というものだろう。

　今、この王城ではリーザレットとオルバの話で持ち切りだった。当然それは貴族たちの間にも広まり、さらには城下まで届いているとかいないとか。先日、部屋を訪ねてきてくれたルーシーからその話を聞いた時は、思わず卒そつ倒とうしそうになった。

（私はともかく、彼にまで迷惑をかけるわけには……）

　オルバは、名門ドーベルマン家の長男だ。王に仕えるにふさわしい家柄と実力を持ち、それが本人の誇ほこりでもある。自分のような落ちこぼれがそばにいることで、彼の名めい誉よを傷つける事態は絶対に避けたい。

　ちらりと隣に目を向けると、オルバは眉一つ動かさずに前を見み据すえていた。貴族たちの会話などまったく耳に入ってこないといった様子で、何の反応も示さない。

　だが、それでも決していい気分ではないだろう。何とかして、誤解を解かなければ──。

「放っておけ」

　おろおろしていると、低い声が響いてきた。見れば、オルバがちらりとこちらに視線を向けている。

「ムキになって否定すれば、余計に勘かん繰ぐられるぞ」

「でも……」

「奴やつらの興味など、どうせすぐになくなる。そのうち噂も消えるだろ」

　すっぱりと言い切ったオルバに、リーザレットは感心する。いつも人の顔色を窺って、相手の反応を気にしているリーザレットは、とてもそんなふうに割り切れない。

（きっと、身も心も強い方なのでしょうね）

　そっと横顔を見つめて、リーザレットはそんなことを考える。肉体的な強さだけではない。精神的にも相当強くなければ、ここまで堂々としていられないだろう。

　他人の評価も周囲の噂もすべて受け入れるオルバは、リーザレットにとってはるか遠くの存在のように思えた。




　食堂に着くと、すでに昼食が用意されていた。

　だが、リーザレット以外の王族の姿はない。父はめったに食堂に顔を出さないし、異母兄妹たちはそれぞれ思い思いの時間に食事をしている。何より、リーザレット自身が家族と顔を合わせるのを避けているため、一人で食事をするのはいつものことだった。

　広い食堂に、リーザレットが使う食器の音だけが響く。足元では、すでに自分の分を食べ終えたノワがくつろいでいた。満足そうに口元を舐めながら、おこぼれが落ちてこないかと狙ねらっている。たとえパンの一かけらさえも落とすまいと、リーザレットは細心の注意を払って食事を続けた。床に落ちたものを何でも口にしてしまうのは、ノワの困った癖くせだ。

　足元を気にしつつ、ちらりと壁際に目を向ける。そこには、直立不動で控えているオルバの姿があった。リーザレットが食事をしている間、彼はいつもこうして待っている。

（そういえば、彼が昼食を取っているところを見たことがないような……）

　ふと思い至って、リーザレットは手を止めた。この三日間、オルバが昼食を取っている姿を見ただろうか──いや、それ以前に彼は席にすらついていないのでは？

「あ、あのっ」

　声を上げると、オルバが「何だ？」と言いたげな顔でこちらを見た。鋭するどい眼差しについ怯ひるみそうになるが、何とか踏ふみ止とどまって口を開く。

「よかったら、一緒に食べませんか？」

　途端に、オルバが目を丸くした。そのまましばらくリーザレットを見つめていたが、やがて奇妙なものでも見るように眉をひそめる。

「一緒に食事？　俺と、あんたが？」

「は、はい……いつも昼食を取られていないですし、せっかくなのでご一緒できたら、と」

「ありえん」

　即そく座ざに切り捨てられ、リーザレットは続けようとしていた言葉を吞み込んだ。そっとオルバから視線を逸らし、小さく肩を落とす。

　ずっと待っていてもらうのも申し訳ないし、もし一緒に食事ができたらと思って誘ってみたのだが、やはり迷惑だったようだ。

（そう、ですよね……私なんかと一緒に食べても、きっとおいしくないですよね）

　以前、グレアムに「一緒にお茶をする気分ではなくなった」と言われたことを思い出す。はっきりと名前を出されたわけではないけれど、あれはきっと「落ちこぼれの王女とお茶をしても楽しくない」という意味だったのだろう。

　一つ息をついて食事を再開しようとした時、隣でドスンと重い音がした。リーザレットの足元で伏ふせていたノワが、びっくりしたように跳ね起きる。

　おそるおそる視線を向けると、二つ離れた椅子にオルバが腰を下ろしていた。腕を組んで背もたれに体重を預けている姿に、リーザレットは目を丸くする。

「これで納なつ得とくしろ」

「へ？」

「せめて同じ席についてやると言ってるんだ」

　戸惑っていると、ぶっきらぼうな声が返ってきた。それを聞いて、リーザレットはますます困惑する。

「でも、無む理り強じいをするわけには……私と同じテーブルにつくのは不快でしょうし」

「あんた、何で勝手に悪い方向に物事を考えるんだ」

　ぼそぼそと呟くリーザレットに、オルバが呆れた顔をした。

「別に、一緒に食事をするのが嫌なわけじゃない。俺はあくまであんたの護衛だ。仮とはいえ、主人と同じテーブルにつくわけにはいかないだろう」

　言われて、リーザレットは目を見開いた。オルバが頑かたくなに同席を拒こばんでいたのは、一緒に食事をするのが嫌だったわけではなく、彼がリーザレットの護衛だったから──？

「言っておくが、席についたからといって、あんたを主人と認めたわけじゃないからな」

「え？　あ、はい……もちろんです！」

　スッと目を細めたオルバに、リーザレットは慌てて頷うなずいた。こちらとしても、彼を犬として扱あつかうつもりはない。

「ねぇ、まさか本当に？」

「あの噂……噓うそじゃなかったの？」

「だけど、婚こん約やくなんて……」

　ふいにそんな声が聞こえてきて、リーザレットは首を傾げた。見れば、部屋の隅すみに控えていたメイドたちが、何やらささやき合っている。が、リーザレットと目が合った途端、慌てて口を噤んだ。

「おい」

　突とつ然ぜん、オルバが声を上げた。鋭い視線が部屋の隅に向けられ、それに怯おびえたメイドたちが「ひっ」と身をすくめる。

「その話、誰から聞いた」

「話？」

　詰きつ問もんするような口調で問いかけたオルバに、リーザレットは目を瞬く。話とは、先ほど彼女たちがささやき合っていたことだろうか。リーザレットの耳には断だん片ぺん的てきな言葉しか届いてこなかったが、オルバにはすべて聞こえていたらしい。

「言え。さっきの話、どこが出どころだ」

　さらに声を低くして、オルバが畳たたみかける。《漆黒の狂犬》に睨まれ、メイドたちが震え上がった。

「す、すみません！　我々も、他の者が話しているのを聞いただけで、どこから出回ったかまでは……」

　一番年上らしいメイドが、慌てた様子で答える。それを聞いたオルバがスッと目を細め、メイドが再び「すみません！」と頭を下げた。

「なるほど。わかった」

　一人納得した様子で、オルバがメイドから目を逸らす。灰色の瞳の重圧からようやく解放されたメイドが、ホッと息をついた。

「あの、話って……？」

　気になって問いかけると、オルバがゆっくりとこちらを振り返る。形のいい眉をひそめ、不機嫌そうに引き結んでいた唇を解いてこう言った。

「どうやら、あんたと俺は婚約したことになったらしい」
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　落ちこぼれの第一王女リーザレットと、ドーベルマン家の長男オルバが婚約したという噂は、半日で城中に広まっていた。

「こ、婚約って……どうして、そんな話になってるんですか!?」

　午後の日差しが降り注ぐ庭を抜けながら、前を行く背中に問いかける。

「俺が知るか」

　返ってきたのは、憮ぶ然ぜんとした言葉。その声こわ音ねはいつもより低く、相当怒っているようだ。

　足早に歩くオルバを、リーザレットは必死に追いかけた。長身の彼と小柄なリーザレットでは歩ほ幅はばに差がありすぎて、どうしても小走りになってしまう。軽く息を切らせていると、後をついてきたノワが気き遣づかうように見上げてきた。

（一体、どこまで行くのでしょうか？）

　オルバの後を追いながら、リーザレットは首を傾げる。メイドたちの話を聞いた後、オルバは食堂を出るなり「行くところがある」と言って歩き出した。契約のせいでそばを離れることができないため、必然的にリーザレットも同行する形になる。

　だが、彼がどこへ行こうとしているのかはまったくわからない。行き先を尋たずねてみたものの、「噂の出どころを探る」という答えが返ってきただけだ。

（確か、こっちにあるのは……軍の本部、ですよね？）

　城を出たオルバは、まっすぐに東へ向かった。広大な敷しき地ちを持つ王城の東とう端たんには、ケインスタリア王国軍の拠きよ点てんとなる各施し設せつがある。

　やがて、オルバの背中越しに古いレンガ造りの建物が見えてきた。王国軍創設当初から使われている、軍の本部だ。

　だがオルバはその前を通り過ぎ、さらに奥へと向かった。不思議に思いつつもついて行くと、また別の建物が現れる。

「あの、ここは？」

「軍の宿舎だ」

　返ってきた言葉に、リーザレットは目を瞬いた。宿舎ということは、軍に属する者たちが寝ね泊とまりする場所だ。そんな所で、どうやって噂の出どころを探るのだろう。

　首を傾げたリーザレットを置いて、オルバは躊躇なく中に入っていく。ちょうど入口から出てきた二人連れの若い軍人がその姿を見てギョッと目を瞠り、慌てて道を開けた。

　緊きん張ちようした面おも持もちで直立する軍人たちの脇を抜けて、リーザレットも玄げん関かんをくぐる。すれ違いざまに様子を窺うと、軍人二人は目を丸くして顔を見合わせ──ものすごい勢いで視線を逸らした。

（私、何か気分を害するようなことをしたでしょうか……）

　何だか申し訳ない気持ちになり、慌てて頭を下げて前を行く背中を追いかける。が、いくらも行かないうちに足を止めることになった。

「……こんなにひどい臭においだったか？」

　中に入るなり、オルバがそう言って眉間にしわを寄せた。臭い？　と首を傾げてリーザレットも周囲を嗅かいでみるが、別段ひどい臭いというものは感じられない。

（もしかして、《護り犬》の能力で？）

　ふと、そんな考えに思い至る。《聖せい犬けん》から特別な力を与えられた《護り犬》は、他の犬より身体能力が特化すると言われている。そのせいで、オルバもリーザレットには感じられない微び弱じやくな臭いを嗅ぎ取っているのかもしれない。

「ええと……あの、すみません」

「何を謝ってるんだ？」

　思わず頭を下げると、オルバが怪訝そうに問い返してきた。が、すぐに「まあいい」と言って再び歩き出す。

　宿舎には、任務を終えて休息を取っている軍人の姿があった。そのほとんどが男性だったが、時折女性も見受けられる。きょろきょろと見回してみたものの、馴な染じみの姿はない。

（それより……何やら注目を浴びているような……）

　やたらと視線を感じて、何だか居い心ごこ地ちが悪くなる。誰もがリーザレットを見て目を丸くし、近くにいる相手とひそひそ言葉を交わしていた。廊下を進むにつれ、そのざわめきが広がっていく。

　なるべく顔を伏せ、長身の陰かげに隠れるようにして歩いた。できるだけ息をひそめ、必死に気配を消す。普ふ段だんからひっそりと人目を忍しのんで生きてきたのだ。自分の存在を周囲の空気に溶け込ませるのには慣れている。つい先日も、オルバから「気配の消し方が暗殺者並みだ」と言われたばかりではないか──あまり自じ慢まんにならないけど。

　と、オルバがふと足を止めた。危あやうくぶつかりそうになり、慌てて立ち止まる。

　オルバの背後から少しだけ顔を覗のぞかせたリーザレットの目に入ってきたのは、広間で談だん笑しようする軍人たちの姿だった。部屋にはいくつかのテーブルが置かれ、銘めい々めいがそれを囲んでカードゲームやチェスに興じている。

　そのうちの一つ──リーザレットたちがいるところからもっとも近いテーブルを陣じん取どっていた集団に、オルバが声をかけた。

「おい」

「何だよ、今ちょうどいいとこ──うええっ!?」

　めんどくさそうに顔を上げた男が、オルバを見て目を瞠る。周りにいた仲間たちも、驚いた様子で顔を見合わせた。

「ド、ドーベルマン隊長!?　どうしてここに!?」

「俺がここにいたらマズいのか」

「い、いや、そういうわけじゃなく……」

「あ、別にサボってないっすよ！　俺たち今日は非番で！」

「隊長が国王様に引き抜かれたからって、気ぃ抜いてるなんてことはないっすからね！」

　テーブルを囲んでいた若い男たちが、口々に説明する。会話の内容からして、オルバとは顔見知りのようだ。隊長、と呼ばれているということは、彼らはオルバの部下なのだろうか。

「まあいい。セドはいるか」

　男たちを一瞥して、オルバが問いかける。部下らしき軍人たちは互いに顔を見合わせ、首を振った。

「シェパード少しよう佐さなら、さっき出て行きましたけど」

「どこへ行った？」

「たぶん城の方じゃないっすかね？　噂の真相を確かめるって言ってたんで」

　それを聞いたオルバが、かすかに眉をひそめた。

「行き違ったか」

「どなたか、お捜さがしだったんですか？」

　思わず背後から声をかけると、オルバと話をしていた軍人たちが驚いた顔をした。

「えっ……王女様!?」

「噓だろ、何でここに!?」

「気づかなかった……空気と同化してて全然気づかなかった！」

「いや待て、本物か!?　誰かが化けてるんじゃなくて!?」

　先ほどよりも大きな声で、男たちが叫ぶ。それを聞きつけた周りの人々が、一斉にこちらを振り返った。そして、リーザレットを見るなり「うおっ」とか「げっ」とかいう野太い悲鳴を上げる。

「おい、本当に王女様だぞ！」

「どうしてこんなとこに王族が来るんだよ!?」

「視察か何かか？」

　瞬またたく間まに、部屋が騒そう然ぜんとなる。広間にいた軍人たちがこぞって立ち上がり、リーザレットの元に集まってきた。それを見たノワが「わん！」と抗こう議ぎの声を上げるが、屈くつ強きような男たちに圧あつ倒とうされ、慌ててリーザレットの背後に隠れる。

（わ、私のせいだわ）

　何だか、大変な騒さわぎになってしまった。リーザレットを取り囲む軍人たちの声は次し第だいに大きくなり、静まるどころかどんどん収しゆう拾しゆうがつかなくなっていく。

　自分は、ここへ来てはいけなかったのではなかろうか。

　そんな考えが、脳のう裏りをよぎる。ここは、国を護るという重大な任務を担う軍人たちが生活する場所だ。彼らにとって、日ひ頃ごろの激務から解放され唯一くつろげる憩いこいの場所──そんなところで騒ぎを起こしてしまったと思うと、申し訳なくていたたまれなくなる。

「あ、あの、すみませ──」

「取り乱すな」

　謝ろうと口を開いた時、低い声が響き渡った。それほど大きなものではなかったが、その声は男たちのざわめきを切り裂いて拡散する。それだけで、騒がしかった室内がしんと静まり返った。

（すごい……たった一言で、騒ぎを収めてしまうなんて）

　あれだけ好き勝手に言い合っていた男たちが、オルバの一声で口を噤んでしまった。それを目まの当あたりにしたリーザレットは、尊敬の想いを込めてオルバを見つめる。

「ちょっとちょっと、何の騒ぎ？　外まで聞こえてたわよ？」

　その時、そんな言葉と共に紫し紺こんの髪の麗れい人じんが入口から顔を覗かせた。覚えのある声に、リーザレットはハッと振り返る。

「ルーシー姉様！」

　呼びかけると、中の様子を窺っていたルーシーがこちらを見て目を瞬いた。

「あらやだ、何でリジーがここにいるの？」

「ええと、少々事情がありまして──」

「ちょうどよかった。おまえが帰ってきたってことは、セドもいるんだろう」

　説明しようとしたリーザレットを遮さえぎり、オルバが言った。その言葉が聞こえたのか、ルーシーの背後から赤毛の青年が顔を出す。

「へぇ、珍しいね。オルバが僕に用だなんて」

　翠すい緑りよくの瞳を細め、その青年がふんわりとほほえんだ。




　ルーシーの案内で来客用の応接室に通されたリーザレットは、ようやく一息ついた。

「それで、オルバ。何だってリジーをここへ連れてきたのよ？」

　リーザレットの隣に腰を下ろしたルーシーが、険しい顔で向かいに座るオルバを睨む。対するオルバは、それに怯むでもなく小さく鼻を鳴らした。

「仕方ないだろう。離れられないんだからな」

「離れられないって……何よ、まさかあの噂は本当だったの!?」

　目を見開いて、ルーシーが叫ぶ。彼の言う噂とは、リーザレットとオルバが婚約したというものに間違いないだろう。

「噂は噂だ。それを確認するために城へ行ったんじゃないのか、セド」

　うんざりした様子で、オルバが隣に目を向けた。ふいに話を振られ、ルーシーが入れてくれた茶を飲んでいた赤毛の青年がゆっくりとオルバを見る。

「ああ、それなんだけど……君たちが婚約したって最初に騒ぎ始めたのは、リーザレット殿下お付きのメイドたちみたいだよ」

「ええっ!?」

　驚いて、思わず声を上げた。そういえば、と先日メイドたちと交わした会話を思い出す。一生ついて行くとか狂犬の毒牙から護るとか、もしかしてあの言葉はそういう意味だったのだろうか。

「僕としては、婚約の噂はカムフラージュで、実際はもっと別の何かを隠そうとしてるんじゃないかと思ったんだけど──どうやら、深読みしすぎたかな？」
















　翠緑の瞳を細め、赤毛の青年が肩をすくめた。それを聞いて、リーザレットは思わずぎくりとする。穏おだやかな口調と落ち着いた物腰、優しげな表情、他の軍人たちのような武骨さはなく人当たりがよさそうな青年だが、想像以上に勘かんが鋭いのかもしれない。

「ああ、紹介が遅おくれましたね。僕はセドリック・シェパード。軍では諜ちよう報ほう部ぶに属してます。以後、お見知りおきを」

　リーザレットの視線に気づいたのか、セドリックがにっこりとほほえんだ。それから胸に手を当て、優ゆう雅がな仕草で一礼する。

「あ……リーザレット・ディアハウンドです。よろしくお願いします」

　慌てて頭を下げると、セドリックがかすかに驚いた顔をした。何か、おかしなことを言っただろうか。

「セドもアタシたちの同期なのよ。士官学校時代は、三人でよくつるんでたわ」

「おまえたちが勝手につきまとっていただけだろう」

「だって君、目を離すと何をしでかすかわからなかったじゃないか」

　楽しそうに話すルーシーたちとは反対に、オルバが不快そうに顔をしかめる。だが、彼が二人に向ける視線はそれほど険しいものではない。何だかんだと言いつつも、仲が悪いわけではなさそうだ。

「でも珍しいな、オルバがこんな噂を気にするなんて。いつもなら放っておくのに」

　そう言って、セドリックが目を細めた。先ほどまで穏やかな笑えみを浮かべていた顔が、ふと鋭さを増す。

「それに、王にのみ忠誠を誓う君がリーザレット殿下のそばにいるのも腑ふに落ちない。ルーシーからは彼女の護衛についたって聞いてるけど、本当にそれだけ？」

「何が言いたい」

「彼女のそばを離れられない理由が、他にあるんじゃないかってことだよ」

　探るような瞳に、リーザレットは困惑した。情報収集が得意だという彼は、やはり何かに気づいているのではなかろうか。

「……三日前、神しん殿でんで何者かに襲おそわれた」

　不安になるリーザレットをよそに、オルバが言った。ぎょっとして目の前の青年を見ると、何食わぬ顔で腕を組んでいる。

「襲われたですって!?」

　途端に、ルーシーが血相を変えてリーザレットを振り返った。

「もう！　何でそんな大事なこと言わなかったのよ！」

「で、でも私は無事ですし……それに、ルーシー姉様を心配させたくなかったですから」

　しどろもどろになりながら説明すると、ルーシーが目を瞬いた。それから、「あんたって子は」とため息をつく。何か、不快な気分にさせてしまっただろうか。

「おそらく王は、それを予想していたんだろう。だから俺を護衛につけた」

「なるほど。君が彼女の護衛についた理由はわかった。問題は、誰が何の目的でリーザレット殿下を襲ったか、だね」

　腕を組んで、セドリックが何かを考え込むような様子を見せた。ルーシーとオルバが顔を見合わせ、表情を険しくする。

「セド、犯人を突つき止とめられるか」

「できなくはないけど、情報が少なすぎる……特定には、もう少し時間が必要だ」

「神殿を襲った犯人を、特定することができるんですか？」

　思わず身を乗り出すと、セドリックが「はい」と頷いた。

「それが僕の仕事ですから。しかるべき手段を使って情報を集め、細かく分ぶん析せきすれば犯人の特定は可能です」

「あんたの場合、仕事じゃなくてほとんど趣しゆ味みじゃないの」

　セドリックの言葉に、ルーシーが突っ込む。趣味だとしても、十分にすごいと思うが。

「犯人がわかったら、すぐに教えろ」

「それは構わないけど……いくらオルバの頼みでも、報ほう酬しゆうはきっちり請せい求きゆうするよ？」

　そう言って、セドリックがオルバにほほえんだ。にこやかな笑顔のその裏に、何だか得体の知れない圧力を感じるのは気のせいだろうか。

「……何が望みだ」

「そうだなぁ……たとえば────、とか」

　かすかに頰を引きつらせたオルバの耳元に顔を寄せ、セドリックがささやく。だが、その声は小さく、肝かん心じんな部分は聞き取れなかった。

「あの、何を求められたのですか？」

「……あんたは知らなくていい」

　ぶっきらぼうにそう言って、オルバは視線を逸らした。ルーシーと顔を見合わせ、リーザレットは首を傾げる。

　リーザレットが知らなくていいこととは──一体、何を要求されたのだろう？
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　少々謎なぞは残ったものの、ひとまず話がまとまったところで、リーザレットたちは城へ戻ることにした。ルーシーとセドリックも宿舎の玄関まで送ってくれることになり、四人で連れ立って応接室を出る。

「いい、オルバ？　二度とリジーをここへ連れてこないでよね。危ないでしょ」

　途中、ルーシーがオルバにそう忠告した。前を歩いていたオルバが振り返り、不思議そうな顔をする。

「何故だ？　ここは軍の宿舎だぞ。襲しゆう撃げきの心配はない」

「そういう意味じゃないわよ、もう！　こんなむさくるしい男所帯に女の子を連れ込んだら、不ふ埒らちなことを考える輩やからが出てきてもおかしくないって言ってんの！」

　悩なやましげに額を押さえ、ルーシーがため息をついた。それを見て、リーザレットは目を伏せる。

　やはり自分は、ここに来てはいけなかったようだ。あんな騒ぎを起こした挙句、ルーシーにまで心配をかけてしまった。彼だって、せっかくの休日をゆっくり過ごしたかっただろうに。

「問題ない。たとえそんな連中がいたとしても、俺が彼女を護る」

「えっ？」

　静かに、だが力強く響いた言葉に、リーザレットはおずおずと顔を上げる。ルーシーに向けられていた灰色の双そう眸ぼうが、ちらりとこちらを見た。

「何があっても、責任は俺が取る」

　思わず、リーザレットは目を瞬く。オルバの言葉に驚くと同時に困惑した。妙に心が落ち着かないような、それでいてどこかくすぐったいような、不思議な感覚が胸に広がっていく。この気持ちは、一体何なのだろう。

「絶対自覚ないよな、今の」

「まったく、ある意味オルバが一番危険だわ」

　セドリックとルーシーが、何やら呆れた様子で肩をすくめた。それを聞いて、オルバが怪訝そうに眉をひそめる。

「あー、王女様だ！」

　その時、ふとそんな声が聞こえてきた。見れば、廊下の先で数人の男が手を振っている。先ほど、広間で顔を合わせた軍人たちだ。

「ちょっとあんたたち、気安く手なんか振らないでよ！」

　ルーシーが窘たしなめると、男たちが慌てて手を引っ込めた。呆れた様子で彼らを眺めるイトコの脇を抜け、リーザレットは前に出る。

「あのっ……先ほどはすみませんでした！　いきなり押しかけた上に、あんな騒ぎを起こしてしまって……国を護る重大な任務を負った皆みなさんの、せっかくのお休みを邪魔してしまいましたよね」

　謝罪の言葉と共に、深々と頭を下げる。彼らの休息を妨害してしまったことは、きちんと謝らなくてはならない──それで、許されるものではないかもしれないが。

「迷惑をかけてしまった以上、お詫わびはきちんとさせていただきます！　掃そう除じでも洗せん濯たくでも、何でもお申しつけください！」

　そう言って、リーザレットは顔を上げた。途端に、男たちがギョッとして首を振る。

「いや、あれは俺らが勝手に騒いだわけだし、王女様が謝る必要はないっすよ！」

「それに、王女様にそんな下働きをさせるわけにはいきませんって！」

「大丈夫です！　王女と言っても私は落ちこぼれですし、何より自分の失態の責任を取るのに身分は関係ありません！」

　きっぱりと言い切ると、軍人たちが揃って目を丸くした。同時に、背後で「ぷっ」と噴ふき出す音がする。

「なるほど。王女らしくない王女様とは、言い得て妙だね」

「……すみません」

　肩を震わせながら呟いたセドリックに、リーザレットは小さく謝った。どうやら、また王女らしからぬ言動をしてしまったらしい。

「やっぱり、シェパード少佐もそう思います？」

「でも、そういうとこがいいんすよね～。他の王族とは違って親しみやすいっていうか」

「こんな下したっ端ぱの俺らのことまで一いつ生しよう懸けん命めい考えてくれる王族なんて、めったにいないっすよ」

　えっ、リーザレットは目を瞬く。おそるおそる様子を窺うと、笑顔で頷き合っている軍人たちの姿が見えた。

「えーと、だからお詫びとかはいらないんで……気にしないでください！」

「でも……」

「いや、ほんと大丈夫ですから！　王女様の気持ちだけ、ありがたく受け取っときます！」

　強い口調で言われ、リーザレットは口を噤む。彼らはこう言ってくれているが、本当にいいのだろうか。

「こいつらがいいと言ってるんだ。だったら、その好意は素直に受け取ってやれ」

　ふいに響いた低い声に、リーザレットは「え？」と目を丸くした。見れば、オルバがやれやれといった顔でこちらを見下ろしている。

「好意……」

　ぽつりと繰り返して、ようやく気づいた。先ほどの軍人たちの言葉が、ゆっくりと胸に沁しみ込んでいく。

　彼らは、リーザレットを他の王族と違って親しみやすいと言ってくれた。王族らしくないことを非難するのではなく、こんなふうに肯定してくれるなんて──それは、多少なりともリーザレットに好意を抱いてくれているということではないだろうか。

「あ……ありがとうございます」

　じわじわと込み上げてきた嬉しさを嚙みしめて礼を言うと、男たちが視線を交わし合った。それから満面の笑みを浮かべ、一斉に敬礼する。その姿を見たリーザレットも、そっと口元をほころばせた。




　城に着く頃ころには、辺りに夕ゆう闇やみが訪おとずれていた。

「あの……今日はありがとうございました」

　自室の前で足を止め、リーザレットはオルバを振り返る。軍の宿舎を出てからずっと、彼は黙り込んだままだ。また何か、怒らせてしまっただろうか。

（そういえば、今日は何もしていない……）

　ハッと気づいて、リーザレットは青ざめる。昼食を取った後でまた書庫に戻るつもりだったのだが、例の噂騒ぎで結局半日が終わってしまった。

「すみません！　また明日──いえ、今から契約を解く方法を探しますので──」

「待て」

　書庫に戻ろうと踵きびすを返したリーザレットの腕を、オルバが摑つかむ。思わず振り向くと、目の前にオルバの顔があった。

「わっ……」

　驚いて身を引こうとするが、オルバはさらに身を乗り出してくる。あまりの近さにどぎまぎしていると、オルバが静かに口を開いた。

「あんた、さっきはいい匂いがすると思ったんだが……気のせいか」

「に、匂い？」

「いや。何でもない」

　軽く頭を振って、オルバがリーザレットを解放した。そのまま、くるりと身を翻す。

（今のは、どういう意味だったんでしょうか）

　そっと、リーザレットは首を傾げた。前にも、匂いが何とかと言われた気がする。

「今日は……付き合わせて悪かったな」

　一人考え込むリーザレットの耳に、ぼそりとした声が響いた。視線を上げれば、隣室へと入っていく長身の背中が見える。契約のせいでそばを離れられないため、一時的に寝泊まりできるように用意してもらった彼の部屋だ。

（……もしかして今、謝ってくださった……？）

　残されたリーザレットは、目を瞬いた。あまり大きな声ではなかったが、はっきりと「悪かった」と聞こえた気がする。

　いつも険しい顔で周囲を威い圧あつしたり、飾かざらない言葉とぶっきらぼうな口調で相手を一刀両断したり、王以外には興味がないと言わんばかりに他人を拒絶する素そ振ぶりを見せるオルバではあるが──思っていたより、怖い人ではないのかもしれない。
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　リーザレットの誕生日を祝うパーティまで、あと一週間。

　その間もオルバと一いつ緒しよに毎日書庫に通い、《護り犬ガーデイアン・ドツグ》の契けい約やくを解く方法を探していたが、いまだに手がかりさえ見つかっていない。

　昨夜父から届いた封ふう書しよにも、現状を打破できそうな報告はなかった。やはり、ケインスタリア始まって以来の前ぜん代だい未み聞もんの事態は、そう簡単に解決できるものではないらしい。

　何もできないまま日々が過ぎる不安と焦しよう燥そうの中、リーザレットはさらなる問題に直面していた。

「うぅ……やっぱり、行かなきゃだめ……でしょうか？」

　ソファに腰こし掛かけて両手を握にぎりしめたまま、前に立つ相手を涙なみだ目めで見上げる。紫し紺こんの瞳ひとみに呆あきれの色を浮うかべたルーシーが、もう何度目かわからないため息をついた。

「だめに決まってるでしょ。今さら何言ってるのよ」

　取りつく島もなく断言され、リーザレットは「そう、ですよね……」と肩かたを落とした。隣となりに座すわっていたノワが、心配そうに鼻を鳴らして顔をすり寄せてくる。

「あのね、リジー。何も国民の前でもっともらしく演説しろって言ってるわけじゃないのよ？　今日は、あくまで顔見せのパレードなんだから」

　そう言って、ルーシーがそっとリーザレットの肩に手を置いた。自じ慢まんの美び貌ぼうを困こん惑わくに歪ゆがめ、諭さとすような口調で語りかけてくる。その柔やわらかな重圧から逃のがれるように、リーザレットは視線を逸そらした。

　今日はこれから、馬車で王都の街を巡めぐるパレードがある。十六歳さいを迎むかえたリーザレットが、大人の王族として初めて国民の前に立ち、挨あい拶さつも兼かねてその姿を披ひ露ろうするのだ。

　それが自分の仕事であり必要なことだとわかっているが、大勢の民たみの前に出なければならないと思うと身がすくむ。当日になってもいまだその恐きよう怖ふに打ち勝てず、思い悩んでいるところにルーシーが訪ねてきた。

　パレードの警護の件で報告に来た彼は、そんなリーザレットをかれこれ半はん刻とき近く説得しようとしてくれているのだが。

「でも、私はあまり城から出たことがありませんし……それに、挨拶だって何をすればいいのか……」

「大だい丈じよう夫ぶよ。あんたはただ、馬車に乗って笑え顔がおで手を振ってればいいだけなんだから」

　そう言われても……と、リーザレットは泣きたくなる。ただでさえ人前に出るのが苦手なのに、多数の群衆を前にして笑顔になどなれるわけがない。

　もし、緊きん張ちようのあまり失態を犯おかしてしまったら？　ますます『落ちこぼれ』の烙らく印いんを押おされるだけでなく、父や異母兄たちの顔にも泥どろを塗ぬることになる。

　大人として認められたといっても、急に何かが変わったわけではない。突とつ然ぜん強くなれたわけでも、王族として適切な振ふる舞まいを身につけられたわけでもなく、気弱で心しん配ぱい性しようなこの性格は相変わらずだ。

　こんな自分が、本当に民の前に立ってもいいのだろうか。もし立てたとしても、受け入れてもらえるだろうか。様々な不安が、ぐるぐると胸に渦うず巻まく。

（ドーベルマン大たい佐さは、焦あせらなくていいと言ってくださいましたが……）

　以前、オルバがくれた言葉を思い出す。王女としての責務を背負っていく自信がないと言うリーザレットに、オルバは「すぐに覚悟を決めなくていい」と言ってくれた。そんな場面は、これからいくらでも出くわすだろう、と。

　だけど今、まさにそれをしなければならない状じよう況きようなのではないだろうか。

　どうしよう、どうすれば──助けを求めるように部屋を見回したが、黒の軍服をまとった長身の姿はどこにも見当たらない。

（私は、何を考えているの？）

　無意識にオルバの姿を捜さがしていることに気づき、リーザレットは驚きよう愕がくする。彼は今、隣の部屋で待機しているはずだ。ここにいるわけがない──が。

「何をそんなに心配しているんだ」

　ふいに、低い声が降ってきた。驚おどろいて顔を上げると、ルーシーの背後に黒の軍服を着込んだ男の姿がある。夜よ闇やみを溶とかしたような黒くろ髪かみの隙すき間まから覗のぞく瞳が、まっすぐにリーザレットを見つめていた。

「ド、ドーベルマン大佐!?　な、何でここに……」

　てっきり隣の部屋にいるのだと思っていたのだが、一体いつの間にやってきたのだろう。

「何でって、あんたが呼んだんだろう」

「え？　わ、私ですか？」

　オルバの言葉に目を丸くし、自分の行動を思い返してみる。が、彼を呼んだ覚えはない。

「ちょっとオルバ、変なこと言わないで。誰だれもあんたを呼んでないわよ」

　眉まゆをひそめたルーシーが、オルバを睨にらんだ。それを見て、オルバが不思議そうな顔をする。

「そうか？　確かに呼ばれたような気がしたんだが」

「気のせいでしょ。じゃなきゃ自じ意い識しき過か剰じようよ」

　畳たたみかけるルーシーに、オルバは納なつ得とくできないといった様子で首を傾かしげた。

　そんな二人のやりとりを見ていたリーザレットは、心なしか安あん堵どしている自分に気づく。いや、正確にはオルバの声を聞き姿を見たことで、先ほどまで感じていた不安が和やわらいだというのが正しい。

（何だか、ドーベルマン大佐がいてくれると心が落ち着く気がします）

　何な故ぜかわからないが、オルバがそばにいると妙みように安心する。彼がいれば大丈夫、無条件にそう信じられる気がするのだ。それは《護り犬》の契約によるものなのか、それとも──。

「ところで、いいのか？　時間がだいぶ差さし迫せまっているが」

　冷静なオルバの声に、リーザレットはハッと我に返る。そういえば、ずいぶんと長い間話し込んでしまった。パレードが始まるまで、あまり時間がない。

「大変、急いで準備しなきゃ！　アタシも手伝うわ！　ほらリジー、着き替がえるわよ！」

「え、あ……はい！」

　ルーシーに促うながされ、リーザレットも立ち上がった。部屋の隅すみに控ひかえていたメイドに着替えを持ってくるよう頼たのみ、慌あわててドレスを脱ぬごうとして──はた、と気づく。

「ええと、あの……着替えをしたいのですが」

　いまだ突っ立ったままのオルバに声をかけると、黒髪の青年が目を瞬しばたたいた。

「ああ……そうだな、急いだ方がいい」

「そ、それはわかっているのですが……」

　見当外れな言葉が返ってきて、リーザレットは困惑する。着替えたいのはやまやまだが、オルバはその場を動く気配がない。

「こらオルバ、あんた何しれっとそこにいるのよ!?　今すぐ出て行きなさい！」

　それを見たルーシーが、まなじりを吊つり上げて抗こう議ぎする。と、その時、何やら背後に不ふ穏おんな気配を感じた。振り返ると、着替えのドレスや靴くつを持ったメイドたちが、怒いかりの形相でオルバたちを取り囲んでいる。

「出て行くのはお二人ともです!!」

　眉を吊り上げてそう叫さけぶと、メイドたちはオルバとルーシーを部屋から追い出した。




　街の中には、真しん紅くがあふれていた。

　通りに並ぶ家々の窓や玄げん関かん、さらには街路樹にまでも国花である赤いバラの花が飾かざられ、甘あまい香かおりと紅の花弁を風に舞まわせている。沿道に集まった人々も髪や胸ポケットに赤バラを挿さし、誰もが目を輝かがやかせて歓かん声せいを上げる。

「すごい人、ですね……」

　馬車の上からその様子を見下ろして、リーザレットは感かん嘆たんの声を漏もらした。隣に座るノワも、驚いたようにきょろきょろと辺りを見回している。

「王族が民の前に出てくる数少ない機会だからな。その姿を一目見ようと、あちこちから集まってくるんだろう」

　馬車と並ぶようにして馬を進めていたオルバが答えた。大きくはないものの、その低音ははっきりとリーザレットの耳に届く。

（それは、私を王族として認めてくださっている……ということでしょうか）

　そんなことを考え、リーザレットは再び周囲に目を向けた。黒い軍服姿の軍人たちが警備をする中、石いし畳だたみの道をゆっくりと馬車が進んでいく。そのたびに脇わきで歓声と拍はく手しゆが湧わき起こり、熱気が空を焦こがす。

　一歩外へ出てみれば、驚くべき光景が広がっていた。城門前の道には大勢の人が詰つめかけ、手を振り、口々に何かを叫んでいる。そんな景色が、王城からまっすぐに延のびる大通りの先までずっと続いていたのだ。

　馬車が進むたびに、わあっと歓声が上がる。誰もが熱に浮かれたように騒さわぎ立て、いろいろな叫びが混じり合ったそれは、もはや言葉として聞き取れない。

　ふいに、リーザレットは怖くなった。自分に向けられた視線と歓声には、一体どんな気持ちが込められているのだろう。

　自分は、『落ちこぼれ』の王女だ。王族として、何の役にも立たない。もしかしたら、彼らは自分を嘲あざ笑わらっているのかもしれない。

　羞しゆう恥ち、困惑、情けなさ──様々な感情が胸に渦巻く。今すぐにでも、この場から逃げ出したい。

　だけどここは、動く馬車の上だ。パレード用に造られた馬車には屋根がなく、隠かくれることすらできない。しかも、これだけ注目を浴びていれば気配を消すことさえ難しい。

　何だか、急に苦しくなってきた。胸むねの奥おくで鼓こ動どうが跳はね上あがり、呼吸が浅くなる。次し第だいに眩暈めまいまでしてきて、目の前の光景がぐにゃりと歪んだ。

「しっかりしろ、リーザレット・ディアハウンド」

　隣から飛んできた声に、リーザレットはハッと我に返る。ゆっくりと視線を巡らせると、灰色の双そう眸ぼうがまっすぐにこちらを覗のぞき込んでいる。

「大丈夫だ。ここにいる連中は、誰一人あんたをバカにしていない。ちゃんとその目で見て、声を聞いて、確かめてみろ」

　限界まで馬を寄せたオルバが、リーザレットの耳元にささやいた。その言葉につられておそるおそる視線を巡らせると、馬車の周りに集まった人々の顔が見える。

　誰もが笑えみを浮かべ、リーザレットに手を振っていた。耳を澄すませてみれば、口々に自分の名を呼ぶ声が聞こえる。

（誰も、私を笑っていない……？）

　にわかには信じられなかった。だけど、どこを見ても民たちの笑顔しか見えない。耳を打つのは、懸けん命めいにリーザレットの名を呼ぶ声ばかりで、非難や罵ば声せいは一つもない。

　ここに集まっている人々は、『落ちこぼれ』と言われてきた自分を嘲笑うどころか、快く受け入れてくれている。そう気づくと同時に、先ほどまでの不安がふっと消えていった。

「わかったら、ちゃんと務めを果たせ。あの声に応えることが、あんたの役目だろう」

　幾いく分ぶん和らいだ声こわ音ねで、オルバが言う。視線を戻もどすと、同じ高さにある灰色の瞳と視線がぶつかった。

「……はい」

　頷うなずいて、リーザレットは前を向く。一つ深呼吸をして、ゆっくりと手を上げた。ぎこちなくそれを振ると、歓声が一ひと際きわ大きくなる。

　よかった、とリーザレットは胸を撫なで下ろした。彼らの声に応えるといっても、何をすればいいのかわからない。とりあえずルーシーの言葉に従ってみたのだが、間ま違ちがってはいなかったようだ。

「やればできるじゃないか」

　満足そうに、オルバが呟つぶやいた。隣を見れば、かすかに口元を緩ゆるめたオルバの姿がある。今までに見たことのない柔らかな表情に、リーザレットは目を丸くした。

（そういえば、さっきも……初めて名前を呼んでくれたような……）

　今までは「あんた」としか呼ばれなかったのに──リーザレットの名を口にしてくれたということは、少しは彼に認めてもらえたということだろうか。そう思うと、何だか嬉うれしくなる。

　もう一度前を向いて、今度はもっと大きく手を振ってみた。先ほどより大きな歓声が上がり、驚いたようにノワが耳を立てて首を傾げる。

　緊張がほぐれてくると、ようやく周囲の景色を見る余よ裕ゆうができた。馬車の上からゆっくりと左右を見渡し、沿道に集まった人々の姿を目に留とどめる。

　その時、視界の隅に小さな影かげを捉とらえた。目を向けると、大通りの端はし──パレードの見物客たちの向こうで何かを叫んでいる一人の少年の姿が見える。

　路上にうずくまり、助けを求めるように声を上げる小さな男の子。必死に何かを訴うつたえているものの、近くにいる人々は少年に見向きもしない。

「馬車を止めてください！」

　とっさに、御ぎよ者しや台だいに向かって声を上げた。突然の指示に戸と惑まどったのか、少し遅おくれて馬車が停止する。

「どうした、何があった」

　緊張した面おも持もちで、再び馬を寄せたオルバが尋たずねてきた。

「急病人かもしれません。助けに行かないと！」

「助けにって──おい、待て！」

　オルバの言葉が終わるよりも早く、リーザレットは馬車を降りる。すかさず、ノワが後を追ってきた。

　突とつ如じよ馬車から飛び出してきたリーザレットを見て、沿道に集まっていた群衆がざわめいた。「すみません、通してください」と謝あやまりながら人をかき分け、うずくまっている少年の元に辿たどり着つく。

「大丈夫ですか？　どこか具合が悪いのでは……」

　声をかけると、少年が驚いた顔をした。歳としは十歳くらいだろうか。つぎはぎだらけの服をまとい、手足は棒のようにやせ細っている。

　だが、最も目を引きつけられたのは、その腕うでに抱かかえられている小さな塊かたまりだった。黒と茶の混じった毛並みはパサパサで、ところどころ泥で汚よごれている。その毛に埋うもれたつぶらな瞳がリーザレットを見上げ、濡ぬれた鼻から「キューン」と切なげな鳴き声が漏れた。

「お願いだ、ベンを助けてくれ！」

「ベンって、この子犬のことですか？」

　状況を把は握あくしようと問いかけたリーザレットに、少年がすがりついてきた。

「そうだよ、ボクの大事な、たった一人の家族なんだ。でも、病気で手術しないと助からないって言われて……だけど、見ての通りボクにはお金がなくて……」

　少年の声が、次第に小さくなっていく。腕の中の子犬を抱だきしめ、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。

（何とかしてあげたいのですが……でも、今はお金を持っていませんし）

　今はパレードの最中だし、そもそも城から出ずに暮らしてきたリーザレットには金銭を持ち歩く習慣がない。

　何か代わりになるものはないだろうかと自身を見下ろし、胸につけている銀のブローチに気がついた。特に豪ごう奢しやな装そう飾しよくが施ほどこしてあるわけではないが、小さな宝石がいくつか嵌はめ込まれている。価値がわかる相手に売れば、それなりの金額になるだろう。

「あの……よかったら、これを使ってください」

　ブローチを差し出すと、少年が目を丸くした。

「い、いいの？」

「はい。少しでも、力になれるのなら」

　そう言ってほほえむと、少年がパッと顔をほころばせた。リーザレットの手からブローチを受け取ると、「ありがとう！」と頭を下げる。

「よければ、あなたの名前と住んでる場所を教えてください。今度はちゃんとお金を──」

「おい」

　リーザレットの言葉を遮さえぎって、低い声が降ってきた。思わず身をすくめて顔を上げると、眉み間けんにしわを寄せたオルバがこちらを見下ろしている。わざわざ馬を下りて、追ってきてくれたのだろう。

「もう十分だろう。それを持って、さっさと失うせろ」

　唸うなるように、オルバが言った。今にも嚙みつきそうな姿を見て、少年が「ひっ」と悲鳴を上げる。そのままじわじわと後ずさり、くるりと身を翻ひるがえして走り去った。

「行ってしまいました……まだ、名前を聞いてなかったのに」

　名残なごり惜おしそうに少年の背中を見送っていると、ぐいと腕を引かれた。振り返れば、オルバが険しい顔でリーザレットを睨んでいる。

「馬車に戻るぞ」

「でも、あの子が」

「言っておくが、あれは詐さ欺ぎだ。犬が病気だと偽いつわって街の人間から金品を巻き上げる──それが、貧ひん民みん街がいに住む子供たちの常じよう套とう手段なんだ」

　苛いら立だち混じりに、オルバが吐はき捨すてた。そんなオルバから目を逸らし、リーザレットは足元に視線を落とす。

「……知ってました」

「何？」

「あの子犬が病気でないことには、気づいていました。確かに栄養状態はよくないですが、ちゃんと鼻は濡れていましたから。それに、手術が必要なほどの病気に罹かかっている子犬が、あんなにキラキラした目をしているとは思えません」

　一目見て、あの子犬が重じゆう篤とくな病気に罹っているわけではないと見み抜ぬいていた。リーザレットだって、ずっとノワと暮らしてきたのだ。健康な犬とそうでない犬の見分けはつく。

「わかっていて、あれを渡したのか？」

「お金に困っているというのは本当みたいですし……ブローチ一つで彼の生活が少しでも楽になるのなら、それでいいんです」

　王城で生まれ育ったリーザレットに、あの少年の苦労はわからない。だけど、少しでも彼の助けになるならば、手を差さし伸のべるのをためらう理由はない。落ちこぼれの自分でも、これくらいのことはできるはずだ。

　オルバは、しばらく黙だまってリーザレットを見つめていた。が、やがて小さく息をつく。

「……甘いな」

　呆れ混じりに呟かれた言葉に、リーザレットはそっと肩を落とす。

（やっぱり、甘い考えだったでしょうか）

　王族として民を助けなければと思ったのだが、どうやら方法を間違えたようだ。やはり自分には、王女にふさわしい振る舞いはできないらしい。

　そっとため息をこぼした時、周囲で拍手が沸わき起おこった。驚いて顔を上げると、沿道で群衆の整備に当たっていた軍人たちがこちらを見て手を叩たたいている。

　その顔に、見覚えがあった。先日オルバと共に軍の宿舎に訪おとずれた時、言葉を交かわした男たちだ。

　彼らにつられるように、他の群衆からも拍手が起きた。次第にそれは大きくなり、辺りが騒そう然ぜんとなる。途端に、恥はずかしさが込み上げてきた。

「ええと、あの……」

「別に悪いことはしてないんだ。堂々としていろ」

　耳元でささやかれた言葉に、ハッとする。見れば、辺りを警けい戒かいしつつもこちらに視線を向けているオルバと目が合った。

「……はい」

　普ふ段だんは感情の見えない灰色の瞳が、今は何故か心強く感じられる。素す直なおに頷いて、リーザレットは背筋を伸ばした。





[image: ]






　無事にパレードを終えて城へ戻ったのは、西の空が茜あかね色いろに染まり始めた頃ころだった。途と中ちゆうでリーザレットが馬車を降りるという予期せぬ事態はあったものの、その後は特に問題なく終了した──のはよかったのだが。

（……やはり怒おこっている、気がします）

　自室に向かう途中、隣を歩くオルバの横顔を盗ぬすみ見たリーザレットは、小さく肩を落とした。まっすぐに前を見み据すえるその表情は険しく、全身からピリピリとした空気が立ちのぼっている。それを察知したノワは、怯おびえてリーザレットの陰かげに隠れていた。

（きっと、私が勝手なことをしたから……ですよね？）

　リーザレットが馬車を降りたせいで、ずいぶんと迷めい惑わくをかけてしまった。とっさの行動だったとはいえ、あまりにも無む謀ぼうだったと反省する。

　何事もなかったからよかったものの、万が一リーザレットの身に何か起きていれば、責任を問われるのはオルバなのだ。

　いや、彼だけではない。馬車を停とめてくれた御者も、警備をしてくれていた軍人たちも、同様に責任を問われることになる。

「あの……すみませんでした」

　思い切って頭を下げると、オルバが足を止めた。ゆっくりと振り返った灰色の双眸が、無感情にリーザレットを見つめる。

「私のせいで、迷惑をかけてしまって……勝手な行動はしないとお約束したのに、それを破ってしまって……本当にごめんなさい！」

　謝って許されるものではないが、今はそうすることしかできない。今日のことを反省して、これからはもっと慎しん重ちように行動しなければ。

「今後は、もっと気をつけます。だから──」

「別に、責めているわけじゃない」

　言いかけたリーザレットを遮って、オルバの手が伸びてきた。思わず身をすくめるが、オルバはそんなリーザレットの髪を一束掬すくうと、そっとそれに口づけた。

「あんたが無茶な行動をするたびに、胸がざわざわするだけだ」

「え？」

　思わぬ言葉に、リーザレットは目を瞬く。こちらを見つめるオルバの表情は相変わらず乏とぼしいが、その中にかすかな戸惑いが見てとれる。

「あんたに何かあったらと思うと、どうにも落ち着かない───まったくもって厄やつ介かいだ」

　そう言って、オルバが手を離した。彼の指に摑つかまれていたリーザレットの髪が、するりと音を立てて元の場所に戻る。

（そう、ですよね……私に何かあれば、お父様に合わせる顔がないですし）

　父の命令で護衛についているオルバがリーザレットを護れなかったとなると、彼の面めん目ぼくは丸まる潰つぶれだ。だからこそ、オルバはリーザレットの身を案じてくれている──。

　ちくり、と胸が痛んだ。そっと俯うつむいて、小さく唇を嚙む。どうして、こんなにも悲しい気持ちになるのだろう。

「おやおや、見せつけてくれるねぇ。こんなところで逢あい引びきかい？」

　ふいに響ひびいた声に、リーザレットはハッと息を吞のんだ。視線を巡らせれば、廊ろう下かの先に異母兄の姿がある。緩く巻いた金茶の髪と、同じ色の瞳。そこにいるだけで場の空気が明るくなるような、華はなやかな雰ふん囲い気きをまとった青年──第二王子のグレアムだ。
















　その足元では、彼の《護り犬》であるロルフが唸り声を上げていた。今にも襲おそいかかってきそうなロルフを見て、ノワが吠ほえ始める。が、身を低くしたロルフが飛びかかるような仕草を見せた途端、その勢いに打ち負かされたようにコロンと後ろに転がった。

「はは、ずいぶんと頼たよりない《護り犬》だなぁ」

　そんなノワを見て、グレアムが苦く笑しようする。何ともいたたまれない気分になって、リーザレットは目を伏ふせた。

「まあ、そのダメ犬がおまえの《護り犬》で安心したよ。これなら、負ける気がしない」

「……何のこと、ですか？」

　眉をひそめると、グレアムが少し意外そうな顔をする。

「何って、王座争いに決まってるだろ。次期国王を決めるには、《護り犬》の能力も重要な条件になる──って、まさか知らなかったのか？」

　戸惑いながらも頷くと、グレアムが絶句する。だが、すぐに「ああ、そうか」と納得したように手を打った。

「王位を継つぐ可能性が限りなく低いおまえには、関係のない話だったね」

　ごめんごめん、と謝りながら、グレアムが失しつ笑しようする。気づかれないように、リーザレットはギュッと両手を握りしめた。落ちこぼれの自分には縁えんがないことだとわかっていても、それをまざまざと突きつけられれば少々へこむ。

「他にも、自分の《護り犬》をどこまで使し役えきできるかも問われるよ。いくら優ゆう秀しゆうな犬がいても、それを使いこなせないようでは意味がないからね。それから──」

「しゃべりすぎだ、グレアム」

　指折り語ろうとしていたグレアムを、冷めた声が遮った。怖こわ々ごわと声のした方へ顔を向けたリーザレットの目に、月光をまとったかのような美しい青年の姿が飛び込んでくる。

「国の内情にかかわる重要機密を、誰が聞いているとも知れない場所で軽々しく話すものではない。王族たるもの、常に自覚と誇ほこりを持って言動を慎つつしめ」

「悪かったって。今度から気をつけるよ、兄上」

　調子よく謝る弟を、アランが睨みつけた。その瞳が、今度はリーザレットに向けられる。氷のごとく冷たい視線に貫つらぬかれ、思わず背筋を伸ばした。

「パレードで、派手に群衆に媚こびを売ったそうだな」

　アランの言葉に、リーザレットは目を瞠みはる。昼間のことがすでに異母兄の耳に届いているという事実はもちろん、アランがそんなふうに思っていたということにも驚いた。

「民衆の前で善人ぶった顔をして、自分の支持を上げようとでも？　落ちこぼれのくせに、ずいぶんと姑こ息そくなことをするじゃないか」

「ち、違います！　私、そんなつもりじゃ──」

「父上から番犬を下か賜しされていい気になっているようだが、くれぐれも勘かん違ちがいをするなよ。おまえが王になる可能性など、万が一にもないのだからな」

　きっぱりと断言され、リーザレットは返す言葉を失う。そんなリーザレットを一いち瞥べつし、アランが身を翻した。影のように足元に控えていた黒い犬が、音もなくその後を追う。

「私は、別に王位を狙ねらっているわけでは……」

「でも、兄上はそう思っていないみたいだよ？」

　ぽつりとこぼした言葉に、飄ひよう々ひようとした声が重なる。見れば、アランの背中を見送りながら肩をすくめていたグレアムと目が合った。

「あまり目立ったことをしない方がいいよ、リーザレット。兄上は今、とてもピリピリしてるからね……下手をすると、容よう赦しやなく潰つぶされるかも」

　低く落とした声で、グレアムが言う。細められた金茶の瞳の奥おくに、得体の知れない感情を見た気がして、リーザレットは小さく身を震ふるわせた。

「そんなことは、俺おれがさせない」

　ふいに、大きな手がリーザレットを引き寄せた。あっと思う間もなく、オルバの背後に押し込まれる。

「へぇ、さすがは番犬……まあ、せいぜい頑がん張ばりなよ」

　険しい表情で睨みつけるオルバを、グレアムが鼻で笑った。それから自分の《護り犬》を呼び寄せ、くるりと踵きびすを返す。

（私が王になるなんて……そんなことはありえないのに）

　グレアムの姿が見えなくなってから、ようやくリーザレットは息をついた。

　自分は落ちこぼれの王女で、側室の娘むすめで、王位継けい承しよう順位も兄きよう妹だいの中で最下位。そんな人間が、王になれるわけがない。

　なのにどうして、アランはリーザレットが王位を狙っていると思っているのだろう？

「《護り犬》が王位継承の条件、か」

　リーザレットの思考を遮るように、オルバがぽつりと呟いた。見れば何やら険しい顔をしている。

「どうか、しましたか？」

「……いや、今はやめておこう」

　問いかけたリーザレットには答えず、オルバが歩き出した。その背中を、リーザレットも黙って追いかける。

　オルバが何を考えているのか気になったものの、深く追究することはできなかった。
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　翌朝、リーザレットの元に血相を変えたルーシーが訪ねてきた。

「リジー！　オルバはいる!?」

　ギョッとするメイドたちを押しのけて部屋に飛び込んできたルーシーの手には、しわくちゃになった一枚の紙が握りしめられている。

「何かあったんですか、ルーシー姉様」

「さっき、オルバの実家から知らせが届いたのよ」

「知らせ？」

　一体何の知らせだろう、とリーザレットは首を傾げる。実家からということは、彼の身内に何かあったのだろうか。

　詳くわしく話を聞こうとした時、ルーシーの背後に長身の影が現れた。同時に大きな手が伸びてきて、紙を奪うばい取る。

「ドーベルマン大佐！」

「あんた、いつの間に現れたのよ!?」

　驚くリーザレットとルーシーをよそに、オルバが手元に視線を落とした。しわを伸ばす間も惜おしいのか、くしゃくしゃになったままの紙をしばし見つめ──小さく息を吞む。

「……どうか、されましたか？」

　心配になってそっと問いかけると、オルバがゆっくりと顔を上げた。その灰色の瞳が、わずかに揺ゆれているような気がする。だが、動どう揺ようした様子を見せたのは一いつ瞬しゆんで、すぐさまいつもの無表情に戻った。

「あんたには関係ない」

　突つき放はなすような言葉が、胸に刺ささる。それ以上何も言えず、リーザレットは唇を嚙んだ。

「ちょっと、そんな言い方しなくてもいいでしょ！　リジーはあんたを心配してるのに！」

「関係ないと言っているだろう」

　すかさずルーシーが抗議したが、オルバはそれさえも突っぱねる。そして、手の中の紙を無造作に丸めると上着のポケットに押し込んだ。

「ルーシー。今後何かあっても知らせなくていい」

「え？　何言ってるのよ、もし万が一のことがあったら──」

「心配するほどのことじゃない」

　食い下がろうとするルーシーを一言で切り捨て、オルバが部屋を出て行く。リーザレットは、何も言わずにその背中を見送ることしかできなかった。

「ごめんね、リジー。あんな言い方してるけど、オルバは──」

「大丈夫です、ルーシー姉様。ちゃんとわかってますから」

　気き遣づかうような視線を向けてきたルーシーに、リーザレットは頷いてみせる。ぶっきらぼうな言葉遣いをしているが、彼が悪い人ではないということはわかっている。ただ──。

（やはり私は、信用されていないということ……ですよね）

　そっと、リーザレットは目を伏せた。オルバの身辺で何かあったのは確かだろうが、自分はそれを話してもらえるほど信用されていないのだ。

　当然だ。だって自分とは、契約を解除するまでの間の短い付き合いなのだから──。

　オルバとの関係が一時的なものであることを、改めて思い知らされた。いずれは契約を解除して、彼を父の元へ戻してあげなければならない。それをわかっていたはずなのに、どうしてこんなにも胸が締しめつけられるのだろう。

「リジー？」

「あ……すみません。何でもないです」

　ルーシーに呼ばれて我に返り、リーザレットは首を振った。あまり彼を心配させてはいけないと思い、小さく笑顔を浮かべてみせる。

　だが、胸の奥に生まれた痛みは消えることなく残ったままだった。




　遅おそめの朝食を取った後は書庫に籠こもり、その日も契約を解く方法を探した。もちろん、オルバも一緒だ。

　読んでいた本から目を上げ、ちらりと向かいに座る青年の様子を窺うかがう。長い脚を組んで椅い子すの背もたれに体重を預け、オルバは手元の書物に視線を落としていた。

　その様子は、いつもと変わらない。反対に、リーザレットの方が落ち着かないくらいだ。

　オルバはもう何もなかったかのように振る舞っているが、どうしても今朝のことが気になってしまう。彼の実家から届いた知らせとは、一体何だったのだろう。

　しかし、オルバ本人から「関係ない」と言われてしまった以上、追究することはできない。彼が話したくないことを無理やり聞き出す権利なんて、リーザレットにはないのだ。

「どうかしたか」

　ふいに声をかけられ、リーザレットはびくりと肩を跳ねさせた。こっそりと見ていたことがバレただろうか。

「いえ、その……今日は、少し暑い気がして」

　動揺を隠すように、ふと思いついたことを言葉にする。ここ数日でずいぶん暖かくなり、今日は朝から少し汗あせばむ陽気となっていた。

　リーザレットたちがいる書庫も、いつもより気温が上がっている気がする。地下とはいえ、窓がないためほぼ密みつ閉ぺいされた状態なので、余計にそう感じるのかもしれない。

「……そうだな」

　静かに同意して、オルバが上着を脱いだ。どうやら怪あやしまれなかったようだ、とリーザレットはホッと胸を撫で下ろす。

　だが、それきり会話はなくなり、再び沈ちん黙もくが下りた。読みかけの書物に集中したいところだが、一度オルバのことが気になり始めると、そちらにばかり意識が向いてしまう。

　ちらりと目を向ければ、緩められたシャツの襟えり元もとから銀の鎖くさりが見えた。《護り犬》の証あかしである契約の首輪だ。

「……次の本を持ってきますね」

　いたたまれなくなり、リーザレットは席を立った。すでに読み終えた本を抱えて歩き出すと、テーブルの下で何やらごそごそしていたノワがひょっこりと這はい出してくる。

　書しよ棚だなの間を通り抜けながら、リーザレットはため息をついた。契約を解く方法は、まだわかっていない。あれから一週間が経たつのに、手がかりすら摑めないなんて──やはり、落ちこぼれの自分には何もできないのだろうか。

　再びため息をこぼして足音に視線を落とし、ふとノワが何かを咥くわえていることに気づく。好こう奇き心しん旺おう盛せいな愛犬は、時々床ゆかに落ちているものを拾ってはおもちゃにして遊ぶ癖くせがある。それだけならまだいいが、誤って飲み込んでしまったら大変だ。

「ノワ、それをこっちにちょうだい」

　愛犬の前にかがみ込み、口の中のものを取り出そうとするが、ノワは「これは自分のものだ」と言わんばかりに頑かたくなに離そうとしない。

　仕方なく、リーザレットはドレスのポケットに潜ひそませておいた犬用のおやつを取り出した。匂においを嗅かぎつけたノワが、咥えていたものを放り出してジャーキーに飛びついてくる。

　食い意地の張った愛犬に苦笑しつつ、リーザレットは床に落ちたものを拾い上げた。くしゃくしゃになったそれは、一枚の紙だった。誰かが落としたものを持ってきてしまったのだろうか。

　持ち主に返さなくてはと思い、丁てい寧ねいに紙を開く。中に何か書かれていれば、落とした人に繫つながる手がかりになるかもしれない。

「え……？」

　思わず、リーザレットは言葉を失った。しわだらけの紙に書かれていた文字に、目が釘くぎ付づけになる。

「これっ……」

　しばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、ハッと我に返って身を翻す。ジャーキーを食べ終えたノワが、慌てて後を追ってきた。

「ドーベルマン大佐！」

　オルバの元に戻るなり、リーザレットはその名を叫ぶ。しんとした室内に自分の声が響き渡り、近くにいた司書が驚いたように振り返った。

「何だ、騒さわがしいな」

　胡う乱ろんげに顔を上げ、オルバがリーザレットを見る。その視線を真っ向から受け止めて、リーザレットは口を開いた。

「行きましょう！」

「は？」

「行かなきゃだめです！　今すぐ！」

「行くって、どこへ」

「ドーベルマン公こう爵しやく邸てい──あなたの弟さんのところです！」

　リーザレットの言葉に、オルバが目を瞠った。構わずリーザレットはオルバに詰つめ寄より、その手を取る。

「おい、何を──」

「弟さん、危き篤とくなんでしょう？　だったら会いに行かないと……間に合わなくなる前に！」

　大きな手を握りしめ、必死に訴える。オルバはしばらく無言でリーザレットを見つめていたが、その灰色の双眸がスッと細められた。

「あんた、何でそれを知ってるんだ」

　一段と低くなった声に、リーザレットは「あっ」と息を吞む。

「ご、ごめんなさい……これを、見てしまいました」

　オルバの手を離し、握り込んでいた紙を見せる。先ほどよりもしわが増えたそれを見て、オルバが小さく舌打ちした。

「すみません。さっき、ノワが拾ったみたいで……持ち主に返さないとと思って、勝手に中を改めてしまって」

「わかった。もういい」

　ため息をついて、オルバがリーザレットの手から紙を取り上げる。そのまま視線を合わせることなく、オルバは椅子に座り直した。

「あの、いいんですか？」

　何事もなかったかのように本を開き直したオルバに、おそるおそる声をかける。

「あいつは元々身体からだが弱いからな。いつ何があってもおかしくはない」

「でしたら、なおさら──」

「騒いだところで、どうにもならないだろう。俺は今、あんたのそばを離れられないんだからな」

　先刻と同じく、突き放した声が返ってきた。ちくり、と胸が痛む。《護り犬》の契約を結んでしまったせいで、また彼に迷惑をかけてしまった。

　だけど今は、それを悔くいている場合ではない。

「だったら、私も一緒に行きます。今すぐ城を出ましょう」

「何を言ってるんだ、あんたは。そんなことが──」

「行きましょう、ドーベルマン大佐」

　オルバを遮り、リーザレットは繰くり返した。ここであきらめてほしくない。いつ何があってもおかしくないと彼は言ったが、もし本当に何かあったら──そう思うと、いてもたってもいられなくなる。

「言ったはずだ。あんたには関係ない、と」

　オルバの言葉が、鋭えい利りな刃は物ものとなって胸に突き刺さった。きつく唇を嚙んで、リーザレットは両手を握りしめる。

「……確かに、私には関係のないことかもしれません。でも」

　ぽつりと呟くと、オルバがゆっくりと顔を上げた。感情の読めない灰色の瞳が、ひたとリーザレットを見つめる。

　彼の言う通り、これはリーザレットが口を出すことではない──だけど。

「私は、あなたの身近な人が苦しんでいるのを見過ごすなんてできません。何より、あなたに苦しんでほしくないんです」

「……俺に？」

「今会いに行かなければ、もし何かあった時あなたはきっと後こう悔かいします。そしてそれは、この先もずっとあなたを苦しめる──私は、あなたにそんな想おもいをしてほしくないんです」

　一つ一つ慎重に言葉を選んで、必死に訴える。どうか、少しでも彼の心に届いてほしい。そう願いながら、リーザレットは目の前の青年を見つめる。

　オルバは、何も言わなかった。驚いたように目を丸くしたまま、微び動どうだにせず黙り込んでいる。

「……あんた、意外と頑がん固こだな」

　やがて、オルバがゆっくりと息をついた。それから、手の中の本をぱたんと閉じる。

「まあいい。あんたのお節せつ介かいに付き合ってやる」

　え、と声を上げたリーザレットをよそに、オルバが立ち上がった。かと思えばそのまま身を翻し、足早に歩き出す。

（もしかして、本当は心配で仕方なかったのでは……）

　遠ざかっていく背中を見つめながら、リーザレットはそんなことを考える。平気なふりをしているが、内心は気が気でなかったのかもしれない。だけど、リーザレットに気を遣つかって、表面上は平静を装よそおっていたのではないだろうか。

「何をぼうっとしているんだ。急ぐんだろう」

　オルバの声で、リーザレットは我に返った。見れば、通路の先で立ち止まったオルバが、せかすような視線をこちらに向けている。

「あ、はい、すぐ行きます！」

　慌てて答えると、リーザレットはその背中を追いかけた。
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　急いで準備をし、城を出てから半刻後。リーザレットとオルバを乗せた馬車は、王都の東側にあるドーベルマン公爵邸に到とう着ちやくした。

「お待ちしておりました」

　馬車を降りると、ドーベルマン家の執しつ事じらしい老ろう齢れいの男に迎えられた。先に伝令を受け取っていたようで、リーザレットの姿を見ても驚いた様子はない。

「容態は？」

「……こちらへ」

　問いかけたオルバには答えず、執事が廊下の奥を指し示す。それを見たオルバがかすかに表情を険しくした。それほど重篤な事態なのだろうか。

「客間を用意してある。あんたはそこで待ってろ。それくらいなら、離れても問題はないだろう」

　心配していると、オルバがリーザレットを振り返った。思わず「どうしてですか？」と声を上げかけ、すんでのところでそれを吞み込む。

（そう、ですよね……私は部外者ですし）

　当然のようについて行こうとしていた自分を恥じる。ここへ来たのは彼と離れられないから仕方なくであり、一緒に来てほしいと言われたわけではない。なのに何故、自分もオルバの弟を見み舞まおうとしていたのだろう。

「では、私はそちらで待たせてもらいます。ゆっくりなさってきてください」

　そう言ってほほえむと、オルバが少しだけ目を瞬いた。が、すぐに「ああ」とそっけなく言い残して先に進んでいく。

「リーザレット様。どうぞ、こちらへ」

　恭うやうやしく頭を下げ、老執事が歩き出す。好奇心を剝むき出しにして床を嗅ぎ回っていたノワを呼び寄せ、リーザレットも後に続いた。

　通されたのは、南向きの大きな部屋だった。日当たりもよく、開け放たれた窓からは心ここ地ちいい風が入ってきている。レースのカーテンがふわりと翻り、その向こうに美しく手入れされた庭が見えた。ちょうど開き始めたバラの花から、甘い香りが漂ただよってくる。

「お茶の用意をいたしますので、ごゆっくりとおくつろぎください。何かあれば、遠えん慮りよなくお申しつけくださいませ」

「あ、ありがとうございます」

　優ゆう雅がに一礼して去っていく執事に礼を言い、リーザレットは窓まど際ぎわまで歩み寄る。よく晴れた空の下に、王都の街並みが見えた。

（大丈夫でしょうか……）

　眼前に広がる景色から目を逸らし、リーザレットはため息をつく。オルバの弟の具合は、思ったよりよくないのかもしれない。もしかしたら、このまま──。

　不ふ吉きつな考えを払はらうように、リーザレットは頭かぶりを振った。大丈夫、きっと大丈夫──そう自分に言い聞かせてみたものの、一度浮かんできた不安はどうしても拭ぬぐい去されない。

「ねぇ、ノワ……」

　何とか心を落ち着けようと足元に視線を落としたが、そこに見慣れた黒の毛並みはなかった。慌てて辺りに視線を巡らせ、何度も愛犬の名を呼んでみる。だが、返事はおろか愛犬が姿を現す気配もない。

（まさか、迷子に？）

　ここは、ノワも初めて来る場所だ。貴族の、しかも代々王家に仕える公爵家の邸てい宅たくともなれば、その敷しき地ちは広大なものとなる。先ほど馬車の中から見えたこの屋や敷しきも例に漏れず、立派な佇たたずまいだった。

　もし迷子になってしまったら──無事、リーザレットの元へ戻ってくることができるだろうか。

「ノワ！　おいで、ノワ！」

　不安に駆かられるまま庭に出て、必死に愛犬を呼んだ。知らない場所ではぐれてしまって、心細い思いをしていないだろうか。そんなことを考え、少しでも目を離したことを後悔する。これでは飼い主失格だ。

「ノワ……あ」

　通された部屋を離れてずいぶん歩き回った時、視界の隅に覚えのある影を捉えた。慌てて視線で追うと、黒い犬が茂しげみに頭を突っ込んで尻しつ尾ぽを振っている。

「ノワ！」

　急いで駆け寄ると、ノワが茂みから顔を出した。嬉しそうに「わん！」と一声吠えた愛犬を見て、リーザレットの足から力が抜ける。どうやら心配は杞き憂ゆうに終わったようだ。

「──で、───から」

　ホッと胸を撫で下ろした時、どこからともなく声が聞こえてきた。周囲に視線を巡らせると、少し先にある部屋の窓で風を孕はらんだカーテンが揺れているのが見える。

　先ほどの声は、そこから聞こえてきたのだろうか。

　またどこかへ行ってしまわないように愛犬を抱え、リーザレットはゆっくりと立ち上がった。そっと窓に歩み寄って壁かべ越ごしに様子を窺うと、再び中から声が聞こえてくる。

「そうか……なら、いい。だが、無理はするなよ」

　次に聞こえてきたのは、低い男の声だった。あ、とリーザレットは目を丸くする。間違いない、ここ数日ですっかり耳に慣れたこの声は、オルバのものだ。

（ということは、ここが弟さんの部屋？）

　少しだけ身を乗り出すと、こちらに背を向けて立つ青年が見えた。その向こうには、大きなベッドがある。だが、黒の軍服を着た背中に阻はばまれ、そこにいるであろう相手の姿までは見ることができない。

「そこで何をしている」

　突如飛んできた言葉に、リーザレットはぎくりと身を強こわ張ばらせた。見れば、オルバが険しい顔でこちらを見つめている。

「す、すみません！　ノワを捜していたらここに辿り着いて……あの、決して盗ぬすみ聞きをしていたわけではっ」

　慌てて状況を説明したものの、どう考えても言い訳にしか聞こえない。オルバがますます眉をひそめ、リーザレットを睨みつける。

「ごめんなさい、すぐ部屋に戻りますから！」

「待ってください！」

　身を翻そうとした時、背後から呼び止められた。思わず振り返ると、ベッドの上で何かがもぞもぞと動く気配がする。

「あなたが、リーザレット様……ですか？」

　涼すずやかな声が、リーザレットの耳を打った。長身の陰になって姿はいまだ見えないが、この声の主がオルバの弟だろうか。

「兄さん、中へ入ってもらおうよ。王女様を庭に立たせたままじゃ申し訳ないでしょう」

「だが、おまえは──」

「ボクなら大丈夫、心配いらないよ。ね、いいでしょう？」

　困惑していると、そんなやりとりが聞こえてきた。オルバが小さく眉間にしわを寄せたが、やがて「仕方ないな」と肩をすくめた。

「あ、あの、でも私は──」

　とっさに断ろうとした時、ふと頭上に影が落ちた。おそるおそる顔を上げたリーザレットの瞳に、黒髪の青年の姿が映る。一体、いつの間に移動してきたのだろう。

「え、ええと……きゃっ!?」

　嫌いやな予感がして身を引こうとした時、オルバの手が伸びてきた。

「ひゃあああああああっ」

　あっという間に腰こしに腕を回され、抱えた愛犬共々引き上げられる。ふわりと身体が宙に浮き、ひやりと胃の奥が冷えた。

「そこまで大げさに驚くことじゃないだろう」

　リーザレットを部屋の中へ降ろし、オルバが呟く。確かに大おお騒さわぎするほどのことではないが、できればもう少し丁てい重ちように扱あつかってほしいところだ。

「大丈夫ですか、王女様」

　深呼吸をして気持ちを落ち着けていると、心配そうな声が響いた。ゆっくりと顔を上げれば、ベッドの上に座る少年と目が合う。

　真っ白なシーツに埋もれてしまいそうなほど、色素の薄うすい少年だった。病気がちということもあるのか線も細く、今にも消えてしまいそうだ。

「初めまして、王女様。ボクはエリオット・ドーベルマンと申します。お会いできて光栄です」

　じろじろと見つめていたリーザレットに気づいたのか、少年がそう自己紹介をした。ハッと我に返り、慌てて頭を下げる。

「リーザレット・ディアハウンドです。こちらこそ、エリオット様にお会いできて嬉しいです」

　ぎこちなく挨拶をすると、エリオットがふわりと笑みを浮かべた。花がほころぶようなほほえみに、不思議と緊張がほぐれていく。

（でも……思ったより元気そう、ですよね？）

　ベッドに座る少年は、顔色こそあまりよくないものの、しっかりとした受け答えをしている。確かに儚はかなげではあるが、今にも命が尽つきようとしているようには見えない。

　一体これは、どういうことだろう。

「実際は少し熱を出しただけらしいが、どこかで情報が錯さく綜そうしたようだな。それが偶然か、意図的なものかはわからないが」

　ため息と共に、オルバが呟いた。それを聞いて、リーザレットはホッと胸を撫で下ろす。オルバの言葉が気になるものの、ひとまずエリオットの容態が命にかかわるようなものでなくてよかった。

「ごめんなさい、王女様。わざわざご足労いただいて……もしよければ、お詫わびにお茶をご馳ち走そうさせてくれませんか？」

「え？　いえ、そんなお構いなく……」

「でも、せっかく来ていただいたんですし。それにボク、王女様ともう少しお話してみたいんです」

「私と？」

　エリオットの言葉に、リーザレットは目を丸くする。自分と話をしてみたいなんて言われたのは初めてだ。

「……だめ、でしょうか？」

「いえ、その……だめというわけでは……」

　すがるように見つめられ、リーザレットは困惑する。エリオットの要望に応えてあげたいのはやまやまだが、本当にいいのだろうか。大事なかったとはいえ、彼は実際に熱を出して寝ね込こんでいたのだ。自分の相手をすることで、また体調を崩くずしてしまうかもしれない。

　助けを求めて視線を向けると、オルバが小さく肩をすくめて頷いた。エリオットの頼みを聞いてやれ、ということだろうか。

「あの、では少しだけ……よろしくお願いします、エリオット様」

　そう言って頭を下げると、小さな少年はパッと顔を輝かせた。




「わああ、すごい！　もふもふだ！　柔らかくて温かくてふわふわで……とても気持ちがいいですね！」

　午後の日差しが差し込む部屋に、無む邪じや気きな少年の声が響いた。ベッドの上では、エリオットに抱きしめられたノワが困ったような顔でこちらを見つめている。

「喜んでもらえて、よかったです」

　助けを求める愛犬に心の中で謝りつつ、リーザレットはエリオットに笑いかけた。ノワには申し訳ないが、これほど喜んでくれているのだから、もう少しだけ辛しん抱ぼうしてほしい。

　リーザレットと話をしたいと言うエリオットが、一番興味を示したのが《護り犬》だった。病弱ゆえに屋敷から出たことがない少年は、初めて《護り犬》を見るらしい。

「《護り犬》といっても、見た目は他の犬と変わらないんですね……あ、これが契約の首輪ですか？」

　ノワの首に嵌はまった銀の鎖を見て、エリオットが尋ねてくる。思わず、リーザレットはぎくりとした。今ノワがつけている鎖は本物ではない。オルバと契約を結んだことがバレないよう、父が用意してくれたダミーの首輪だ。

「おい、もう気がすんだだろう。離してやれ」

　返答に窮きゆうしていると、苦い声が響いた。振り返れば、壁に背を預けたオルバが呆れた顔で弟を見つめている。

「あっ、そうですね。ごめんなさい。王女様にとって、《護り犬》は大切な伴はん侶りよなのに」

「は、伴侶っ!?」
















　思わず、リーザレットは声を裏返らせた。確かに《護り犬》は主人にのみ忠誠を誓ちかい、命を賭としてそれを護るゆえに『唯ゆい一いつ無む二にの相棒』と呼ばれることもあるが……伴侶って。

　慌てて、ぶんぶんと首を振る。自分は、王族らしい振る舞いが何一つできない『落ちこぼれ』の王女。そんなリーザレットがオルバの伴侶だなんて、あまりにも失礼だ。

「言っておくが、《護り犬》はあくまで道具だ。時に武器、時に盾たてとして主人を護る。ただ、それだけだ」

　オルバの言葉に、ちくりと胸が痛む。確かに《護り犬》は、主人を護るためだけに戦う存在だ。だけど──。

「私は、そうは思いません」

　ぽつりと声を上げると、オルバとエリオットが揃そろってこちらを見た。二に対ついの視線を受け止め、リーザレットは再び口を開く。

「少なくとも私は、《護り犬》を道具として扱うつもりはありません。彼らにだって、心はあります。なのに、それを無視して物のように扱うだなんて──私には、できません」

　言い終えて、そっと目を伏せた。異例の事態とはいえ、リーザレットが契約を結んだ《護り犬》がオルバであることは事実だ。彼にだって感情があり、痛みがあり、命がある。そんなオルバを、『道具』として扱うことなどできるわけがない。

　部屋に沈黙が下りた。オルバもエリオットも何も言わない。今だと言わんばかりに、ノワがエリオットの腕から抜け出した。

「……王女様は、強い人ですね」

　やがて、エリオットが小さく呟いた。驚いて、リーザレットはベッドに座る少年を見る。

「強い、ですか？　私が？」

　そんなことを言われたのは初めてで、つい面食らってしまう。だが、エリオットは「はい」と真面目な顔で頷いた。

「で、でも、私は落ちこぼれですし……王族らしいことは何もできなくて、いつも誰かに迷惑をかけてばかりで……」

「そんなことないですよ。だって、王女様はそうやって他の誰かのことを考えられるじゃないですか。相手にもちゃんと心があり、それを傷つけたくないと思ってる──その優しさこそが、王女様の強さなんです」

　エリオットの言葉に、リーザレットは目を瞠る。「強い人」なんて言われたのは初めてだ。にわかにはそれを信じられないが、もしそれが本当だとしたら──。

（こんな私でも、誰かの力になれるでしょうか）

　自分も、何かの役に立つことができるかもしれない。そう思うと、少し自信が湧いてくる。

「王女様が羨うらやましいです。そんな強さを持っていて、唯一無二の相棒がいて……ボクには、何も誇れるものがありませんから」

　ふと、エリオットが表情を曇くもらせた。小さな手が、きゅっとシーツを握りしめる。

（もしかしたら……エリオット様も私と同じなのかもしれません）

　代々王に仕えるドーベルマン家に生まれながら、病弱ゆえに兄や他の家族と同じように生活することができないエリオット。彼はそんな自分を恥じ、不ふ甲が斐いなく思っているのかもしれない。

「……わかります、その気持ち」

　小さく声を上げると、エリオットが驚いたようにリーザレットを見た。

　リーザレットだって、常に王女らしくないと言われ奇き異いの目で見られてきたのだ。そんな自分を情けなく思いながらも、なかなか変わることができなかった。それがもどかしくて、でもどうすればいいのかわからなくて、羞恥と後悔、失望だけが募つのっていく。

　だけど、今は──。

「でも、大丈夫です。エリオット様は、ご自分の弱さを認めていらっしゃいます。それもまた、強さだと思うんです」

　優しさが強さである、とエリオットは教えてくれた。もしそうならば、強さというのは目に見えるものだけではないのかもしれない。そして、その形も一つではない。

　オルバのように強きよう靭じんな身体と圧あつ倒とう的てきな戦せん闘とう技術を持つ強さもあれば、誰かを気遣い思いやるという強さもある。一人で築き上げた強さ、相手がいることによって得られる強さ──どちらも、同じ強さなのだ。

「それに、エリオット様には心配してくれる家族がいらっしゃるじゃないですか。あなたを気遣って、大切に想ってくれる方がいるんです」

　リーザレットの言葉に、エリオットが目を丸くした。その瞳が、ちらりと壁かべ際ぎわに向けられる。そこには、無言でこちらを見つめるオルバの姿があった。

　言葉や態度には出さなくとも、オルバは弟を大切に思っている。エリオットは、決して一人じゃない。必ず彼の味方になってくれる人が身近にいるのだ──リーザレットと違って。

「そう、ですね……ありがとうございます、王女様」

　やがて、エリオットが静かに礼を言った。それから、花がほころぶような笑顔を見せる。

「あ、でももし何かつらいことがあったら、いつでも相談してくださいね。落ちこぼれゆえに、お力になれることがあるかもしれませんし」

「はい、ぜひ！　王女様とは、落ちこぼれ同士気が合いそうですから」

「私も……私も同じことを思ってました！」

　力いっぱい同意すると、エリオットも強く頷いた。思わず互たがいの手を取り、しっかりと握りしめる。

「……どういう意気投合の仕方をしてるんだ、あんたたちは」

　そんなリーザレットとエリオットを見て、オルバが呆れたように呟いた。




　日が暮れる前に、リーザレットとオルバはドーベルマン邸を発たつことになった。あまり長居をして、エリオットの身体に障さわっては元も子もない。

「あの、ありがとうございました。エリオット様」

　玄関まで見送りに来てくれたエリオットに、リーザレットは丁寧に頭を下げる。

「ボクも王女様とお話しできて楽しかったです。よかったら、また遊びに来てくださいね」

　無邪気にそう言われ、リーザレットは返答に困る。遊びに来てほしいと言われても、安易に約束できるものではない。

　一応は王族であるリーザレットが城の外に出る機会はめったにないし、病気がちなエリオットの体調も気になる。

　何より契約を解除してしまったら、もうオルバと会うことはなくなるのだ。彼との接点が消えてしまえば、リーザレットがこの屋敷を訪れる理由もなくなってしまう。

　ずきん、と胸の奥が痛んだ。しくしくと刺すような痛みは、少しずつ広がっていく。

　何故、こんなにも悲しい気持ちになるのだろう──オルバと結んだ《護り犬》の契約は、必ず解かなくてはならないものなのに。

「……だめ、ですか？」

　急に黙り込んでしまったリーザレットに、エリオットが不安そうな声を上げた。ハッと我に返り、慌てて首を振る。

「いえ……きっと、いつかまた」

　曖あい昧まいに言葉を濁にごすと、エリオットが少し寂さびしそうな顔をした。だが、すぐに笑顔に戻って「はい」と頷く。

「おい、そろそろ行くぞ」

　俯いていると、オルバが声を上げた。頷いて、リーザレットは用意された馬車に乗り込む。続いて、ノワが入ってきた。その口には、大きな骨が咥えられている。エリオットが「お土産みやげにどうぞ」と言って渡してくれたものだ。

　最後に乗り込んできたオルバが腰を下ろすと、静かに扉とびらが閉まった。ほどなくして、ゆっくりと馬車が動き出す。

　リーザレットもオルバも何も言わず、車内に沈黙が下りた。隣によじ登ってきたノワが、嬉しそうに骨を齧かじり始める。

「何か、言いたいことでもあるのか」

　しばらくして、オルバがそう問いかけてきた。まっすぐな視線を向けられ、リーザレットは逡巡する。聞きたいことがあるのは確かだが、それを尋ねてもいいものだろうか。

「まあ、だいたい想像はつくがな。あいつ──エリオットのことだろう」

　そう言って、オルバが肩をすくめた。どうやら、見み透すかされていたらしい。

「……ドーベルマン大佐とは、あまり似ていらっしゃらないんですね」

　オルバとエリオット、二人の兄弟はまるきり正反対だった。体格もがっしりとしていて屈くつ強きようなオルバに対し、エリオットはあまりにも繊せん細さいで儚すぎる印象を受ける。病気がちということもあるが、あれほど差が出るものだろうか。

　それに、顔立ちもあまり似ていない気がした。そう──リーザレットと異母兄妹たちのように。

「本当の兄弟ではないからな……あいつと違って、俺は養子だ。九つの時にあの家に入った」

「養子……？」

「十六年前、俺はランドルフ王──あんたの父親が慈じ善ぜん事業の一いつ環かんとして寄付を行っている施設にいた。そこで視察に来た王に剣けん術じゆつの腕を見込まれ、拾われたんだ」

「ええっ!?」

　驚いて、リーザレットは目を瞠る。オルバが孤児だったことはもちろん、彼と父との意外な関係性にも驚いた。

「王は、当時秘書官をしていた先代ドーベルマン公爵に俺を預けた。子供に恵めぐまれなかった公爵は跡あと取とりとして俺を育てるよう命じられ、それを了りよう承しようした。将来、王の右みぎ腕うでとなる人間を失うわけにはいかなかったんだろう」

　オルバの言葉に、リーザレットも頷く。ドーベルマン公爵家は、代々王に仕えてきた家系だ。自分の代で、それを途と絶だえさせるわけにはいかない──きっと、先代ドーベルマン公爵はそう考えたのだ。

「結局、エリオットが生まれたことで状況は変わったがな。病弱とはいえ、あいつはちゃんとしたドーベルマン家の人間だ。万が一のことがない限り、エリオットがあの家を継ぐ──そういう話になっている」

「そんな……」

　淡々と語るオルバに、リーザレットはかける言葉を失った。

　この国の貴族たちは、血の繫がりを重んじる傾けい向こうがある。いくら長男とはいえ、やはりまったく血の繫がらない人間に家か督とくを継がせるわけにはいかないのだろう。だけど──。

「何で、あんたがそんな顔をするんだ」

　目を伏せて唇を嚙みしめていると、怪け訝げんそうにオルバが尋ねてきた。

「言っておくが、俺は別に気にしてない。そもそも、どこの馬の骨ともわからない人間を当主に望む奴やつはいないだろう。あの家の人間にとって、俺は異分子だからな」

　そう言って、オルバは窓の外に目を向けた。その横顔が、かすかに強張っているように見える。もしかしたら、彼は──。

「……ですが、あなたがあの家にとって不要な存在だとは思えません」

　静かに言葉を吐き出すと、オルバがゆっくりと振り返った。灰色の瞳を見据え、リーザレットは先を続ける。

「ドーベルマン家の方々は、エリオット様の容態をあなたに伝えてくれたでしょう？　それは、あなたがあの家の人間だと、大切な家族だと思っているからではないのですか？」

　リーザレットの問いに、オルバが目を瞠った。その顔に、驚愕が広がっていく。

「……家族、か」

　車輪の音の合間を縫ぬって、小さな声が聞こえてきた。幾分表情を和らげたオルバが、一つ息をついて肩をすくめる。

「だとしたら、俺がドーベルマン家の名に泥を塗るわけにはいかないな──俺を拾ってくれた王のためにも」

　ハッと、リーザレットは息を吞んだ。オルバが王に仕えることを望む理由が、ようやくわかった気がする。彼は、自分を救ってくれた王に恩義を感じているのだ。だから王にだけ忠誠を誓い、王のために尽くそうとしているのではないだろうか。

（やはり、早く契約を解除する方法を見つけなくては……）

　このままではいけない、という思いが胸をよぎる。一刻も早く、オルバを父の元へ戻してあげなくては。

　だが、そう考える一方で、心のどこかに寂しさを感じていた。
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「あれ？　もう帰ってきたんだ？」

　城へ戻ったリーザレットを迎えたのは、そんな言葉だった。オルバと共に自室へ向かう途中、廊下の向こうから歩いてきた人物がそう投げかけてきたのだ。

「グレアム兄様……」

　相棒である黒い犬を従え、ジロジロと無ぶ遠えん慮りよな視線を向けてくる異母兄に、リーザレットは思わず身を強張らせる。足元にいたノワが、主人を護ろうとするかのように前に出た。

「婚こん約やく者しやの家に挨拶に行った割には早かったね。もっとゆっくりしてくればいいのに」

「ち、違います！　挨拶だなんて……それに、彼とはそんな関係じゃありません！」

　慌てて、リーザレットは首を振る。まさか、グレアムまであの噂うわさを鵜う吞のみにしているとは思わなかった。

「ドーベルマン大佐は、護衛として私についてくれているだけです。婚約なんて、そんな事実はありません」

　誤解を解かなくては、とリーザレットは必死に訴える。グレアムは「ふぅん」と気のない返事をした後、スッと目を細めた。

「護衛ねぇ……どう考えても、王位継承第四位の王女には必要ないと思うんだけど……父さんは何を考えているんだろうね？」

「別に、あんたには関係ないだろう」

　探さぐるような目で問いかけてきたグレアムを、オルバが容赦なく突っぱねる。それを聞いて、グレアムが表情を険しくした。

「ずいぶんと生意気な口を利きくな、オルバ・ドーベルマン。王家に仕える者としての自覚がないんじゃないか？」

「俺が仕えるのはあくまで王だけだ」

「つまり、王子には敬意を払うまでもない、と？」

　グレアムの声音が一段と低くなり、オルバを睨みつける双眸に剣吞な光が宿る。

「確かおまえ、ドーベルマン家の養子だったな。やはり元野の良ら犬いぬ、躾しつけも何もなってない」

　嘲ちよう笑しようと侮ぶ蔑べつの混じった言葉に、リーザレットは息を吞んだ。胸の奥で、どくんと鼓動が跳ねる。

「おまえ、本当は父さんに捨てられたんじゃないか？　護衛なんて聞こえのいい言葉で誤ご魔ま化かして、実際は落ちこぼれ王女のお守もり役やくにされたっていうのが真相だったりして。だってこんな行ぎよう儀ぎの悪い狂きよう犬けん、さすがに父さんでも手に余る──」

「やめてください！」

　とっさに声を上げ、グレアムを遮った。驚いたように、オルバたちがこちらを見る。

「私のことはともかく、彼まで悪く言うのはやめてください！　ドーベルマン大佐は、とても真面目で誠実で、軍人としても優秀な素す晴ばらしい方です！」

　確かにオルバは元孤児であり、ドーベルマン家の養子だ。だが、自分を救ってくれた王に恩を返そうと尽くす彼の忠誠心は、他のどの貴族にも劣おとらない。

　少々無愛想で荒あらっぽいところもあるけれど、それは彼の実直さの表れだろう。裏表のないオルバは、絶対に自分を誤魔化さない。

　周囲の意見や噂に流されず自分の信念を貫く姿は、孤高でありながらどこか人を惹ひきつける。一見他人を寄せつけない雰囲気を持ってはいるが、決して人情に欠けているわけではないのだ。

　リーザレットにはないものを持ち、ひたすら己の道を進む彼を、リーザレットは素直に尊敬する。なのに、自分のせいで彼を悪く言われるのはどうしても我が慢まんならない。

「ですから、その……彼の悪口を言うのは……やめていただきたい、です……」

　紡つむいだ言葉は、次第に小さくなって消えていった。気づけば、オルバもグレアムも、目を丸くしたままこちらを凝ぎよう視ししている。ふいに居い心ごこ地ちが悪くなり、その視線から逃れるように顔を俯けた。

　ついカッとなって声を上げたことを、今さらながらに後悔する。しかも、ずいぶんと偉えらそうな口を利いてしまった。落ちこぼれの自分が異母兄に意見するなんて、きっと生意気だと思われたに違いない。

　怖々と様子を窺うと、グレアムは何も言わずにリーザレットを見つめていた。その顔からは、完全に表情が消えている。怒らせてしまったのだ。

「あの……ごめんなさい！」

　慌てて頭を下げた時、視界の端で何かが動いた。グレアムの足元にいた黒い塊が、目にも止まらぬ速さで飛び出してくる。

　すかさず、ノワが吠えた。懸命に四し肢しを踏ふん張ばり、盾のようにリーザレットの前に立ちはだかる──が、黒い影はあっさりとその上を跳とび越こして迫せまってくる。

「っ！」

　息を吞むと同時に、一筋の光が走った。それがオルバが腰に下げたサーベルの刃やいばだと気づいた時には、一いつ閃せんして空を割さいている。

　直後、黒い何かが音もなく床に着地した。弾だん丸がんのごとくリーザレットに襲いかかろうとしたもの──グレアムの《護り犬》、ロルフだ。

「何のつもりだ」

　低く、オルバが声を上げた。すさまじい怒ど気きをまとうオルバと真っ向から対たい峙じしたグレアムが、口くちの端はしを吊り上げて歪んだ笑みを作る。

「何って、決まってるだろ！　生意気な異母妹いもうとに対するお仕置きさ！　少し優しくしてやれば調子に乗りやがって……おまえみたいな落ちこぼれは、びくびくしながら俺の言うことを聞いてればいいんだよ！」

　石造りの廊下に、グレアムの怒ど声せいが響き渡る。普段の穏おだやかな様子からは想像もできない異母兄の姿に驚いて、リーザレットは目を瞠った。

「なるほど。それが本音か。優しくするふりをして、内心では義妹いもうとを虐しいたげて優ゆう越えつ感かんに浸ひたっている──ずいぶんと捻ねんじ曲がってるな」

　リーザレットを庇かばうように前に出たオルバが、グレアムを睨みつける。途端にグレアムが我に返り、慌てて表情を取とり繕つくろった。

「人聞きの悪いことを言うな、オルバ・ドーベルマン。これは愛情表現の一つだよ。なぁ、リーザレット」

　そう言って、グレアムがにこやかな笑みを浮かべる。いつもと変わらぬその笑顔からは、先ほどまでの異い様ような気配は感じられない。

　そんな異母兄を見て、リーザレットは困惑した。《聖せい犬けん》から力を授さずけられた《護り犬》は、主人の命令次第で人を殺すこともできる。そんなものをいきなりけしかけてくるのは、はたして愛情表現と言えるのだろうか？

「まあいいや。でも、もう少し自分の立場をわきまえた方がいいよ、リーザレット」

　そんな言葉を残し、グレアムが《護り犬》を従えて身を翻した。その背中が廊下の奥に消えてから、リーザレットはようやく息をつく。今になって足が震え出し、たまらず床に座り込んだ。

「大丈夫か？」

　リーザレットの前に膝ひざをついて、オルバが尋ねてくる。

「だ、大丈夫です。少し驚いただけで……」

「まあ、あんたにとっては〝優しい兄様〟だったんだろうからな」

「あ、いえ、そうではなく……驚いたのは、自分に、です。あんなふうに声を上げたのは、初めてでしたから……」

　小さく首を振って、リーザレットは胸に手を当てた。まだ、心臓がドキドキしている。

　今まで一度も、誰かに意見したことなんてなかった。他人から何を言われようと、それに反はん駁ばくすることなく甘かん受じゆしてきたのに──ずいぶんと思い切ったことをしたものだ。

　だけど、不思議と後悔はしていない。それどころか、かすかな高揚さえ覚える。初めて何かを成なし遂とげた、そんな達成感が胸にあふれていた。

「確かに、あれには俺も驚いたが──あまり褒ほめられた行動ではないな」

　ため息混じりに呟かれ、リーザレットはハッと我に返る。ぎこちなく視線を上げると、灰色の瞳が責めるようにこちらを見下ろしていた。

「そう、ですね……結局、あなたに助けられてしまいましたし」

　今さらそれを思い出し、力なくうなだれる。いわれなき批判からオルバを護ろうとしたつもりが、逆に護られてしまった。これでは本末転倒ではないか。

　高ぶっていた気持ちが、急速にしぼんでいく。やはり自分は、何もできない落ちこぼれなのだ。

「すみません、私──」

「別に責めてるわけじゃない、無茶をするなと言ってるんだ」

　言われて、リーザレットは目を丸くした。オルバは、怒ったり呆れたりしているわけではないのだろうか──ただ、リーザレットを案じてくれているだけで。

「わ、わかりました。気をつけます」

　神妙な顔で頷くと、オルバが「ああ」と答える。それから、思い出したようにぼそりとつけ加えた。

「……まあ、その無茶が俺のためだったというのは、悪くないがな」

「え？」

　思わず、首を傾げて問い返す。が、オルバは「何でもない」と言って気まずそうに視線を逸らした。
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　誕生日パーティの前日、ルーシーとセドリックがリーザレットの部屋を訪ねてきた。

「神しん殿でんを襲しゆう撃げきした犯人は、わかったのか？」

　応接用のテーブルを囲んで腰こしを落ち着けた途と端たん、オルバがそう切り出す。向かいに座すわるセドリックが、苦笑と共に肩かたをすくめた。

「いや、それがまだ……でも、犯人の狙ねらいは大体読めたよ」

　思わずオルバと顔を見合わせ、リーザレットは居住まいを正す。足元でそれを見ていたノワが、同じように背筋を伸ばした。

「神殿を襲おそった目的は、おそらく儀ぎ式しきを妨ぼう害がい──リーザレット殿でん下かに、王位継けい承しよう権けんを認めさせないために」

「そんなっ……」

　セドリックの言葉に、リーザレットは絶句する。まさか、そのような理由で自分が狙われるなんて、思ってもみなかった。

「どうやら犯人は、リーザレット殿下が次の王になるんじゃないかと危き惧ぐしてるみたいですね。だから、儀式を妨害して王位継承権を奪うばおうとしたのではないかと」

「わ、私が王に……？　そんなの、絶対にありえません！」

　慌あわてて、リーザレットは首を振る。自分は何もできない落ちこぼれであり、王位継承権も兄きよう妹だいの中で最下位だ。王になる可能性なんて、限りなく低い。

　まして、この国には二人の優秀な王子がいる。なのに、わざわざ落ちこぼれの王女を次の王に選ぶ必要などないではないか。

「そうとは限らないわよ。実際、あんたは国王様の愛まな娘むすめだし……それに、オルバがあんたの護衛についたことで、ますますその可能性が高くなってきちゃったのよねぇ」

「どういう意味だ？」

　困ったように呟つぶやくルーシーに、オルバが問いかけた。怪け訝げんそうに眉まゆをひそめたその表情は、怒おこっているようにも見える。

「俺は、儀式の間だけ彼女の護衛につけという王の命令に従っただけだ。それが何な故ぜ、王位を譲るという話になる？」

「決まってるでしょ。あんたは代々王に仕えるドーベルマン家の人間……そんな相手が護衛についたとなると、勘かん違ちがいされてもおかしくないわ」

　あ、とリーザレットは声を上げた。先日、アランと交かわしたやりとりを思い出す。

　勘違いするなよ。おまえが王になる可能性など、微み塵じんもない。

　あの時は、何故アランがそんなことを言ってきたのかわからなかった。だけど今、ようやく納なつ得とくする。ルーシーが言うように、アランもリーザレットが次の王に選ばれたと思っているのだ。

「なるほど。なら、犯人は彼女が王になると困る人間ということになるな」

　低く、オルバが呟いた。ハッと、リーザレットは息を吞のむ。

（私が王になると困る人間…………いいえ、まさかっ）

　無意識のうちに辿たどり着ついた答えを否定するように、慌てて頭を振った。もしかしたら、兄たちのうちどちらかが犯人なのではないか──そう考えた自分が嫌いやになる。身内を疑うようなことは、したくないのに。

「エリオットが危き篤とくだという情報を流したのもそいつの仕し業わざかもしれないな……彼女を城から追い出すために」

　オルバの言葉に、リーザレットは愕がく然ぜんとした。自分のせいでエリオットまで利用されたのかと思うと、何だかいたたまれない。

「でも、犯人の計画はことごとく失敗した。となると、また狙ってくる可能性もある」

「明日のパーティで、何か仕し掛かけてくるかもしれないな」

　口を閉ざしたリーザレットをよそに、セドリックとオルバが言葉を交わす。二人のやりとりを聞きながらギュッと両手を握にぎりしめると、ノワが心配そうに鼻を鳴らした。

「大丈夫よ、リジー。パーティではアタシたちも護衛につくわ。あんたには絶対に手出しさせないから、安心して」

　いつになく優しい声音で、ルーシーが言う。そんなイトコに、リーザレットは曖あい昧まいな笑えみを返した。彼らがそばにいてくれるのは、とても心強い──だけど。

（このままで、いいんでしょうか……）

　そんな疑問が、ふと胸をよぎる。犯人の狙いがリーザレットなら、これは自分で立ち向かわなくてはならない問題だ。なのに、他人に任せてばかりでは何の解決にもならないのではないだろうか。

　だとしたら、自分にできることは一体何だろう。
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　パーティ当日は、清すが々すがしいほどの晴天に恵めぐまれた。窓の外には澄すんだ空が広がり、まばゆいほどの陽光が燦さん々さんと降り注いでいる。春の気配を含ふくんだ風が、開き始めた花の蕾つぼみをそっと揺ゆらしていく。

　まるで、世界のすべてがリーザレット様を祝福してくれているみたいですね──そう言ったのは、いつも身の回りの世話をしてくれているメイドたちだ。

　だが、彼女たちの言葉に反してリーザレットの心は晴れなかった。それを察したのか、足元に座っていたノワが不安げに鼻を鳴らす。

「では、契けい約やくを解く方法は見つからなかったというのだな」

「はい……申し訳ございません、お父様」

　謝罪を口にしながら、小さく両手を握りしめる。昨日も遅おそくまで《護り犬ガーデイアン・ドツグ》の契約を解く方法を探していたが、結局手がかり一つ見つけられなかった。

　夜が明けた今日、父に呼ばれたリーザレットは今までの経けい緯いをすべて報告したのだが。

「やはり、一度結んだ契約を解除することは不可能か」

　眉み間けんにしわを寄せ、王がため息をつく。そのまま黙だまり込んでしまった父を見て、リーザレットは唇くちびるを嚙かんだ。また、失望させてしまっただろうか。

「パーティには、このまま出席するしかあるまい。だが、今はまだオルバと契約を結んだことを貴族たちに知られるでないぞ」

「は、はい。気をつけます」

　ようやく口を開いた父に、リーザレットは神しん妙みように答える。一つ頷うなずいて、父はリーザレットの隣となりに目を向けた。そこには、片かた膝ひざをついて頭こうべを垂れるオルバの姿がある。

「私は、これから重要な会議があってな。パーティには少し遅おくれるかもしれん。その間、娘を頼たのめるか、オルバ」

「もちろんです。あなたから命じられた護衛の任、最後までやり遂とげてみせます」

　王の言葉に、オルバが一層深く頭を下げた。主人に忠誠を誓ちかう騎き士しのようなその姿を見て、リーザレットは申し訳なくなる。

　本当なら、オルバは今、父の隣で彼の望む仕事についていたはずなのに──。

「では、下がれ。くれぐれも気をつけるようにな」

　退出を命じられ、リーザレットはオルバとノワを伴ともなって部屋を出た。背後で扉とびらがバタンと閉じると同時に、深くため息をつく。

　契約を解除できなかったことも、それを隠かくしてパーティに出なければならないことも、その中で自分が狙われるかもしれないということも、すべてが重荷となってリーザレットの肩にのしかかってきた。こんな状態で、無事に王女としての務めを果たせるのだろうか。不安と緊きん張ちようで、胸が押おし潰つぶされそうになる。

「大丈夫だ。あんたは必ず、俺が護る」

　ふいに響ひびいた声に、リーザレットは目を瞬しばたたいた。ゆっくりと振ふり返かえると、オルバが身をかがめてこちらを覗のぞき込んでいる。

　どくん、と鼓こ動どうが跳はねた。強い光を宿した双そう眸ぼうが、まっすぐにリーザレットを見つめてくる。途端に気き恥はずかしくなり、慌てて顔を俯うつむけた。

「あ、ありがとうございます……ドーベルマン大たい佐さ」

　ようやく感謝の言葉を絞しぼり出すと、オルバが小さく息を吞む気配がする。それから、慌てた様子で身を離はなした。

　思わず、「あ……」と声が漏もれる。だが、その先の言葉を続けることはできない。

　行かないで──そう言いかけた自分に驚おどろいた。離れていくのが名残なごり惜おしいだなんて、一体何を求めようとしたのだろう。あまりにも長く一いつ緒しよにいたことで、人のぬくもりに慣れすぎてしまったのかもしれない。

（でも、もし契約を解く方法が見つからなければ……）

　ふと、そんな考えが浮うかんでくる。契約を解除できなければ、オルバはこのままリーザレットのそばにいてくれるだろうか──。

　そこまで考えて、慌てて首を振った。オルバは、王に仕えることを望んでいる。そんな彼を、いつまでもリーザレットのそばに置いておくわけにはいかない。《護り犬》の契約を解くことこそが、彼のためなのだ──そう、自分に言い聞かせる。

　胸むねの奥おくで、何かが軋きしむ音がした。だが、リーザレットは気づかないふりをして歩き出す。

　自室の前まで戻もどってきた時、前を歩いていたノワがピタリと足を止めた。かと思うと、急に部屋の扉に向かって吠ほえ始める。

　どうしたのかと首を傾かしげた直後、中から悲鳴が聞こえてきた。思わず、リーザレットはオルバと顔を見合わせる。

「あんたはここにいろ。俺が様子を見てくる」

　そう言って、オルバが慎しん重ちように扉を開けた。同時に、メイドが一人飛び出してくる。

「リーザレット様！」

　廊ろう下かに佇たたずむリーザレットを見て、メイドが声を上げた。どうやら怪け我がなどはしていないようで、ホッと胸を撫なで下おろす。

「何があったんですか？」

「それが、その……今日着ていただく予定だったドレスが……」

　問いかけると、今にも泣き出しそうな顔でメイドが答えた。再びオルバと視線を交わし、二人で中へ踏ふみ込む。向かうのは、ドレスや靴くつなどが収納してある衣い装しよう部屋だ。

「なっ……」

　そこに広がっていた光景に、リーザレットは絶句した。部屋の中は、ひどい有あり様さまだった。

　メイドたちが何日もかけて選んでくれたドレスは無残に引ひき裂さかれ、ただの布切れと化している。床ゆかにはその残ざん骸がいが散らばり、一面を青く染めていた。

「やられた、な」

　部屋の惨さん状じようを眺ながめていたオルバが、軽く眉をひそめた。ハッと、リーザレットは息を吞む。まさかこれも、自分を狙う者の仕業なのだろうか。

「昨日確認した時には、何ともなかったのですが……今見たら、こんなになってまして」

「申し訳ございません！　我々がしっかり管理していなかったばかりに……」

「謝あやまらないでください。あなたたちのせいではないですから」

　涙なみだを浮かべて頭を下げるメイドたちを、そっと慰なぐさめる。彼女たちは悪くない。狙われていることがわかっていながら、何の対処もしていなかったリーザレットの責任だ。

「代わりのものはないのか」

　オルバが問いかけると、メイドたちは困ったように顔を見合わせ一いつ斉せいに首を振った。

「それが、パーティで着られそうなドレスはほとんど傷つけられていまして」

「すぐに用意できるものはありません」

「ずいぶん念入りにやってくれたものだな……どうする？　このままパーティを欠席するか？」

　ため息混じりに呟いて、オルバがこちらを振り返った。一いつ瞬しゆん、リーザレットは言葉に詰つまる。

　パーティを欠席すれば、貴族たちに契約のことがバレる心配はないし、王族として彼らの前に立たなくてもすむ。今感じている重荷から、すべて解放される──でも、それではだめだ。

　意を決して、リーザレットは顔を上げた。灰色の瞳ひとみを見つめ返し、再び口を開く。

「パーティには、出席したいです。今日集まってくれる方々は、私のために足を運んでくださるのですし……それに、逃にげてばかりではいけないと思うので」

　昨日から、ずっと考えていた。いつまでも誰だれかに頼たよっていては、何も変わらない。ならば、自分はどうすればいいのだろう、と。

　その明確な答えはまだ見つかっていないけれど、まずは逃げるのをやめよう。エリオットは、リーザレットを強い人だと言ってくれた。だからきっと、今なら変われる──と思いたい。

「あんた、いい顔になったな。以前に比べると、ずいぶん王女らしくなった」

「えっ？　王女らしい……ですか？　私が？」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を瞬く。王女らしいなんて言われたのは初めてだ。

「少なくとも、今のあんたは自分の立場を自覚しているだろう。まあ、それでも模も範はん的てきな王女には程ほど遠とおいがな」

　そう言って、オルバが肩をすくめた。まだ完全に認められたわけではないようだが、それでもじわじわと嬉うれしさが込み上げてくる。

「あの、ありがとうございます！」

　身を乗り出して礼を言うと、オルバが面食らった顔をした。それから、慌てた様子で口元を押さえて顔を背そむける。

「リーザレット様……ずいぶんとご立派になられて……！」

「そういうことでしたら、我々も全力で応おう援えんさせていただきます！」

　オルバとのやりとりを見守っていたメイドたちが、感かん極きわまった声を上げた。「ありがとうございます」と礼を言いかけて、リーザレットはふと床に目を落とす。

「あ……でも、ドレスが……」

「問題ない。俺に考えがある」

　眉を寄せるリーザレットに、オルバが言った。

「考え、ですか？」

　思わず、リーザレットはメイドたちと顔を見合わせる。彼の言う考えとは一体何だろう。

「要は、ドレスがあればいいんだろう。それなら、当てがある」
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「あらリジー、似合ってるじゃない！　やっぱり、アタシの見立ては間違ってなかったわ」

　パーティの会場となる広間の入口で、ルーシーがそう声をかけてきた。いつものように黒の軍服を着込んだ彼の隣には、セドリックの姿もある。

「に、似合ってますでしょうか……？」

　困ったように、リーザレットは視線を泳がせた。ルーシーの言葉を信じないわけではないが、どうしても自信が持てない。足元では、いつもと違う様子の主人を見たノワが首を傾げている。

　オルバの言う『当て』とは、ルーシーのことだった。何着ものドレスを抱かかえてリーザレットの部屋を訪おとずれたルーシーは、「アタシに任せなさい、とびっきりの一着を選んであげるわ！」と言って、持ってきたドレスを一着一着吟ぎん味みしてくれた。

　そうして選んでくれた一着を、メイドたちが急いで仕立て直す。ルーシーが趣しゆ味みで集めているドレスは、リーザレットには少々サイズが大きく、どうしても調整が必要だった。数人がかりでドレスを直し終え、ようやく着き替がえたまではいいのだが。

（あまり、似合っているとは思えないのですが……）

　ルーシーが選んでくれたドレスは、黒を基調とした落ち着いたデザインのものだった。大きく開いた胸むな元もとから腰まではぴったりと体にフィットし、下は緩ゆるやかなドレープが幾いく層そうにも重なっている。フリルやレースなどの装そう飾しよくは控ひかえめで、大人っぽさが一層際きわ立だつ。普ふ段だんなら、絶対に着ることのないタイプだ。

「よく似合ってますよ、リーザレット殿下。オルバもそう思うだろ？」

　柔やわらかく目を細めたセドリックが、同意を求めるようにリーザレットの背後を見た。その視線を追って振り返ると、何やら複雑な表情をしたオルバの姿がある。

「ああ……まぁ、悪くないんじゃないか？」

　答えたオルバに、リーザレットは首を傾げた。彼にしては、珍めずらしく歯切れが悪い。よく見れば少々顔が赤い気もするし、どこか具合でも悪いのではないだろうか。

「あの、大丈夫ですか？　もし体調が悪いのであれば、無理をなさらない方が……」

　心配になって覗き込むと、オルバが慌てたように身を引いた。

「も、問題ない。護衛としての任務はきちんと果たす！」

　口早にそう言って、オルバが目を逸そらす。何やら様子がおかしい気もするが、本当に大丈夫なのだろうか。

「気にしなくていいわよ、リジー。オルバは別に具合が悪いわけじゃないから」

「え、そうなんですか？」

「ええ。彼は今、理性と戦ってるだけですよ」

　ニヤニヤと笑うルーシーとセドリックを見て、リーザレットは目を瞬く。理性との戦いとは、一体何のことだろう？

「じゃあリジー、アタシたちは先に入って中の様子を見てくるわ」

「少しでも怪あやしい動きがあれば、すぐに知らせます」

　ルーシーとセドリックが視線を交わし合い、広間へと入っていく。その姿を見送って、リーザレットは気を引き締しめた。

「俺たちも行くぞ」

　いまだに目を逸らしたまま、オルバがリーザレットを促うながす。「はい」と頷いて、リーザレットは中へと踏み込んだ。




　パーティの会場は、華はなやかな雰ふん囲い気きに包まれていた。一角では楽団が優ゆう雅がな音色を奏かなで、天てん井じようから吊つるされたシャンデリアがキラキラと光を振りまいている。

　集まった貴族たちは煌きらびやかに着き飾かざり、あちこちで談だん笑しように花を咲さかせていた。と、その中の一人がリーザレットに気づいて声を上げる。

「リーザレット殿下！」

　途端に、近くにいた人々がこちらを振り返った。続いて「わあっ」と歓かん声せいが上がる。

「成人おめでとうございます、リーザレット殿下！」

「ようやく、大人の仲間入りですな。これからのご活かつ躍やくを期待しておりますぞ」

「まぁ、ずいぶんと立派になられて……見違えましたわ！」

　あっという間に、貴族たちが周りを取り囲んだ。口々に挨あい拶さつや祝いの言葉を述べ、握あく手しゆを求めてくる。その勢いに押され、リーザレットは思わず身を引いた。

「え、ええと……あ、ありがとうございます」

　何とか礼を言ったものの、次から次へと迫せまられ困こん惑わくする。足元のノワも、押し寄せてくる貴族の集団に驚いたのか、小さく鼻を鳴らして右往左往していた。

　どうしよう、どうすれば──王女らしく対応しなければと思うものの、動どう揺ようと焦あせりで上う手まく思考が働かない。

　その時、ふと背中にぬくもりが触ふれた。振り返れば、背後に控えていたオルバがそっと顔を寄せてくる。

「大丈夫だ。落ち着いて、ゆっくり息をしろ」

　すっかり耳に慣れた低音が、リーザレットの耳じ朶だをくすぐった。指示に従って大きく深呼吸すると、混乱していた心が次し第だいに平静を取り戻す。強こわ張ばっていた身体からだもほぐれ、ようやく気持ちが落ち着いた。

「ねぇ、まさか本当に？」

「あの二人が婚こん約やくしたっていうのは、噓うそじゃなかったのか？」

　どこからともなく聞こえてきた言葉に、リーザレットはハッとする。

「ち、違います！　彼は父の命令で護衛についているだけで……婚約者ではありません！」

　慌てて首を振ると、貴族たちが驚いた様子で顔を見合わせた。「護衛？」「何故ドーベルマン家の人間が、王女殿下の護衛に？」「王は何を考えていらっしゃるのだ？」と、様々な憶おく測そくが周囲を飛び交う。

　オルバと婚約したという誤解は解けたものの、また新たな疑ぎ惑わくを生んでしまった。おろおろしていると、一人の貴族がリーザレットの前に進み出てくる。

「リーザレット殿下、婚約者の座が空いているのでしたら、ぜひともうちの息むす子こを紹しよう介かいさせてください！」

「おい、ずるいぞ！　それならうちのせがれを！」

「いや待て、うちが先だ！」

　辺りを取り囲んでいた貴族たちが、再び迫ってきた。何故いきなり婚約者を選ぶ話になっているのだろう、とリーザレットは困惑する。

「ええと、あの、私は──」

　言いかけた時、突とつ然ぜんダンッという音が響いた。驚いて口を噤つぐむと、一歩足を踏み出した体勢でオルバが貴族たちを睨にらんでいる。

「そういう話は、しかるべきところを通してからにしてもらおうか」

　低く押おし殺ころした声に、誰かが「ひっ」と悲鳴を上げた。それを機に一人、また一人と後退していく。ほどなくして、辺りには誰もいなくなった。

「……何か、対応を間違えたでしょうか」

　ぽつりと呟いて、リーザレットは首を傾げる。またしても、王女にふさわしくない行動をしてしまっただろうか。貴族たちは、そんな自分に呆あきれて離れていってしまったのかもしれない。

　しゅんと肩を落としていると、広間いっぱいに音楽が鳴なり響ひびいた。それを合図に、貴族たちがパートナーと手を取り合っていく。ダンスが始まるのだ。

　急いで辺りを見回すが、すでにほとんどの人がペアを組み終えてしまっている。そんな中、何人かの若い男たちがちらちらとリーザレットに視線を送っていた。しかし、誰も声をかけてこようとはしない。

（やはり、私なんかと踊おどってくださる方はいらっしゃらないですよね……）

　俯いて、リーザレットはため息をついた。ここに来ているのは、名のある貴族の子息ばかりだ。落ちこぼれ王女を、ダンスの相手に選んでくれるはずがない。

「踊らないのか」

　オルバに尋たずねられ、リーザレットはますます身を縮こまらせる。

「でも、私の相手になってくださる男性なんて──きゃっ」

　言い終えるより先に、オルバに腕うでを摑つかまれた。そのまま腰に腕を回され、グッと引き寄せられる。

「な、何を……」

「これでも一応、公こう爵しやく家けの人間だからな。ダンスくらいできる」

　そう言って、オルバが動き出した。彼の腕に抱だき込まれているリーザレットも、必然的にオルバに合わせる形になる。

　後ろに一歩引いたかと思うと、その場でくるりと一回転。そして今度は左に足を踏み出し、立ち止まって再びターンする。

　軽快なテンポの曲に乗って、オルバが次々とステップを踏んだ。それに合わせて、リーザレットもくるくると舞まう。だが──。

（ま、待って待って……これはちょっとっ）

　ついていけない、とリーザレットは内心で悲鳴を上げた。オルバの動きは一つ一つが荒あら々あらしく、基本をほとんど無視して独自のリズムで進んでいく。そのため次の動きをまったく予想できず、オルバが足を踏み出すたびに小こ柄がらなリーザレットは前後左右に振り回された。腰を支えられていなければ、今にも吹ふっ飛とんでしまいそうだ。

　足元では、目まぐるしく動く二人に合わせてノワが飛とび跳はねていた。そんな愛犬を踏みつけないよう慎重に足を運ぶが、再びオルバに引き寄せられ大きく身体が揺れる。

　何だか、目が回ってきた。さすがに限界を感じて、リーザレットは声を上げる。

「あ、あのっ……もしかして、ダンスは苦手なんですか？」

　途端に、オルバが足を止めた。その顔が、みる間に険しくなっていく。

「あっ……ご、ごめんなさい！」

　失礼なことを言ってしまったと気づき、慌てて謝った。が、オルバは何も言わずに眉まゆ根ねを寄せる。怒らせてしまっただろうか。

「……軍人には、必要ないからな」

　やがて、苦虫を嚙み潰したような顔でオルバが呟いた。え、とリーザレットは目を瞬く。やはり、ダンスは苦手だったようだ。

　だが、それでも彼は、リーザレットと踊ってくれた──そう思うと、何だか嬉しい。

「ありがとうございます、オルバ・ドーベルマン大佐」

　礼を言うと、オルバがこちらに向き直った。かと思えば、そのまま肩を摑まれぐいと引き寄せられる。灰色の瞳が間近に迫り、リーザレットは思わず息を吞んだ。

（ち、近い……っ）

　ドクン、と胸が高鳴る。今までにないほど接近した状じよう況きようにどぎまぎしていると、オルバがゆっくりと覗き込んできた。吐と息いきが頰ほおにかかり、カッと血が上る。心臓が破れそうなくらい鼓動が激しく脈を打ち、息ができないほど胸が苦しくなる。

「甘あまい、匂においがする」

　耳元で、オルバがささやく。甘い匂い？　と首を傾げるも、言葉は声にならない。自分の鼓動が、痛いほど耳に響いた。熱に浮かされたように頭がぼうっとして、ふわふわとおぼつかない。

（あ、あれ……何か、おかしいような……？）

　突とつ如じよ、ぐらりと視界が揺らいだ。足からみるみる力が抜け、リーザレットはその場に膝をつく。そんな主人の様子に気づいたノワが、心配そうにすり寄ってきた。

「おい、どうした？　大丈夫か？」

　オルバに覗き込まれ、思わず「ひあっ」と妙な悲鳴が漏れる。一度は収まりかけていた熱が再び上じよう昇しようし、今度こそ頭の中が真っ白になった。

「リーザレット殿下!?」

「どうかしましたか!?」

　異変に気づいた周囲の人々が、次々に声を上げる。音楽が鳴りやみ、辺りがざわめいた。何人かがこちらに駆かけ寄よってこようとするが、

「近寄るな」

　低い声で、オルバがそれを制す。鋭するどく睨みつけるその姿に、人々が息を吞んで足を止めた。それぞれ顔を見合わせながら、遠巻きに様子を窺うかがう。

「だ、大丈夫です……少し、のぼせたみたいで──」

「いいから黙だまってろ」

　心配させまいと口を開いたものの、オルバに遮さえぎられてしまった。その声こわ音ねは先ほどと違って柔らかく、どこか気き遣づかうような響きがある。素す直なおに口を噤むと、オルバがリーザレットを抱かかえ上げた。

「わっ……」

　急に視界が高くなり、とっさにオルバにしがみつく。そんなリーザレットに構わず、オルバが歩き出した。

　人ひと垣がきがサッと左右に分かれ、貴族たちが道を譲る。戸惑いと心配、そして好こう奇きが混じった視線から逃のがれるように、リーザレットは目を逸らす。が、今度はオルバの顔が目に飛び込んできた。密着した身体から、彼の体温が伝わってくる。

　再び、鼓動が跳ねた。胸の奥がきゅうっと締めつけられるような感覚に、リーザレットは困惑する。先ほどから続いているこの気持ちは、一体何なのだろう。

　オルバの存在を意識するだけで、胸が苦しい。今までにないほど鼓動が高鳴り、呼吸さえまともにできなくなる。

（何故でしょう……ドーベルマン大佐と接するのは、初めてではないのに）

　契約を交わしてから今日まで、何度もオルバと接近する場面はあった。なのに、どうして今日に限って、こんなにも落ち着かない気分になるのだろう。

　逞たくましい腕に抱えられながら考えてみたが、答えには辿り着けなかった。
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　広間から少し離れたテラスには、休きゆう憩けい用ようのソファやテーブルが用意してあった。外はすっかり暗くなり、星々が空に瞬いている。夜風に包まれた庭に、リーザレットたち以外の人ひと影かげはない。

「落ち着いたか」

　ソファに腰掛けてぐったりとしているリーザレットに、オルバが尋ねてきた。

「はい、大丈夫です……すみません」

　小さく謝って、リーザレットは肩を落とす。また、オルバの手を煩わずらわせてしまった。

　ダンスの途と中ちゆうで座り込んでしまったリーザレットを抱え、オルバはここまで連れてきてくれた。夜風に当たってようやく一息ついた後も、ずっとそばにいてくれる。

　一緒に広間を出てきたノワが、リーザレットの膝に前足を乗せて鼻先を寄せてきた。どうやら、愛犬にも心配をかけてしまったようだ。

「やっぱりだめですね、私……」

　ぽつりと呟き、ため息をこぼす。変わりたいと思っていたのに、結局また迷めい惑わくをかけてしまった。

　それだけではない。先ほど貴族たちが挨拶に来た時も、王女らしく対応することができなかった。挙句の果てには具合を悪くし、会場を抜ぬけ出す始末で。やはり自分は、何もできない落ちこぼれなのだ。

「前から聞きたかったんだが……あんたは、何でそんなに自分を過小評価するんだ？」

　静かに、オルバが問いかけてきた。そっと目を逸らし、リーザレットは唇を嚙む。

「……私はあの時、何もできませんでしたから」

「あの時？」

「母が……亡なくなった時のことです」

　リーザレットの言葉に、オルバが息を吞む気配がした。幼い日の記き憶おくが、脳のう裏りに甦よみがえる。同時に、胸に苦いものが込み上げてきた。

「母は、いつも正せい妃ひ様さまと争っていました。元々二人は折り合いが悪かったらしいのですが……私の存在が、さらなる争いの火種になってしまって」

　側室でありながら、母はリーザレットに王位を継つがせようと考えていた。正妃であるミランダを出し抜くためにあれこれ画策し、リーザレットにも王にふさわしい振る舞いを身につけさせようとした。ただミランダに負けたくない、その一心で。

　それを知ったミランダは、当然激げき怒どした。彼女もまた自分の子供たちを王にしようと対たい抗こうし、二人の争いはますます苛か烈れつになっていく。

「そのせいで、母は次第に心を壊こわしてしまって……ついには身体も病に侵おかされ、そのまま亡くなったんです」

　リーザレットが物心ついた頃ころには、すでに母は病びよう床しように伏ふせていた。ベッドに横になったまま、頭を撫でてくれた手を思い出す。他人と争い、傷ついた母のやせた手──その骨張った感かん触しよくを、今でも鮮せん明めいに覚えている。

「私は、母を助けられなかった……病を治すことはもちろん、その望みを叶かなえることも、何も」

　日に日に衰弱していく母に、リーザレットは何もしてあげられなかった。どんなに努力しても彼女の望む『王にふさわしい振る舞い』を身につけることはできず、傷ついた彼女の心を癒いやすこともできない──母がこうなってしまったのは、自分のせいなのに。

「あんた──」

　言いかけて、オルバが突然口を噤んだ。星明かりに照らされた横顔が、にわかに険しくなる。一体どうしたのだろうと疑問に思った時、

「伏せろ！」

　叫さけんで、オルバがリーザレットをソファに押し倒した。直後、一発の銃じゆう声せいが響く。

「おい、怪我はないか!?」

　突然のことに驚くリーザレットの肩を、オルバが揺さぶった。その声でようやく我に返り、リーザレットは青ざめる。

「ドーベルマン大佐！　あなた、血がっ！」

　彼の左腕は、血で染まっていた。指先から滴したたる赤い雫しずくが、みる間に床に血だまりを作る。黒の軍服に紛まぎれてわかりづらいが、かなり出血しているようだ。

「問題ない。それより、早く中へ──」

　オルバの言葉をかき消すように、ノワが激しく吠えたてた。ハッとして愛犬の視線を追うと、二階のバルコニーに人影が見える。

「ドーベルマン大佐！」

　慌てて跳ね起き、オルバの前に出た。庇かばうように両手を広げ、バルコニーにいる人物をジッと見据える。

「何をやってるんだ、あんたは！」

　すかさず怒ど声せいが飛んできて、ぐいと後ろに押しやられた。同時に、バルコニーの人影がサッと身を翻ひるがえす。室内から漏れた明かりに、宙を舞う長い白金の髪かみが照らし出された。

（まさか、あれは……）

　思わず目を瞠った時、辺りが騒さわがしくなった。銃声を聞きつけて、見回りの兵士が集まってきたのだ。

「他にも襲撃者がいる可能性がある。急いで中へ戻るぞ」

　兵士たちにその場を任せ、オルバがリーザレットを促す。が、リーザレットはそれを拒きよ否ひするように首を振った。

「その前に、あなたの手当てをしないと！」

「大した怪我じゃない。俺のことより自分を──」

「だめです！　今すぐ医務室に行ってください！」

　思わず声を張り上げると、オルバがピタリと口を閉じた。その隙すきに、リーザレットは髪をまとめていたリボンを解いてオルバの左腕に巻きつける。
















「行きましょう」

　オルバの手を引いて、リーザレットは歩き出した。観念したのか、オルバが素直にそれに従う。ノワが一声吠え、先導するように前を走っていった。

　早く、早く、急がなくては。もしオルバの身に何かあったら──そう思うと、足がすくみそうになる。

　だけど今は、恐きよう怖ふに負けている場合ではない。一刻も早く、オルバを医務室に連れて行かなければ。そう自分に言い聞かせ、リーザレットはひたすら前に進んだ。




「出血は多いですが、弾がかすっただけで怪我はそれほどひどくありません。命にかかわることはないでしょう」

　白で統一された部屋の中、オルバの手当てをしていた男性の医師がそう言って振り返った。命に別状はないとわかって、リーザレットはホッと胸を撫で下ろす。

「ですが、しばらくは安静にしてください。私は他の仕事があるので外しますが、くれぐれも無茶をしないように」

　ベッドに腰掛けたオルバに釘くぎを刺さし、医師が部屋を出て行く。立ち上がりかけていたオルバはムッとした顔をしたものの、再び椅い子すに座り直した。

「よかった、大事に至らなくて……」

　ぽつりと呟いて、その場に座り込む。安あん堵どした途端、一気に力が抜けてしまった。そんなリーザレットに、ノワが心配そう鼻先を寄せてくる。

「よかった？　何がよかったと言うんだ？」

　静かになった室内に、低い声が響ひびき渡わたった。びくりと肩を震ふるわせて顔を上げると、険しい表情でこちらを見み据すえるオルバと目が合う。上着を脱ぬいでシャツだけを羽織ったその左腕には包帯が巻かれ、いまだ血が滲にじんでいた。

「一歩間違えれば、あんたの命はなかったんだぞ。なのに、何故俺の前に出たりした？　あの状況で、再び狙そ撃げきされる可能性があるとわからなかったわけじゃないだろう」

　怒いかりを含んだ口調に、思わず怯ひるみそうになる。が、何とか踏ふみ止とどまってリーザレットは口を開いた。

「それは……あなたを、護りたかったから……」

「俺を護りたかった、だと？」

　オルバの声音が、一段と低くなる。灰色の双眸がスッと細められ、精せい悍かんな顔立ちが一層鋭さを増した。

「バカを言うな。仮とはいえ、俺はあんたの《護り犬》だ。あんたのために命を懸かけることはあっても、あんたに命を懸けて護られる筋合いは──」

「やめてください！」

　とっさに声を上げると、オルバが驚いたように口を噤んだ。そんなオルバを見据え、リーザレットはギュッと両手を握りしめる。

「私のために命を懸けるなんて言わないでください！　私は、そこまでしてあなたに護ってほしくない！」

　小さく首を振って、リーザレットは顔を俯けた。その拍ひよう子しに、涙が一ひと粒つぶこぼれ落ちる。

　あの時、オルバが自分を庇って負傷した時、リーザレットは言い難がたい恐怖を感じた。再び狙撃されれば、今度は怪我ですまないかもしれない──そう考えた瞬しゆん間かん、無意識に身体が動いていた。

「もう嫌なんです！　私のせいで誰かが傷ついたり、命を落としたりするのは……私はこれ以上大切な人を失いたくない！　だからっ」

「自分はどうなってもいい、とでも？」

　静かに、オルバがリーザレットの言葉を引き継いだ。責めるように見つめてくる灰色の双眸から目を逸らし、リーザレットは小さく頷く。

「私は、何もできない落ちこぼれです。でも、この身を盾たてにするくらいなら──」

「わかった、もういい」

　呆れ混じりの声に遮られ、リーザレットはそのまま口を閉じた。

「あんたは、一つ間違ってる」

　容赦ない一言が、リーザレットの胸に突き刺さる。ああ、やはり自分は間違っていたのだ。落ちこぼれなりに役に立てる方法を見つけられたと思ったのだが、それすらも否定されてしまった。

　悲しさと悔しさが、ごちゃ混ぜになって胸に渦巻く。変われるかもしれないなんて、とんだ思い上がりだ。

　きゅっと唇を嚙みしめていると、オルバが再び口を開いた。

「何もできないなら、自分のしたいことをすればいい。今のあんたに必要なのは、何ができるかではなく、何をしたいかだ」

「何ができるかではなく、何をしたいか……？」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を瞠る。今まで、そんなふうに考えたことはなかった。自分は落ちこぼれの王女で、王族らしい振る舞いも何もできない。だから、これ以上他人の迷惑にならないよう息をひそめ、時には自分を犠牲にしてきたのだ。

　だけどオルバは、それを間違いだと言った。何もできないことを理由に逃げるのではなく、何をしたいかを考えろ、と。

　だとしたら、自分は──。

「……護りたいです。大切な人たちを──そして、あなたを」

　静かに告げると、オルバが目を見開いた。そのまま驚いたようにリーザレットを見つめていたが、やがて小さく息をつく。

「……甘いな」

　言われてリーザレットは肩を落とした。もう何度も繰り返された言葉──やはり、自分は甘いのだろうか。

「だが、悪くない」

　ぼそりと落とされた言葉に目を瞬いたその時、ぐいと腕を摑まれ引き寄せられた。

「あ、あのっ」

　ゆっくりと顔を近づけてくるオルバに戸と惑まどい、慌てて声を上げる。そうしているうちに鼻先が触れそうなほど間近に迫られ、思わずぎゅっと目を瞑つぶった。

　火ほ照てった頰にオルバの吐息がかかり──直後、首筋に顔をうずめられる。驚いて視線をずらすと、肩かた先さきに漆しつ黒こくの髪が見えた。

　うろたえるリーザレットに構わず、オルバが大きく息を吸った。それから、執しつ拗ように匂いを嗅かぎ始める。耳の後ろから髪をかき分けられて首筋へ、そして肩から鎖さ骨こつへ下り、そのまま胸の方へ──いこうとしたところで、足元のノワが吠えた。その声で、リーザレットは我に返る。

「ななな、何をしているんですかっ!?」

　大声で問いかけると、オルバが顔を跳ね上げた。灰色の瞳と、正面から視線が絡からみ合あう。頰にカッと血が上り、同時に羞しゆう恥ちが込み上げてきた。

「は、離れてくださいっ！」

　叩たたきつけるように叫んだ直後、オルバの身体が後ろに吹っ飛んだ。見えない何かに引っ張られるように壁かべにぶつかり、「ぐっ」とくぐもった声が漏れる。

「だ、大丈夫ですか!?」

　ずるずるとその場にしゃがみ込んだオルバに慌てて駆け寄り、顔を覗き込む。オルバは下を向いたまま、右手で額を押さえていた。

「なるほど、これが〝命令〟か」

「命令？」

　意味がわからず目を丸くしていると、オルバがおもむろに立ち上がる。いつもと同じ高さから、灰色の双眸が見下ろしてきた。

「自分が何をしたいかは決まったんだろう。なら、さっさと行くぞ」

「え？　行くってどこへ……」

　戸惑うリーザレットの手を取って、オルバが歩き出す。その後を、すかさずノワが追ってきた。

　オルバがどこへ行こうとしているのかはわからないが、彼がいてくれるなら大丈夫──そんな思いが、胸をよぎる。根拠も何もないけれど、繫いだ手から伝わってくる安心感は、きっと気のせいじゃない。

　そのぬくもりを逃さぬよう、リーザレットはオルバの手をそっと握り返した。




　オルバに連れられてやってきたのは、パーティが行われている広間だった。

　中へ入ると、貴族たちの視線が一斉に集中する。誰かが、血に汚よごれたシャツを着たオルバを見て悲鳴を上げた。途端に、広間が騒そう然ぜんとなる。

「ようやく戻ってきたかと思ったら……何だ、その様は」

　ざわめきの合間を縫ぬって、冷めた声音が響いた。ハッとして振り返り、リーザレットは身を強張らせる。

「アラン兄様……」

　硬かたい声でその名を呼ぶと、異母兄が小さく鼻を鳴らした。淡金色の瞳が、冷ややかにこちらを見据える。

「このような場に、そんな格好の者を連れ込むなど非常識極きわまりない。やはりおまえには、王族としての自覚が足りないのではないか？」

「……すみません」

　小さく謝って、リーザレットは目を伏せた。アランを前にして、どんな顔をすればいいのかわからない。先ほど二階のバルコニーにいたのは、本当に彼なのだろうか。

「待て。彼女を責めるのは、筋すじ違ちがいだろう」

　ふいに、低い声が響いた。ハッと顔を上げると、大きな背中がリーザレットを庇うように立ちはだかっている。

「すべては、あんたが仕組んだことじゃないのか？　彼女を亡き者にするために」

　驚いて、リーザレットはオルバを見た。まさか彼も、先ほど二階のバルコニーにいた人影に気づいていたのだろうか。

「彼女が王になるのではないかと懸け念ねんしたあんたは、神殿を襲わせて儀式を妨害しようとした。だがそれは失敗に終わり、そこで今度は彼女の命を狙った──違うか？」

　オルバに問われ、アランが表情を険しくする。彼の周りで、「どういうことだ？」「アラン王子が、リーザレット王女を狙った？」「何のために？」と貴族たちが言葉を交わし合った。だが、アランはそんな周囲のざわめきには目もくれず、まっすぐにオルバを見み据すえる。

「証しよう拠こはあるのか？　もし、憶おく測そくだけで私がすべてを仕組んだと言っているのなら──」

「証拠ならあるよ」

　突如、別の声がアランを遮さえぎった。目を向ければ、貴族たちの後ろからもう一人の異母兄が姿を現す。

「俺、さっき見たんだ。兄上が、二階のバルコニーで銃を構えてるとこ──その先には、確かリーザレットたちがいたよね？」

　グレアムの言葉に、アランが顔色を変えた。人々の視線が、一斉に彼に集まる。アランは無言のままそれを受け止めていたが、やがて小さく息をついた。

「言っておくが、あれはただの警告だ。あの程度で怯ひるむようでは、王に向いていない。すぐにでも継承を辞退した方が身のためだ」

「へぇ、兄上なりの愛情表現ってわけか。でも、儀式まで妨害するとはずいぶん過激だね」

「勝手に妙な解かい釈しやくをするな。それに私は、神殿を襲わせてなどいない」

「そんなこと言ってるけど、本当はリーザレットに王位を奪われるのが怖かったんだろ？　襲撃ついでにうっかり命を落としてくれれば──なんて考えてたんじゃない？」

「ならば、いつも虎こ視し眈たん々たんと王位を狙っていたおまえも同じことが言えるのではないか、グレアム。彼女を殺し、私に罪を着せれば邪じや魔ま者ものはいなくなるからな」

「邪じや推すいはやめてほしいね。俺は、そんな危ない橋を渡るほどバカじゃない」

　お互たがい一歩も譲らず、アランとグレアムが睨にらみ合う。と、ふいにグレアムが自分の《護り犬》に目を向けた。それに応えるように、ロルフが唸うなり出す。

　グレアムが何を考えているのかに気づき、リーザレットは息を吞んだ。

「あの、少し落ち着きませんか？　ここには、他の皆みなさんもいらっしゃいますし……」

「おまえは黙ってろよ、リーザレット」

　慌てて声を上げたものの、グレアムに遮られて口を噤む。そんなリーザレットを一いち瞥べつし、グレアムが兄に向き直った。

　対するアランの足元で、シャーリーが低く吠え始める。全身の毛を逆立てて威い嚇かくし合う《護り犬》を見て、周囲の貴族たちがサッと身を引いた。

（どうしよう、どうすれば……）

　今にも《護り犬》をけしかけそうな異母兄たちに、リーザレットはおろおろする。もし、二人の《護り犬》がぶつかり合ったら、この場にいる人々にも被ひ害がいが出るかもしれない。何とかして、止めなくては──。

　ちらりとオルバを見ると、同じようにこちらを見ていた灰色の瞳と視線がぶつかった。互いの意思を確認するように頷き合ったその時、

「行け、シャーリー！」

「ロルフ、行け！」

　アランとグレアムの声が響き渡った。直後、二に匹ひきの黒い犬が飛び出していく。

「ドーベルマン大佐！」

　ほぼ反射的に、リーザレットは叫んでいた。オルバが床を蹴けって跳ちよう躍やくし、二匹の《護り犬》の間に飛び込む。腰に下げていたサーベルと銃を瞬しゆん時じに抜き放ち、迫りくる黒い犬たちにそれを突きつけた。

　ロルフとシャーリーがすぐさま身を翻し、オルバを威嚇するように牙きばを剝むく。

「邪魔をするな、オルバ・ドーベルマン！」

「そうはいかない。俺には、彼女の命令に従う義務がある」

　二匹を牽けん制せいしたまま、オルバが言った。それを聞いて、グレアムが眉をひそめる。

「リーザレットに？　何故だ、おまえは王の命令で護衛についてるだけだろう」

「違う。俺は彼女の《護り犬》だ」

「えっ？」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を瞠った。いや、リーザレットだけではない。グレアムも、アランも、周囲の貴族たちも、誰もが驚いた様子でオルバを見つめている。

「どういうことだ？　彼がリーザレット殿下の《護り犬》だと？」

「人間が《護り犬》になるなんて、聞いたことがないぞ」

「しかも、彼は王の番犬ではなかったか？」

　周囲をそんな声が飛び交い、リーザレットは青ざめる。オルバと契約を結んだことは、誰にも知られてはならない。特に貴族たちには──父から、そう言われているのに！

「ドーベルマン大佐！」

　慌てて名を呼ぶと、オルバがちらりとこちらに目を向けた。

「何を言ってるんですか、あなたは！」

「わからないか？　あんたを主人をして認めると言ってるんだ」

「主人として認めるって──」

　今度こそ、リーザレットは絶句した。何かの間違いではないかと耳を疑ったが、オルバはいたって真面目な顔をしている。

「おまえがリーザレットの《護り犬》だって？　何をバカなことを……人間が《護り犬》の契約を結べるはずがないだろう！」

「だが、実際に俺は彼女と契約を結んだ。これが、その証あかしだ」

　グレアムに向き直り、オルバがシャツの襟えり元もとを緩めた。あらわになったその首元には、銀の鎖くさりが輝かがやいている。《護り犬》の証である契約の首輪だ。

　それを見て、アランとグレアムが目を瞠った。貴族たちも、再びどよめき始める。

　自分を助けてくれた王に絶対的な忠誠を誓うオルバが、父の命令に背いた。主人に逆らったとなれば、彼は二度と父の元へ戻れなくなるかもしれない──そう気づいて、リーザレットは愕がく然ぜんとする。

「ま、待ってください！　あなたは──」

　言いかけた時、オルバがゆっくりと振り返った。灰色の瞳が、正面からリーザレットを射い抜ぬく。思わず口を閉じて、居住まいを正した。

「さあ、俺に命じろ。さっき、俺をふっ飛ばしたようにな」

　オルバの言葉に、リーザレットは「え？」と目を瞬く。が、すぐに医務室でのことを思い出して息を吞んだ。

「命令って、まさか……」

「そのまさか、だ」

　呆ぼう然ぜんとするリーザレットに、オルバが頷く。つまり、あの時リーザレットが口にした「離れてください」という言葉が〝命令〟となって彼を吹き飛ばしたということか。

「あんたが望むなら、俺は何にでもなってやる。武器なり盾なり、好きに使え」

「なっ……できません！　あなたを武器や盾として使うなんて！」

　慌てて、リーザレットは首を振った。彼が何と言おうと、これだけは譲れない。オルバを武器や盾として扱あつかうなんて、そんなことは絶対にしたくない。

「相変わらず甘いなぁ、リーザレット。《護り犬》を武器として扱いたくないだって？　さすがは落ちこぼれだよ」

　嘲ちよう笑しよう混じりに、グレアムが言う。そっと、リーザレットは唇を嚙んだ。そんなリーザレットを見て、アランがため息をつく。

「いや、それ以前の問題だな。人間を《護り犬》にするなど、今までに前例がない。こんな契約、認められるはずが──」

「待て、アラン」

　アランを遮り、厳おごそかな声が響いた。一同の視線が、広間の入口に集中する。サッと人垣が割れ、その向こうから壮そう年ねんの男──王であるランドルフが姿を現した。

「お、お父様……」

　数人の従者と《護り犬》を従えてそこに立つ父を見て、リーザレットは目を見開いた。




　突如現れた王の姿に、広間が騒然となる。が、父が足を踏み出した途端、貴族たちが頭を垂れ、王に道を譲った。傅かしずく人々の間を抜け、父はリーザレットの前までやってくる。

「父上……何故ここに？」

「私が呼びに行ったのよ。お姉様が大変だって言ったら、すぐに来てくれたわ」

　問いかけるアランの声に、鈴すずを転がすような声が重なった。同時に、父の後ろから小柄な影かげが姿を現す。天使のように愛らしい顔立ちをした少女──異母妹のロザリエッタだ。

「へぇ……どういう風の吹き回しだい、ロザリー。おまえは、いつもリーザレットを避けてたじゃないか」

「人聞きの悪いこと言わないで。陰かげからこっそり見ていただけよ」

　物もの珍めずらしそうな顔をするグレアムに、ロザリエッタが小さく鼻を鳴らした。それから、ゆっくりとリーザレットに向き直る。

「これで借りは返したわよ、お姉様」

「借り？」

「三年前、泣いていた私を慰めてくれたでしょう……覚えてないの？」

　言われて、リーザレットは思い出す。三年前、確かにそんなことがあった。当時四歳さいだったロザリエッタは、王女としての厳しい教育に耐たえかね、物陰で一人泣いていた。そんな異母妹の肩を抱いて、いろいろと言葉をかけたことを覚えている。

　だが、別に貸しを作ろうと思っていたわけではない。ただ、放っておけなかったのだ。

「まぁ、覚えてないならもういいわ」

　そう言って、ロザリエッタがそっぽを向いた。その顔は、少し拗すねているように見える。

「リーザレット」

　父に呼ばれて我に返り、リーザレットは背筋を伸ばした。

「ご、ごめんなさいお父様！　契約のことを、皆さんに知られてしまって……」

「いや、いい。いずれは公表するつもりだったからな」

「公表って……どういうことですか？」

「先ほど、ようやく議会で話がまとまった。オルバ・ドーベルマンを、おまえの《護り犬》として認める、ということでな」

「ええっ!?」

　思わず、王の前であることも忘れて素すっ頓とん狂きような声を上げる。同時に、周囲がざわめいた。

「でも、いいんですか？　これは、ケインスタリア始まって以来の事態なのでは……」

「契約が結ばれたということは《聖せい犬けん》がそれを認めたということだ。ならば、その意思に従うまで──議会でも、そう結論が出た」

　言われて、リーザレットはオルバと顔を見合わせる。まさか父が議会にかけ合ってくれていたなんて、しかもオルバとの契約が認められるなんて、思いもしなかった。

「しかし父上、このような異例を認めては──」

「すでに決まったことだ、アラン。それとも、私の決断に何か異論があるとでも？」

　父に言われて、アランが押おし黙だまる。それを見届けた父が、リーザレットに向き直った。

「リーザレット。おまえとオルバの契約を認めたとはいえ、王位を譲るかどうかは話が別だ」

「え？　いえ、私は王になる気は──」

「だが、おまえには資質がある。王となって、この国の頂点に立つ資質がな」

「王の資質、ですか？　私に？」

　父の言葉に、リーザレットは目を瞬く。落ちこぼれの自分に王の資質があるなんて──にわかには信じられない。

「今回の件で、それを見み極きわめさせてもらった。おまえは、どんな逆境にあっても他人を思いやることを忘れなかった──セドリックから、そう報告を受けている」

「シェパード少しよう佐さから？」

　驚いていると、父の背後から赤毛の青年が現れた。その隣には、ルーシーの姿もある。

「実は、国王様から密命を受けていまして──この事件を通してあなたがどう行動するか、逐ちく一いち報告するよう言われていたんですよ」

「父が？　どうしてそんなことを……」

「おまえたち兄妹のうち、誰が次の王にふさわしいかを試ためそうと思ってな。この機会に、いろいろ仕組んだのだ」

　そう言って目を細めた父を見て、リーザレットは「まさか」と呟いた。

「もしかして、神殿を襲撃させたのは──」

「おまえにも、自分が王になる可能性があることを自覚してほしくてな。そのためには、儀式の最中に神殿を襲わせるのがもっとも効果的だろう」

「では、俺を護衛につけたのも、最初からあなたの計画だったというわけですか」

「その通りだ。とはいえ、おまえがリーザレットと《護り犬》の契約を結ぶのは想定外だったがな」

　軽く肩をすくめた父を見て、リーザレットは言葉を失った。つまり、自分たちは初めから父の手の上で踊らされていたということか。

「とはいえ、エリオットが危篤だという偽の情報を流したのは、少々やりすぎだろう」

　オルバが、責めるような眼差しをセドリックに向ける。赤毛の青年は一瞬目を瞬またたいたが、やがて苦笑と共に小さく肩をすくめた。

「言っておくけど、あれは僕じゃないよ。リーザレット殿下を城から遠ざけて、王位継承の噂をうやむやにしようとした人間の仕し業わざ……ですよね、グレアム様？」

　ちらり、とセドリックがグレアムを見やる。すると、グレアムは気まずそうに視線を逸そらした。それから不満そうに唇を尖とがらせ、王に向き直る。

「それより、父さん。リーザレットはともかく、何で俺と兄上まで試されなきゃならないのさ。俺たち、そんなに信用がないわけ？」

「おまえとアランは確かに優秀だが、まだまだ至らない部分もある。今回のことでそれを自覚し、さらに己おのれを磨みがいてほしいと思ったのだ──いずれは、王位を継ぐ者としてな」

「では、誰が次の王になるか、まだ決まったわけではないのですね」

　問いかけたアランに、父は一つ頷いた。それから、順番にリーザレットたちを見回す。

「誰を次の王にするかは、順位に関係なくこれからのおまえたちを見て決める。人格や人望、王の資質はもちろんだが、最も重要なのは《護り犬》をいかに上手く扱えるかだ」

　思わず、リーザレットはオルバと顔を見合わせた。それはつまり、自分にも王位が巡ってくる可能性があるということで──いやいやいや、そんなことがあるはずない。だって自分は、落ちこぼれの王女なのだから。

「なるほど。要するに一番優秀な《護り犬》を従えた者が次の王になるってわけか。だったら、リーザレットが一番不利かもね」

「そういうセリフは、勝負がついてから言ったらどうだ？　少なくとも俺は、あんたに負ける気はない──彼女を王にするためにもな」

「えっ!?」

　さらりと宣言したオルバに、リーザレットは目を瞠る。

「ま、待ってください！　私、王になるつもりは──」

「へぇ、宣戦布告か。おもしろい、受けて立つよ」

　慌てて上げた声は、グレアムに遮られた。挑発的な視線を向けるオルバと、心底楽しそうに笑う異母兄を見て、リーザレットは言葉を失う。自分はまだ、王になると決めたわけじゃないのに！

「待て、グレアム。勝手なことを言わないでくれるか」

　ふいに、アランが口を開いた。見れば、冷ややかにこちらを見つめる長兄の姿がある。

「私は、おまえを認めたわけではない。いくら父上や議会が人間との契約を承認したとはいえ、これはこの国の伝統を覆くつがえす行こう為いだ」

「は、はい……それは、わかっております」

　そっと、リーザレットは唇を嚙みしめた。アランの言う通り、オルバと結んだ契約が建国以来続いてきた歴史を変えてしまったという事実は、重々承知している。

「アラン。私がこの契約を認めたのは、ただ《聖犬》が認めたからという理由だけではない。今まで誰も疑わなかった契約の謎なぞを、解明できるかもしれないと考えたからだ」

「契約の謎？」

「《護り犬》については様々な研究がなされているが、何故その契約を結べるのか、相手は犬でないといけないのか、契約を解くことはできるのか、いまだはっきりとした答えは見つかっていない」

　あ、とリーザレットは声を上げた。この二週間、契約を解除する方法を必死に探したが、それを見つけることはできなかった。《護り犬》に関する文献や研究は数あれど、相手が言葉を話せない犬ゆえに、検証の結果は推測の域を出ないところがある。

「だが、リーザレットとオルバの契約を機にその謎が解明されれば、それは国にとっても大きな進展になるだろう」

　父に言われて、アランが閉口する。しばらくそのまま黙り込んでいたが、やがてゆっくりとリーザレットに向き直った。

「父上の考えは理解した。なら、この異例の契約が国の恥はじとならぬよう、それにふさわしい振る舞いをすることだ」

　厳しい言葉に、リーザレットは返答に窮きゆうす。自分とオルバが結んだ契約がケインスタリアにとって重要なものになるかもしれないということはわかったが、それに恥じない振る舞いなど自分にできるだろうか。

「大丈夫だ。あんたは一人じゃない。周りに、ちゃんとあんたのことを想おもってくれる人がいるだろう」

「え？」

　オルバに言われ、のろのろと顔を上げる。視線を巡らせると、ルーシーとセドリックの姿が目に入った。それから二人の異母兄と小さな異母妹が目に留まり、最後に父と目が合う。いつもは厳いかめしい顔が和やわらぎ、慈しむようにリーザレットを見る。

「自信を持て、リーザレット。おまえは私の──いや、私とアイリーンの自慢の娘だ」

「私が……？」

　驚いて、思わずそう問い返した。自分は母を死に追いやった。だから父は、そんな自分を嫌きらっているとばかり思っていたのに。

　でもそれは、勝手な思い込みだったのかもしれない。

「……ありがとうございます、お父様」

　込み上げてきたものを吞み込んで礼を言うと、父が満足そうに目を細める。その顔は、一国の王としてのものではなく、一人の父親としてのものだった。

　あの夏の日、ひっそりと思い焦こがれていたものを、ようやく手に入れた気がする。

「リーザレット・ディアハウンド」

　低い声に名前を呼ばれ、リーザレットは振り返った。その視線の先にいたのは、漆黒の髪と灰色の瞳を持つ青年──オルバ・ドーベルマンだ。いつになく真剣な面持ちのオルバを見て、思わずピンと背筋を伸ばす。

　そんなリーザレットの前に、オルバが跪ひざまずいた。恭うやうやしく頭を垂れると、首元の鎖がじゃらりと音を立てる。

「ドーベルマン大佐？　あの、何を……？」

「この場で契約をやり直す。もう一度」

「契約をやり直すって……」

　オルバの言葉に、リーザレットは困惑した。今ここで契約をやり直せば、オルバがリーザレットの《護り犬》であると改めて周囲に知らしめることになる。そうなると、彼は父の元に戻れなくなってしまうのではないだろうか。

「言っただろう、あんたを主人として認めると。それとも、こんな《狂きよう犬けん》は願い下げか？」

「い、いえ！　そんなつもりはありません！」

　問われて、リーザレットは慌てて首を振った。たとえオルバが《狂犬》だろうと、それを理由に拒んだりはしない。むしろ、そうなればいいとひそかに願っていた。

「あなたがそばにいてくれると言ってくださるのは嬉しいです。でも、あなたは父に仕えたいのでは……」

　自分を拾ってくれた恩を返すため、オルバは父に仕えることを望んでいる。契約があるとはいえ、本人の意思を無視して彼を《護り犬》にしてしまうのはどうしても気が引けた。

「王は、俺とあんたの契約を認めた。つまりそれは、俺があんたのそばにいることを望んだということだ。ならば、俺はその意思に従う──何より」

　オルバが、一旦言葉を切った。それからゆっくりと長身をかがめ、リーザレットを覗き込んでくる。

「俺が、あんたを選んだんだ。なら、あんたは迷わず俺を選べばいい」

　静かな、それでいて力強い声がリーザレットの耳を打った。一片の曇くもりもない真摯な双眸は揺るぎなく、まっすぐにこちらを見つめている。

　その視線を受け止め、リーザレットはようやく心を決めた。オルバが自分を選んでくれるのなら、それに応えなければなるまい。

　いや、違う──リーザレットが、オルバを選びたいのだ。

「わかりました」

　一つ深呼吸をして、リーザレットはオルバに向き直る。膝をついて深く頭を下げる黒髪の男──その首に嵌はまるのは、彼との契約の証である銀の鎖。

「オルバ・ドーベルマン！　あなたを私の犬に任命します！」
















　広間いっぱいに声を響かせて命じると、オルバが静かに顔を上げた。

「拝命しよう、リーザレット・ディアハウンド」

　不敵な笑みを浮かべたオルバを見て、リーザレットも小さく笑え顔がおをこぼした。





[image: ]






　麗うららかな春の日差しが、燦々と降り注ぐ。木々の蕾はすでに開き終え、色とりどりの花が人々の目を楽しませる季節──ふわりと吹いてきた風が、甘い香かおりをリーザレットのところまで運んできた。テーブルの下では、ノワが気持ちよさそうに居い眠ねむりをしている。

「でも驚いたわ。オルバがリジーと《護り犬》の契約を結んでいたなんて」

　咲さき誇ほこる花々に囲まれた『春の庭』にある東あずま屋やで、メイドたちが用意してくれた茶を飲みながらルーシーが言った。

　ちらりと隣に目をやると、そこには黒髪の青年の姿がある。いつものように王国軍の制服に身を包み、腕を組んでどっしりと椅子に腰を下ろしていた。

「僕も、まさかそんなことになっているとは思わなかったよ。てっきり、国王様がリーザレット殿下に王位を譲るつもりでオルバを護衛につけたんだと思ってたからね」

　ルーシーの隣に座るセドリックが、少々残念そうに肩をすくめる。それを見たリーザレットは、困ったように眉を寄せた。

　パーティから三日経たっても、いまだ信じられない。父が、自分にも王位を継がせるつもりでいたなんて──だが、それが少し嬉しくもある。そう考えてくれていたということは、自分を王女として見ていてくれたからだ。

「それはそうと、セド。あんた、いつ国王様の仕業だって気づいたのよ？」

　眉をひそめたルーシーが、隣に視線を向けた。優雅な仕草で茶を飲もうとしていたセドリックが、「ああ」と答える。

「神殿を襲撃した犯人の情報を集めているうちに、たまたまね。でも、このことはパーティの日まで絶対に言わないようにって、国王様に口止めされちゃって」

「で、そのついでに協力したというわけか」

　憮然とした顔で、オルバが言った。それを見て、セドリックが軽く肩をすくめる。

「ちょうどオルバから報ほう酬しゆうをもらうことになってたし、何よりおもしろそうだったからね」

「報酬？」

　ルーシーと顔を見合わせて、リーザレットは「あ」と声を上げた。オルバに連れられて、軍の宿舎へ行った日のことを思い出す。

　あの時、オルバは神殿を襲った犯人を探し出すようセドリックに頼み、代価として何かを求められていた。セドリックの言う報酬とは、おそらくそのことだろう。

「あの……ドーベルマン大佐は、報酬として何を渡したのですか？」

　ふと気になって、オルバに問いかける。彼は「知らなくていい」と言ったが、もし高額な金銭を要求されていたら申し訳ない。

「僕がもらったのは、リーザレット殿下に関する情報ですよ」

　何故かむすっとして黙り込んだオルバに代わって答えたのは、セドリック本人だった。自分の名前が出てくるとは思わず、リーザレットは「私ですか？」と目を丸くする。

「ちょっとセド、どういうことよ！　あんたまさか、この子の個人情報を──」

「単純に彼女のことを知りたかっただけで、別に他意はないよ。リーザレット殿下はあまり人前に出てこない深窓の姫ひめ君ぎみゆえに、情報を摑みにくくてね。そこで、護衛としてそばにいるオルバに、彼女の人柄や趣味嗜し好こうについて教えてもらってたってわけ」

　飄ひよう々ひようと答えたセドリックに、ルーシーが呆れたように肩をすくめる。

「あんた、本当に手段を選ばないわね」

「必要な情報を手に入れるためなら何でもする──それが僕の信条だよ」

　そう言って、セドリックが晴れやかな笑顔を浮かべた。彼の言葉を頼もしく思いつつも、どこか空そら恐おそろしいものを感じる。どうやら、敵に回さない方がよさそうだ。

　その時、突然リーザレットの隣でガタンという音がした。何事かと目を向ければ、立ち上がったオルバが険しい顔で庭の一角を睨んでいる。

「いつまでも隠れていないで、出てきたらどうだ？」

「えっ？」

　オルバの言葉に、リーザレットは息を吞んだ。まさか、彼の視線の先──少し離れたあの木こ陰かげに、誰かが潜ひそんでいるとでもいうのだろうか。同じく席を立ったルーシーがそっとリーザレットに寄り添い、セドリックが腰に下げた銃に手を伸ばす。居眠りをしていたノワがゆっくりと身を起こし、「わん！」と小さく吠えた。

　穏おだやかな午後のひと時が一変し、辺りに緊迫した空気が流れる。だが、いつまでたっても木陰に潜んだ『誰か』が姿を現す気配はない。

「出てくるつもりはない、ということか」

　言うなり、オルバが地面を蹴った。そのまま大きく跳躍し、一息に木陰に飛び込む。同時に、「きゃっ」という短い悲鳴が聞こえてきた。

「な、何、今の？」

「暗殺者にしては、ずいぶん可か愛わいらしい悲鳴だね」

　ルーシーとセドリックが顔を見合せた時、オルバが戻ってきた。ゆったりとした足取りで歩いてくる彼の左腕の、その先にぶら下がったものを見てリーザレットは目を瞠る。

「ロ、ロザリー？」

　呆あつ気けに取られてその名を呼ぶと、オルバに首根っこを摑まれジタバタと暴れていた少女──ロザリエッタがハッとしてこちらを見た。琥こ珀はく色いろの瞳が大きく見開かれ、みる間に顔が赤く染まっていく。

「ちょっとオルバ、何やってるのよ」

「俺の主人をつけ回す不届き者を捕つかまえてきた」

「だ、誰が不届き者よ、失礼ね！」

　すかさず、ロザリエッタが抗こう議ぎの声を上げた。柔らかそうなプラチナブロンドの髪がふわりと広がり、まるで毛を逆立てた猫ねこのごとく自分を捕とらえている青年を威嚇する。

「不届き者でなければ何だ。実際あんたは、彼女に危害を加えようとした」

　スッと目を細めたオルバに、ロザリエッタがぎくりと身を強張らせた。その瞳から逃れるように、あちこちに視線を泳がせる。

「な、何の話よ？」

「彼女がパーティで着るはずだったドレスを破ったのは、あんただろう」

「ええっ!?　本当、なんですか？」

　驚いて問いかけると、小さな異母妹はぷいっとそっぽを向いた。否定をしないということは、本当なのだろうか。

「どうして、そんなことを……」

「リーザレット殿下を護るため──ですよね？」

　黙り込んだロザリエッタに代わって答えたのは、セドリックだ。

「どういうことですか？」

「それは、本人に聞いた方がいいと思いますよ」

　にこやかに笑って、セドリックがロザリエッタを見る。その視線を追うと、きまり悪そうにこちらを見つめる琥珀色の瞳と目が合った。

「……そこの二人が話しているのを、偶ぐう然ぜん聞いちゃったのよ。誰かがお姉様を狙ってるって……だから、ドレスを破ってパーティに出られなくなればと思ったの」

　ぼそぼそと呟かれた言葉に、リーザレットは目を丸くする。顔を合わせてもそっけない態度ばかりだった異母妹が、そんなふうに自分を心配してくれていたなんて。

　思えば、パーティでリーザレットを救ってくれたのもロザリエッタだった。彼女は昔助けてもらった借りを返すためだと言っていたが、どちらかというと返してもらったものの方が大きい気がする。

「動機はわかった──が、何故ドレスを破る必要があったんだ。直接伝えればすむだろう」

　ため息と共に、オルバが呟いた。途端にロザリエッタが顔を跳ね上げ、オルバを睨みつける。

「できるわけないでしょ、そんなこと！　陰からこっそり見守り、陰からこっそり支し援えんする──たとえそれが伝わらなくても、お姉様が幸せならすべてよし！　それが私の推おし方なの！」

「お、推し？」

　言葉の意味がわからず首を傾げると、ロザリエッタはハッとして口元を覆った。

「と、とにかく、もういいでしょ！　いい加減降ろしなさいよ！」

　リーザレットの問いに答えることなく、ロザリエッタがオルバを睨む。首根っこを摑まれたままの彼女は、いまだ宙づりの状態だ。

「あ、あの、下ろしてあげてください」

「わかった。あんたの命令なら」

　あっさりと頷いて、オルバがロザリエッタを解放する。ようやく地面に足をつけた異母妹が、くるりと身を翻し──いくらも行かないうちに足を止めた。

「一つ言っておくわ、オルバ・ドーベルマン」

　振り返ったロザリエッタが、オルバを見据える。

「あなたはあくまでお姉様の《護り犬》。もしお姉様に手を出したら、私が許さないから！」

　そう叫んで、ロザリエッタは踵きびすを返した。小さな足音が、パタパタと遠ざかっていく。

「あんた、とんでもない人たらしだな」

　その背中を見送っていたオルバが、ぼそりと呟いた。視線を上げれば、呆れた顔のオルバと目が合う。

「はぁ……ええと、その、すみません」

「別に、悪い意味で言ったんじゃない」

　思わず謝ると、オルバがため息をついた。何か、不快にさせてしまっただろうか。

「気にすることないわよ、リジー。オルバはただ、あんたを取られるんじゃないかって心配してるだけだから」

「私を？」

「ライバルは増える一方ですし、このままだとリーザレット殿下の《護り犬》という立場も危あやういかもしれませんね」

　ニヤニヤと笑っているルーシーとセドリックに、リーザレットは目を瞬いた。ライバルとは、一体何のことだろう。それに、『取られる』というのはどういう意味だ？

　助けを求めるようにオルバを見るが、不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめただけで目を逸らされてしまう。その横顔が少し拗ねているように見えるのは、気のせいだろうか。

「あの……大丈夫、ですよ」

　静かに声をかけると、オルバがこちらを振り返った。もうすっかり馴な染じんだその顔を見つめ、リーザレットはほほえんでみせる。

「私の《護り犬》は、あなただけですから」

　途端に、オルバが目を瞠った。驚きよう愕がくを浮かべた灰色の瞳が、まっすぐにリーザレットを見下ろしてくる。

　しばらくそうしていたが、オルバは口元を手の甲こうで覆って視線を逸らした。
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　一つ深呼吸をして、心を落ち着ける。ゆっくりと目を開くと、白い光が飛とび込んできた。

「準備はいいか？」

　ふと、隣となりで低い声がする。視線を向ければ、黒の軍服に身を包んだ青年の姿がある。

「はい……大だい丈じよう夫ぶです、ドーベルマン大たい佐さ」

　頷うなずいて、リーザレットは足を踏ふみ出した。その後ろに、オルバが続く。

　一歩、一歩、光の方へ。前へ進むたびにドレスの裾すそがふわりと翻ひるがえり、愛犬がそれを捕つかまえようと追いかける。オルバがため息をこぼし、ポケットから取り出した犬用のおやつをノワの鼻先に押しつけた。

　そんな一人と一いつ匹ぴきの様子を横目で眺ながめ、リーザレットは小さく笑えみを浮かべる。いつの間にか、ずいぶんと仲良くなっているようだ。

　目の前に、バルコニーへ続く扉とびらが見えてきた。大きく開け放たれたその向こうから、春の風が吹ふき込んでくる。アーチ形の扉をくぐって外へ出ると、晴はれ渡わたった青い空と王都の街並みが目に飛び込んできた。

「リーザレット王女殿でん下かぁ！」

　自分を呼ぶ声に、そっと視線を下へ向ける。リーザレットが立つバルコニーの下、王城前の広場にたくさんの群衆が集まっていた。誰だれもが胸や髪かみに赤いバラを飾かざり、満面の笑みを浮うかべて手を振っている。

　軽く手を振り返すと、耳を打つ歓かん声せいが一ひと際きわ大きくなった。少々面食らいながらぐるりと広場を見回し、リーザレットは目を瞠みはる。

　押おし寄よせる民衆の中に、必死に手を振る少年の姿があった。先日のパレードで出会い、ブローチを渡したあの少年だ。

　リーザレットと目が合うと、少年が大声で何かを叫さけんだ。が、周囲の歓声にかき消され、何と言っているのかまでは聞き取れない。

「ありがとう、だそうだ」

「え？」

　背後で上がった声に、驚おどろいて振り返る。見れば、リーザレットと同じようにオルバも少年を見つめていた。

「こないだの礼を言っている。おかげで助かった、と」

　オルバの言葉に、リーザレットは目を丸くする。同時に、胸むねが温かくなった。あの時の行動は、間ま違ちがってはいなかったのだ。そう思うと、嬉うれしさと共に自信が湧わいてくる。

「そろそろ時間だ。始めるか？」

「あ、はい……そうですね」

　時計を眺めてそう言ったオルバに、リーザレットも頷いた。

　今日は、リーザレットが民たみに向けて演説をすることになっている。大人として認められた第一王女リーザレットの、初めての大きな公務だ。

　緊きん張ちようはしているが、恐きよう怖ふはそれほど感じない。バルコニーの下から響ひびいてくる歓声も、人々の視線も、すべて全身で受け止める。

　大丈夫──今は、一人じゃない。そう自分に言い聞かせ、リーザレットは顔を上げた。

　前に一歩踏み出して、まっすぐに背筋を伸のばす。それから、ゆっくりと口を開いた。

「私は──」




「あの、いかがでしたでしょうか？」

　無事に演説を終えて自室に引き上げる途と中ちゆう、リーザレットはおずおずとオルバに問いかけた。背後を歩いていたオルバが、目を瞬しばたたかせてリーザレットを見る。

　先ほどのリーザレットの演説を、集まった民たちは割れんばかりの拍はく手しゆと歓声で受け入れてくれた。だけど、オルバはどう思ったのだろう。

「ああ……まあ、悪くはないんじゃないか」

　返ってきた答えに、リーザレットはホッと胸を撫なで下ろす。どうやら、及きゆう第だい点てんはもらえたようだ。

（これから、もっと頑がん張ばらなくては）

　改めて、そう胸に誓ちかう。この契けい約やくに恥はじないよう、王女として成長しようと決めたのだ。自分を選んでくれた、彼のためにも。

「甘あまいな」

　ぽつり、とオルバが呟つぶやいた。目を丸くして、リーザレットは黒くろ髪かみの青年を振ふり仰あおぐ。

「やっぱり、甘かったですか？」

　演説の内容はルーシーたちにも手伝ってもらって考えたのだが、やはり詰つめが甘かっただろうか。

「いや……甘いのはこっちだ」

　そう言って、オルバがリーザレットの肩かたを摑つかんだ。そのままぐいと引き寄せられ、逞たくましい腕うでの中にすっぽりと収まる。途と端たんに、心臓が激しく脈打ち始めた。

「あ、あのっ」

　慌あわてて離はなれようとするが、ゆっくりとかがみ込んできたオルバに首筋に顔をうずめられ、ますます身動きが取れなくなる。
















「この匂におい……やはり病やみつきになるな」

「へっ？」

　耳元でささやかれた言葉に、リーザレットは目を瞬いた。匂い……？

（って、まさか!?）

　気づいて、全身から血の気が引いた。今まであまり気にしたこともなかったが、もしかして自分はとんでもない匂いを放っていたのでは──そう思うと、恥ずかしいやら申し訳ないやらで、オルバの顔をまともに見られない。

「ご、ごめんなさい！　もしかして私、匂ってました……？」

「そうだな。あんたが他の誰かを想おもう時、とても甘い匂いがしていた」

「え？」

「逆に、ひどい匂いがする時もあったな。あんたが自分を卑ひ下げしたりいじけたりしている時は特に──」

「ま、待ってください！」

　微び妙みように会話が嚙かみ合っていない気がして、リーザレットは慌ててオルバを遮さえぎる。

「あの、話がよくわからないんですけど……」

　問いかけると、オルバが面食らった顔をした。それから「ああ、そうか」と何かに気づいたような素そ振ぶりを見せる。

「俺が言ってるのは、あんたの心の匂いのことだ」

「心の匂い？」

「どうやら、《護り犬ガーデイアン・ドツグ》には主人の心の匂い──感情を嗅かぎ取る能力があるらしい。言葉で意思の疎そ通つうができないゆえに、与あたえられるものだろうな。ちなみに、あんたが喜びや安あん堵どを感じている時はいい匂いがするが、不安や悲しみを感じている時は悪い匂いがする」

　オルバの話に、リーザレットは驚いた。契約を結んだ《護り犬》には、《聖せい犬けん》から特別な力が与えられる。

　それが主人を護るためのものであり、言葉で意思疎通をする代わりに主人の感情を嗅ぎ取るのだという理り屈くつはわかる。わかるのだが──。

「それって、私の感情があなたにダダ漏もれってことじゃないですか！」

「何か問題でも？」

　顔を真っ赤にして叫ぶが、オルバは不思議そうに首を傾かしげた。何が問題なのか、本気でわかっていないらしい。

（もしかして私、とんでもない契約をしてしまったんじゃ……）

　今さらながら、そんなことを思う。《護り犬》の契約は、犬と結ぶから問題がないのであって、人間と結んだ場合は様々な問題が生じるのではないか──そう思うと、だんだん怖くなってきた。

　やっぱり、契約する相手を間違えたかもしれない。

「言っておくが、今さら契約の反ほ故ごは受けつけないぞ。あんたには、俺に首輪をつけた責任を取ってもらう──なぁ、ご主人様」

「ご、ご主人様っ!?」

　オルバの言葉に、リーザレットは頰ほおを引きつらせた。いや、契約を交かわした以上彼の主人であるのは間違いないが──その呼び方は、何だかムズムズする。

「で、返事は？」

　オルバに覗のぞき込まれ、リーザレットは返答に窮きゆうする。だが、彼を巻まき込こんでしまったのは他ならぬ自分自身だ。いろいろと問題はあるものの、その責任は取らねばなるまい。

「わ、わかりました……必ずや、責任は取らせていただきます」

「言っておくが、その中には王になるという責任も含ふくまれているからな」

「えっ!?　何でですか!?」

「俺は代々王に仕えるドーベルマン家の人間──それを従えられるのは、王だけだ」

「で、ですが……」

　途端に弱よわ腰ごしになって、リーザレットはうろたえる。確かに責任を取るとは言ったが、王になるかどうかは話が別だ。

「心配しなくとも、あの王子たちに負ける気はない」

「そ、そういう問題ではなくて……」

「なら、言い方を変えよう。あんたは、俺が王にしてやる──リーザレット」

　いきなり名前を呼ばれ、思いがけずドキリとした。急に頰に血が上り、頭が真っ白になる。こんな不意打ちは反則だ。

「え、ええと……その……前向きに、検討します」

　しどろもどろになって答えると、オルバが一いつ瞬しゆん目を丸くし、それから小さく口くちの端はしを吊つり上げた。

「ああ、今はそれでいい」

　ひとまず納なつ得とくしてくれたようで、ホッと胸を撫で下ろす。だが──本当に、これでよかったのだろうか。とはいえ、今さら契約を解除することなどできるわけもなく。

（と、とりあえず感情を読まれなければ……心を無にして、空気のように過ごせば大丈夫、ですよね？）

　ひそかに、リーザレットは決意する。気配を消すのと同じように、感情も消してしまえば問題はないはずだ──たぶん。

　そう自分に言いきかせるリーザレットを見て、ノワが不思議そうに首を傾げた。





ＥＮＤ
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　ビーズログ文庫さんでは初めまして、結ゆい都とせとです。

　この度、こちらで本を出させていただくことになりました。どうぞよろしくお願いいたします。

　タイトルからお察さつしの通り、またしても犬です。もふもふです。前作ではひたすら柴犬の尻を追いかけていましたが、今作では気弱な王女様が『狂きよう犬けん』と呼ばれる軍人さんに首輪をつけてしまうという主従ものです。わんこも出ます。

　このお話は、いくつか出したプロットのうち、最後まで残った二つの中の一つでした。最終的にこちらを選んだ時、担当様と「また犬ですね」「いっそ犬の人で極きわめたらどうでしょう？」という会話を交わした覚えがあります。

　そんな犬がモチーフのお話を戌いぬ年どしに出せるということは、やはりわんこにご縁えんがあるのでしょうか……極めるしかないですね！




　それでは、ここからは謝しや辞じを述べさせていただきたいと思います。

　まずは、素晴らしいイラストを描いてくださった北きた沢ざわ先生。キャララフをいただいた時はオルバのカッコよさに言葉を失い、カバーでさらに増した色気に卒そつ倒とうしかけました。リーザレットはもちろん、ノワもすごく可愛かわいくてたまりません！　ありがとうございます！

　いつもお世話になっている担当様。執しつ筆ぴつ中ちゆうは大変ご迷めい惑わくをおかけいたしましたが、無事に原稿を書き上げられたのは、担当様の温かい励はげましとお気き遣づかいのおかげです。本当にありがとうございました！

　会うたびに話を聞いてくれ、時にネタを提供してくれる友人たちにも感謝を。また今度、おいしいものを食べに行きましょう。

　校正様、デザイナー様をはじめとした、この本に携たずさわってくださった方々。皆様にご尽じん力りよくいただき、こうして出版することができました。ありがとうございます！

　最後に、本作を手に取ってくださった読者様。少しでも楽しんでいただけましたら幸いです。ありがとうございました！

　それでは、またお目にかかれることを願って。





結都せと


















電子書籍特典　書き下ろし短編「小さな忠犬ナイト」







《護り犬ガーデイアン・ドツグ》──ケインスタリアの王族のみが従えることのできる使役犬。守護獣である《聖せい犬けん》から特別な力を与えられた《護り犬》は、時に武器、時に盾となり主人を護る唯一無二の相棒となる。




「とはいえ、契約を結んだ主人がこうも鈍くさくては、命がいくらあっても足りない気がするんだがな」

「す、すみません……」

　身体の下で響いた非難と呆れの混じった言葉に、リーザレットは小さく肩をすくめた。同時に申し訳なさが込み上げてきて、萎い縮しゆくしたまま目を伏せる。

　ああ、またしてもやってしまった──力なくうなだれると、近くでおろおろと様子を窺うかがっていた愛犬ノワが心配そうにすり寄ってくる。

　それは、王城の地下にある書庫を出て地上に戻ろうとした矢先のことだった。誤ってオルバと《護り犬》の契約を結んでから二日、今日も丸一日かけてそれを解除する方法を探したのだが、何の手がかりも得られなかった。その事実に落胆を隠せず、また、迫り来る期限に焦っていたのも事実だ。

　だが、それがいけなかった。ぼうっとしたまま階段を登っていたせいで、思いきり足を踏み外してしまったのだ。

　後ろを歩いていたオルバが受け止めてくれたものの、勢いを削げないまま下まで転がり落ちた。幸い登り始めたばかりだったので、数段落下するだけですんだのだが──。

「本当に、すみません。私の不注意で、またご迷惑を……」

「謝罪はいいから、さっさとどいてくれ」

　謝ろうとしたリーザレットを、低い声が遮さえぎる。ハッと我に返ると、目の前にオルバの顔があった。夜闇を溶かしたような黒髪に、不思議な色合いをした灰色の瞳。スッと通った鼻筋と、引き締められた薄い唇。精せい悍かんながらも、どこか色香のある顔立ちだ──と考えたところで、はたと気づく。

　自分を庇かばってくれたオルバを下敷きにし、押し倒すような形で彼の上に乗っかっていることに！

「ご、ごめんなさい！　すぐ下ります！」

　慌てて飛び退いて、一気に壁際まで後ずさった。事故とはいえ、男の人に馬乗りになるなんて淑女としてあるまじき行為だ。羞しゆう恥ちで頰がカッと熱くなる。

　ゆっくりと身を起こしたオルバが、そんなリーザレットを一いち瞥べつした。が、目が合った瞬間、何とも居心地悪そうに顔を背ける。

「謝るくらいなら、もう少し慎重に行動しろ。あんたの身に何かあったら、困るのはこっちなんだ」

「は、はい……気をつけます」

「それに今の場合、《護り犬》がそこのチビだったら無傷ではすまなかったぞ」

　そう言って、オルバがちらりとノワに視線を向けた。隣でちょこんと座っていた愛犬を見やり、リーザレットは息を吞む。

《護り犬》は、時に武器、時に盾としてあらゆる危険から主人を護る存在──とはいえ、物理的な力が加われば怪我をするし、最悪命を落とすこともある。もしリーザレットが予定通りに儀式を終えていたら、今頃ノワに大怪我をさせていただろう。

「そう、ですね……いくら《護り犬》がいるといっても、それを頼ってばかりではだめですよね……」

　今さら事の重大さに気づき、唇を嚙みしめた。十六歳の誕生日を迎え大人として認められたというのに、自分は少しも変わっていない。王族らしく振る舞うこともできず、何をやっても失敗ばかりで、周囲に迷惑をかけて。

　やはり自分は、何の役にも立たない『落ちこぼれ』の王女なのだ。

「私なんかと契約を結んだせいで、あなたにも不快な思いをさせてしまって……本当に、何とお詫びすればよいのか……」

　話しているうちに目の奥が熱くなってきて、声音が湿り気を帯びた。倒れた拍子に床に落ちた軍帽を拾い上げたオルバが、それに気づいて眉間にしわを寄せる。

「おい、待て。俺は別に──」

「わん！」

　その時、突然ノワが声を上げた。驚いた様子で口を噤つぐんだオルバに向かって、責めるように激しく吠え始める。

「い、いいの、ノワ！　悪いのは私だから……」

　慌てて宥なだめたものの、ノワはそれを無視してオルバに飛びかかった。反射的に身構えたオルバの手から、拾ったばかりの軍帽が落ちる。途端に、ノワがそれを咥くわえて走り出した。

「ノワ！　待って！」

　勢いよく階段を駆け上っていく愛犬を呼び止めたが、小さな黒い背中はあっという間に見えなくなってしまう。

「……何のつもりだ、まったく」

　舌打ちと共にオルバが立ち上がり、大股で階段を登り始めた。やや遅れて、リーザレットも彼の後を追う。自分の愛犬が他人の物を奪って逃走したというのに、それを放っておくわけにはいかない。

　半分ほど登ったところで、階段の途中に座り込んでいる愛犬を見つけた。オルバの軍帽を咥えたまま、「待ってたよ」と言いたげに尻尾を振っている。

「お願い……いい子だから、そこを動かないで」

　祈るような気持ちで告げ、慎重に階段を登った。その願いが通じたのか、ノワはじっと待っている。が、あと少しで手が届くというところでくるりと身を翻ひるがえし、一気に上まで駆け上がった。

「……あの、駄犬め」

　隣で響いた不機嫌な声に、リーザレットは「ひっ」と身をすくめる。おそるおそる振り返ると、険しい顔で階段の上を睨むオルバの姿があった。相当怒っているようだ。

「す、すみません！　必ず、取り返しますので……ごめんなさい！」

　ひたすらオルバに頭を下げ、リーザレットは急いで愛犬を追いかけた。




　追いついては逃げられ、逃げられては追いついて、という事態を何度も繰り返し、リーザレットとオルバは城内を駆け回っていた。

　軍帽を咥えて走るノワを追うリーザレットたちを見て、すれ違う人々が失笑する。愛犬に振り回される王女の姿は、彼らの目にさぞかし滑こつ稽けいに映っているだろう──そう思うと、今すぐこの場から消えたくなった。

「一体何を考えてるんだ、あの犬は」

　颯さつ爽そうと廊下を駆け抜けていく黒い犬を睨みつつ、オルバが苛立たしげに呟く。ノワが何を考えているのか、リーザレットにもわからない。だが、先ほどの様子からして、ノワはオルバをよく思っていないようだった。だとしたら、彼を困らせるためにこんなことをしているのだろうか。

「ところであんた、何であの犬を選んだんだ？」

「え？」

　唐突な問いに、リーザレットは目を瞬いた。見れば、オルバが不可解そうな視線をこちらに向けている。

「《護り犬》にするなら、もっと立派な犬を選ぶだろう。王や、他の兄たちのように」

「それは……」

　オルバに指摘され、思わず口ごもった。彼が疑問に思うのも無理はない。《護り犬》は、契約を交わした主人の身を護ってくれる存在だ。ならば、そのパートナーには強く賢く立派な犬を選ぶのが普通だろう。

「……どうしても、目が離せなくなってしまったんです」

　ぽつりと呟いて、リーザレットは初めてノワに出会った時のことを思い出す。

　十一歳の誕生日、父から将来《護り犬》となる愛犬を選ぶよう言われたリーザレットは、王城内にある養犬所を訪れた。そこでは《聖犬》の血を受け継ぐ子孫犬の繁殖と育成が行われており、やんちゃ盛りの子犬たちが元気に走り回っていた。

　そんな中、一匹だけ他とは違う犬がリーザレットの目に留まった。同じ日に生まれた兄弟たちに比べるとずいぶん小さく、一緒に遊んでいてもすぐにその輪から弾き出されてしまう──それが、ノワだった。

「あの子は生まれつき小柄で、あまり体力もなくて、他の兄弟たちとも上手く馴染めなくて……《護り犬》には向いてないと言われていました」

《護り犬》は、あらゆる脅威から主人を護るという使命を持つ。だが、身体が小さかったり、性格が極端に臆病だったりすると、その任務を果たせない可能性がある。ゆえに、そういった犬たちは《護り犬》に向かないとされ、パートナーに選ばれることは少ない。

「でも、あの子は一生懸命でした。どんなに体格で負けていても、小さいなりに頑張っていて……もしかしたら、この子は他の犬にはない何かを持っているのではないかと思ったんです」

　自分と同じ『落ちこぼれ』だと思っていた小さな犬は、自分とはまったく違っていた。ひたむきで前向きで聡明で、小さくても精一杯生きている。それを知ったリーザレットは、この犬をパートナーに選んだ。

「理由はわかった。だが、俺はまだあんたの話を信じきれない──少なくとも、今はな」

　淡々と返ってきた言葉に、リーザレットは肩を落とす。オルバに信じてもらえないのも当然だ。今こうして自分たちが走り回っているのは、他ならぬノワが原因なのだから。

「それより、ようやく追い詰めたようだぞ」

　そう言って、オルバが足を止めた。その視線を追うと、北側に張り出した物見台の中央に黒い犬の姿が見える。

　いつの間にか城の最上階まで来ていたことに驚きつつ、オルバと並んで中へ踏み込んだ。ノワはもう逃げようとせず、その場でじっとしている。そんな愛犬の元まで辿り着き、リーザレットは「あっ」と声を上げた。

「すごい、星があんなに……」

　有事の際の見張り場として造られたこの場所に屋根はなく、天を仰ぐと彼方まで続く星空が見える。王城の北側にはいまだ人の手が入っていない森が残されていて、自然のままに夜を彩る星の海を望むことができた。

「もしかして、ここへ連れて来るために……？」

　リーザレットの言葉を肯定するように、ノワが「わん！」と吠えた。それを見て、リーザレットは口元をほころばせる。

「どういうことだ？」

「昔はよく、ノワと一緒に星を眺めていたんです。つらいことや悲しいことがあっても、こうしていると元気になれそうな気がして……」

「なるほど。こいつは、主人を励まそうとしていたわけか」

　ようやく納得した様子で、オルバがノワの前に膝をついた。ずっと奪われたままだった軍帽に手を伸ばすと、ノワはあっさりとそれを離す。

「駄犬などと言って悪かったな。おまえは、小さくても立派な忠犬ナイトだ」

　ノワの頭に帽子を乗せ、オルバがゆっくりと立ち上がった。そのままスッと背筋を伸ばし、ノワに向かって敬礼する。

　応えるように、ノワが誇らしげに胸を張った。その拍子に軍帽がずり落ち、半分以上顔が隠れてしまう。オルバと違って、何とも決まらない姿だ。

「ありがとうございます、ドーベルマン大佐」

　何とか帽子の下から顔を出そうと奮闘している愛犬をほほえましく思いつつ、リーザレットはオルバに礼を言った。《護り犬》に向いていないと言われていたノワを、こんなふうに認めてくれたのは彼が初めてだ。

（きちんと相手を見て、評価するべきところはしっかり評価する……きっと、すごく実直な方なのですね）

　狂犬などと呼ばれているが、おそらくオルバは根が真面目で律儀なのだろう。父に対する忠誠心の高さからも、そんな彼の人柄を窺える。

「礼を言われるようなことじゃない。誰も気づかなかったこの犬の本質に気づき、相棒として選んだのはあんた自身だ。それは、誇ってもいいことだと思うが？」

　言われて、リーザレットは目を見開いた。オルバの言葉をじっくりと咀そ嚼しやくし、小さく首を傾げる。これは、褒められている──ということでいいのだろうか。

「ええと……その、ありがとうございます。そう言っていただけると嬉しいです」

　改めて感謝の意を告げると、オルバがかすかに息を吞んだ。そのまましばらくこちらを見つめていたかと思えば、突然ずいっと身を乗り出してくる。

「あ、あの……？」

　思わぬ接近にうろたえるリーザレットに構わず、オルバが深く息を吸い込んだ。

「に……いも案外、悪くないな」

「え？」

「いや、こっちの話だ」

　小さく呟いて、オルバが視線を空へと向けた。甘えるようにすり寄ってきたノワを抱き上げ、リーザレットも彼に倣ならう。

　視界いっぱいに広がるのは、静かに瞬く星の海──かつては一人と一匹で見上げていた夜空を、今は二人と一匹で眺めている。

　それが何だかくすぐったくて、リーザレットはそっと目を細めた。


ｆｉｎ
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結都せと

Seto Yuito




デビュー当時に勧められて始めた某ゲームの影響で、人と会う機会が増えました。基本引きこもりだった私が、イベントに参加したり、観劇したり、ちょっとした旅に出たり。三年前に比べると、かなりの進歩です。
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